
        
            
                
            
        

    

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　口絵・本文イラスト●ねこめたる
















　多くの一般人は知らないことだが、実のところこの世界はゲームに支配されている。

　国家同士が絡む重大な決定。

　新たに発掘された資源の所有権。

　ビジネスに変革をもたらす新技術のライセンス。

　テレビで訳知り顔のニュースキャスターが伝え、ＳＮＳで素性も怪しい自称識者が偉そうにその出来事の経緯を語るのを見て疑問に思った人はいないだろうか。




　それって本当？　と。




　コレコレこういう理由でこんなことがありましたと説明されても、いまいち釈然としない。世界や社会の仕組みは難しいのだと言われればそれまでだけど、一方的に押しつけられているみたいで何だか気持ち悪い。

　そんなふうに疑問を持ったとしたら、その人はとても賢い人間だ。

　事実、報道でまことしやかに説明される出来事、事件のあらましは99％が虚飾である。

　どんな事件も大なり小なり『嘘うそ』や『誇張』が含まれるが──

　社会を騒がせる大事件ともなると、報道される『真相』はほぼほぼ『嘘』だ。

　次世代プラットフォームを牛ぎゆう耳じれたのはＩＴ企業の若き天才社長の手腕などではないし、海底資源の争奪戦に日本が勝利したのは官僚や政府高官の功績ではもちろんなく、ある国の大統領が突然姿を消したのは暗殺者の仕業ではない。




　すべては、《黒の採決ブラツクバウト》と呼ばれる、裏社会のゲームの結果に委ねられている。

　すべては、《黒の採決》で最強の座に君臨した一人の少年のゲームがもたらしている。




　ゆえにこの世界で最も価値がある存在は、優れた遊戯者なのだ。

　類たぐいまれな頭脳を駆使し、個性的な感性で人々を翻ほん弄ろうし、非常識な才能で相手の裏をかき、勝利をもぎ取る。

　遊戯者たちは互いに切せつ磋さ琢たく磨まし、己こそが最強たらんとしのぎを削る。




　そんな世界において誰もが羨む能力を持つ遊戯者たちによる──

　富と名誉とプライドと『一番大切な物』を賭けた──




　最高にくだらない頭脳的な日常ラブコメが、今、幕を上げる。
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　日常アニメのような光景だった。

　少なくとも、ゲームが始まるまでは。




　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは仲間達と最寄り駅近くのカラオケボックスに来ていた。

　聞くだけで頭が悪くなりそうな騒音じみた歌声が、本当に防音機能があるのか疑わしい壁を突き抜けてくる、何の変哲もない有名チェーン店だ。

　もちろんここは思う存分声を上げていい場所で、五月蠅うるさい、などと注意される筋合いはどこにもない。

　むしろ砕城紅蓮のいるこの部屋こそイレギュラー、異常極まる三角地帯バミユーダトライアングル。

　音痴なリア充の微かすかな歌声をＢＧＭに、一ミリの隙間もなく見えない糸がびっしりと張り巡らされた、触れれば即座に切れ、すべてが瓦解してしまうような緊張感に支配されている。

　部屋には紅蓮の他に五人の少女がいた。全員が私立獅し子し王おう学がく園えんの制服を着た、明らかに学校帰りの集団だ。

　男一人に、女五人。その構造だけを見れば、男の理想を叶かなえたようなハーレムアニメさながらだが、黒一点である少年の顔色は優れない。




　砕城紅蓮。裏社会最強にして日常力皆無の男。

　入学からほんの数か月でゲームですべてが決まる学園の頂点に君臨した生ける伝説。だがその顔立ちは驚くほど平凡で、長毛の猫を思わせる癖っ毛もさほど際立つ個性ではない。平凡な制服姿には飾り気もなく、呆あきれ顔がおにも威圧感や威厳はない。

　そんな彼は今、数分前まで日常アニメの一風景のようだったのが嘘うそのような修羅場を前に、心の中でひっそりと頭を抱えていた。




　──どうしてこうなった？




「恨まないでくださいね、佐さ々さ木きさん。王様の命令ですから、仕方なく、ですよ？」

　そう言って、慈愛に満ちた笑みを浮かべたのは砕さい城じよう可か憐れん。

　紅蓮の実の妹である。

　銀色に輝く髪からのぞくいたずらっぽい表情は、あたかも銀の妖精。

　豊かに成長した健康的な肢体、制服姿がよく似合っている。

　透明感のある白い肌は処女雪を思わせ、瞳の美しさは澄んだ水面のようだ。

　そこまではいい、自慢の妹である。

（健康的で、元気で、美しくあろうとしてくれる。それだけでうれしい）

　というのが、兄バカと称される紅ぐ蓮れんの飾らない本音でもある。

　が、それはいい、それはいいのだが。

「……その。『椅子』になってる佐さ々さ木きは大丈夫なのか？」

「は、はい。佐々木なら大丈夫です佐々木です！」

「あら？　人語を喋しやべることは許されていないはずでは」

「……！　ぶ、ぶひっ、ぶひぃぃぃん！」

　床に四よつん這ばいになり、可か憐れんの尻に敷かれているのは佐々木咲さき。

　艶つやめいた長い黒髪は大和やまと撫子なでしこのようでありながら、素朴な顔立ちと飾り気のない所作でいまいち印象に残りにくい少女だ。美少女ゲームやアニメのたぐいなら、画面の端にたまに映ることで話題になる「ちょっとかわいいモブ」──それが彼女である。

　そんな日常の象徴たる佐々木は今、何な故ぜか一匹の家畜と成り果てていた。

「……何をどうしたらこんな結果になるんだ、おい」

　砕さい城じよう紅蓮は軽めの頭痛を覚え、つい額を押さえてうめく。

　そんな彼の耳に、また別の方向から、ブツブツとつぶやきが聞こえてきた。

「勝たなければ……勝たなければ、これまでの恥辱が無駄に……。最後に勝てば──そう、最後に勝てばすべては報われ、わたくしという勝者が紅蓮さまのお傍そばに……！」

　金髪を軽くカールさせたお嬢様然とした少女、楠くすの木き楓かえで。

　いかにも我の強そうな表情は屈辱に歪ゆがみ、もうひとりの人物の背中にピッタリと身体からだを密着させて、日本人離れした豊かな胸をふにゅりと押し当てている。

　制服越しに見えるその姿はなかなかに煽せん情じよう的で、普通の男なら興奮を隠せないだろう。だがもうひとりの人物が醸し出すコメディタッチの空気に、そんな色気も霞かすんでいた。

「あ、楓さん。桃もも花かはお腹なかがすきましたので、ポテト取ってください、ポテト。あ、右。もっと右です、右……あひゃっ、あわわわ、落ちちゃいました、もったいない～！」

「くううううううううっ……!!」

　──『王様ミーです』。

　強烈に頭の悪い文言を書いたプレートを首にかけた少女、桃もも貝がい桃花。

　ふかふかとしたツインテールを子どもっぽくあどけない顔の両側にまとめ、いかにも鼻高々と言わんばかりの態度でソファにふんぞり返り、なぜかつけヒゲをつけている。

　王様っぽくカールしたそれは、恐らく威厳を出そうとしているのだろうが──

（調子に乗った子供にしか見えん……。ある意味凄すごいな、こいつ）

　思わず感心してしまう紅蓮だった。

　そんな桃花の背中に密着した楓は、紅蓮が部屋に置いていた上着をかぶっており──

　当然、制限された視界の中でポテトをとろうとあたふたと慌てている。

「楓さん、ダメじゃないですかー。おイモは農家のみなさんが頑張って作ったお宝ですよ。ちゃんと食べなきゃバチがあたります。ほら、拾って食べましょうね？」

「え？　お、落ちたものですわよ!?　というか、どこにありますの!?」

「桃もも花かのスカートの上ですよう。床じゃないのでばっちくないです。……ところで王様のスカートを偶然でもまくってしまうような奴隷には、どんなおしおきがいいですかね？」

「それが目的ですか！　くううっ……！　貴女あなたって最低の屑くずですわね！」

　屈辱に顔を歪ゆがめる楓かえで、ふんぞり返る桃花。

　かつての搾取する側とされる側。おバカな桃花が小こ狡ずるい楓に喰くわれる間柄だった二人。

　だが共に紅ぐ蓮れんに従うようになった今、その関係性は大きく変わっていた。

「二人羽織だったか。王様になったとはいえ、よくもまああんなに調子に乗れるもんだ。桃もも貝がいのやつ、太い根性してやがる」

　そんな風に感心しながら、紅蓮は勝手に盛り上がっている桃花と楓から目を逸そらし、彼の最愛の家族である実の妹、砕さい城じよう可か憐れんに目を向けた。

「まあ、いい。それで、お前の方はどうなんだ、可憐」

「はい、お兄様。これは純粋なる遊戯ゲームの決着、いじめなどでは決してありません」

「……そ、そうか。とてもそうは見えんというか……」

「だ、大丈夫ですよ、紅蓮さま。命令ですし、こういうのも意外とイイ……ぶひぃん!?」

　ぺちん、といささか情けない打ちよう擲ちやく音。

　ごくごく軽く、撫なでるような平手打ちでスカート越しに尻をぶたれ、悲鳴が上がる。

「スパンキングは命令に含まれてない。勝手にオプションつけるな、水みず葉は」

「これは、調教。『ぶたになる』に含まれる……よ？」

「含むな。年齢制限と常識を考えろ」

　きょとんと首を傾かしげるのは御み嶽たけ原ばら水葉。

　カラオケ屋のパーティールーム。ダンスなどをするためだろう、広めにとられたマシンの前のスペースに、学園から持ち込んだらしきヨガマットが敷いてある。

　そこに四よつん這ばいになった佐さ々さ木きのくびれた腰に、靴を脱いだばかりの足を乗せ、水葉は靴下越しにぐにぐにと脇腹をいじりながら立っている。

　子供がぬいぐるみをもてあそぶような無邪気な仕草──だが柔らかい肉をいじくる足の動きはどことなくエロティックな空気を醸し、空気をピンクに染めていた。

「優れた遊戯者になるために、妙な機関で改造を食らった後遺症で──俺やお前の常識や倫理がいろいろアレなのはわかってるが、それでもアウトだ、水葉」

　紅蓮や可憐よりわずかに年上のせいだろう。

　モデルのような長身に南国の花のような色香、そして赤ん坊のような無む垢くな表情による背徳的なバランスを保った少女──御嶽原水葉は、紅蓮と可憐が通う学園のルールで定められた『隷徒』、上位者たる紅蓮の庇ひ護ごを受けるかわりに服従を誓った主従である。

「え？　……でも、ぬいだり、えっちなところをさわったり、してないけど……？」

「そうですよ、お兄様。露出もありません、極めて健全だと自負していますが」

　いつの間にか立ち上がり、可か憐れんは水みず葉はと一緒になって靴を脱いだつま先で愛犬にそうするようにグリグリと佐さ々さ木きの脇腹をくすぐっている。

「遠回しな分余計にそそられる、ってことがあるんだよ、人間の脳ってのは面倒なもんでな。だからそのくらいにしとけ、佐々木だって嫌がってるだろ」

「ぶひぃ……♪　ぶひぶひぶひぃっ、ふいいいいぃんっ♪」

「まずい、人語を忘れかけてる……。おい、佐々木。お前は佐々木だ、豚じゃない！」

「はっ!?　す、すいません！　おしおきという名の天国でした、佐々木です！」

　紅ぐ蓮れんに肩を揺らされて、佐々木はハッと正気を取り戻す。

（こいつの異常な生命力は知っていたが……それにしても、順応しすぎだろ）

　遊戯ゲームの実力は桃もも花か以下、一般生徒と比べても最弱。だがやけに高いコミュ力とＭっ気に由来する精神的タフさによってオタサーの姫に成り上がり、ついには窮地に陥った可憐の助けとなった功績から、紅蓮によって自身の影武者、仮のＳランク１位に抜ばつ擢てきされた。

　紅蓮にとっては数少ないフラットに話せる相手、日常力の圧倒的な高さから、ある意味手本にしていると言っていい人物なのだが……。

「はぁ……こ、これは、ご褒美では!?　佐々木的には結構なご褒美では……!?　佐々木の好み的にはもっとご主人が幼い方が蹂じゆう躙りんされて心躍る感じではありますが、水葉さんの幼げな口調からいいロリっ子が想像できました、佐々木です……！」

「喜ぶんじゃない、本気で豚になるぞ、お前！」

　ほんの一瞬目を離した隙に、何な故ぜこんなことになったのか？

　なるほど、この場にいるのはどれもタイプの違う、美少女ばかり。最高にかわいい妹、可憐は特別枠としても露出系サドッ子隷徒の水葉、セクシー金髪美女の楓かえで、アイドル的な正統派美少女と言っていい佐々木に、マスコットの桃花に至るまで、極上の花ぞろいだ。

「……花は花でも、ラフレシア的な何かじゃないだろうな？」

　間違いなく、植えておくと他の植物を積極的に枯らそうとする感じの何かであろう。

　血を見たり、ドロドロと尾を引くような陰湿さこそないものの──。

　現代に生きる遊戯者たちは事あるごとに互いに競り合い、蹴落とさんとする。

　もちろん正式な遊戯である以上獅し子し王おう学がく園えん内では合法だが、本来ならＧＰ──学園内でのみ通用する電子通貨を賭けるところを、彼女たちはほとんどそれをしない。

（まあ、Ｓランクの順位が変動するような多額の賭けなんて、やらない方がいいんだが）

　獅子王学園の序列は、ひとつ変動するだけで莫ばく大だいな価値が生じる。

　それこそ卒業時の進路やポストなどといった将来的なうまみ、毎月支給されるＧＰの額、さらには生徒会の役職まで。生徒会がポストや序列を動かすレベルとなれば、億単位の金が動くのと同じだ。

（俺が、そういうのを嫌いだとわかってるから配慮してるんだろうが）

　可か憐れん、水みず葉は、楓かえで、桃もも花か、佐さ々さ木き──。

　かつてはＧＰを求めてハイリスクな遊戯ゲームに挑んでいた彼女たちだが、紅ぐ蓮れんの友人となった今、学園の残酷なシステムからは遠ざかるようになった。

　──しかし、遊戯者としての遺伝子までが潰ついえたわけではない。

　彼女たちはＧＰではなく、違うものを賭けて争う。

　たとえば罰ゲーム。

　過度に性的なものはＮＧながら、その枠内でどれだけ相手にダメージを与え、プライドをへし折るかがカギであり、内容次第で一発逆転が狙える。

　たとえば時間。

　いつのまにか『紅蓮様おしゃべりタイム』──略して『ＧＯＴ』が秒単位で取引されており、それを消費している間は他のメンバーは一切干渉できないことになっていた。

　正直ただ一緒にいるだけで何な故ぜそんな騒ぎになるのか紅蓮には理解しがたい。

　が、このシステムを考案した可憐によれば──。

『お兄様との時間は、特別なんです。むしろ当然では？』

　きっぱりと言い切られ、勢いに負けてつい承認してしまった。

　どうせ誰もこんなバカなシステムを利用しないと思っていたのだが、なぜか生徒会連中はもちろん、外部にまで需要が生まれてしまい、今や潰すに潰せない始末で。




「……俺はただ、放課後、大勢で遊んでみたかっただけなのに……」




　どうしてこうなった？　どうしてこうなった？

　紅蓮の頭に妙なリズムが浮かぶ。日常に飢えていた頃身につけた旧時代のスラングだ。

　そもそも事の発端からして間違っていたのかもしれない。

　よく知りもしない『合コン』なるシロモノを実践してみようなどとしなければ。




　事の始まりは、半日ほど前に遡る──。





　　　　＊






　裏世界最強の遊戯者、砕さい城じよう紅蓮は日常を愛している。

　贅ぜいを尽くして毒を疑う美食より、家族と食べるコロッケ定食の方が百倍うまい。

　着飾った美女よりも、モニターに映りささいな日常に一喜一憂するアニメのヒロインをまったりと眺めているほうが癒いやされるし、バベルの塔じみたマンションよりも、狭くても落ち着ける六畳一間のほうが、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんには遥はるかに尊く感じられる。

「残りの人生は、思いっきり適当に、楽に、普通に過ごしたい。……わかるな、可か憐れん」

「はい、もちろんです、お兄様♪　ささやかながらお傍そばでサポートさせて頂きますね？」

「お、おう。……それは嬉うれしいんだが、どことなく嫌な予感もするな……」

　獅し子し王おう学がく園えんＦランク寮の朝。団地を思わせる素っ気ない建物を出る。

　先に出ていた可憐がクルリとスカートの裾すそを翻し、さわやかな微笑ほほえみを浮かべるのを目の当たりにして、ほっこりと癒されながら紅蓮は言う。

「まあ、いいさ。金も地位も名誉も美女もいらない。俺に必要なのはささやかな平和と、心許せる家族くらいのもんだ。──お前のことだぞ、可憐」

「はい。……私もそう思っていますよ、お兄様」

　にっこり微笑む愛いとしい妹。

　すべての遊戯ゲームに勝ち残り、ついに手に入れた自由、『普通の高校生活』がここにある。

（日常アニメのオープニングのような、さわやかな朝。……意味もなく走り出したくなるこの感じ。そうだ、これだ。これこそが、俺は、欲しかった……！）

　しみじみと思いつつ、紅蓮は妹に言う。

「そういえば、そろそろ夏休みだが……どこか行きたいところはあるか？」

「お兄様と一緒ならたとえ地の果てでも天国です♪　……ですが計画をお任せしたのでは、かえってご迷惑というものですので、いくつかバカンス候補を用意しました」

「ほう。そりゃ助かるな。……どれどれ？」

　生徒手帳を兼ねた端末が軽く震動し、紅蓮はタッチパネルを軽く操作する。

　メッセージアプリに送信されていたＵＲＬをタップすると、表示されたのは……。

「なあ、可憐。高校生の夏休みだぞ？　もうちょっと無難というか、近所でいいだろ」

「そうでしょうか？　どれも国内の有名な観光地、保養施設などですが──」

「そうかもしれんが、デカいホテルを貸し切りだの温泉地を買い占めるだの、スケールのデカい遊びは疲れるだけだ。近所の焼肉屋とかホームセンターの方が気楽でいい」

「もう、お兄様ったら。……お望みなら近場の温泉地など、指先ひとつで牛ぎゆう耳じれるお力を持っているのに、どうしてそう謙虚なお人柄なのでしょうか？」

　ぷくっと、わずかにすねた様子で膨れながら、可憐は紅蓮の腕を抱きしめて言う。

「お兄様の才能や実力にふさわしいお立場に。これまで見た醜いものすべてを忘れるほど、素敵な思い出を作ってほしい。……可憐はそう、願っています」

「その気持ちは嬉しいんだが、無駄に金をかけてもいい思い出は買えないもんだ」

　最愛の妹ではあるが、そこだけは折り合わない。

　成り行きに流された結果とはいえ、今の紅蓮が置かれた『立場』は、可憐の想おもいによるところが大きかった。そんなわがままさえ可愛かわいいのだから、妹というヤツは恐ろしい。

「とにかく、夏のバカンスは企画し直しだな。よければ放課後にでも一緒に──」

「──それでしたら、ぜひこのわたくしも加えて頂きたいですわ！」

　突如横からかけられた独特の声に、紅ぐ蓮れんは、おっと声を上げる。

　朝の通学路。広大な学園敷地内の並木道には大勢の獅し子し王おう学がく園えん生が軽やかに談笑しながら歩いている。いろいろな意味で有名人になってしまった紅蓮や可か憐れんにとって、ミーハーな生徒から声をかけられるのもそう珍しい事案ではなかった。

　しかしエセっぽささえ漂わせるその特徴的なお嬢様口調は、紅蓮のよく知るものに相違ない。

「楓かえでじゃないか。いつもながら唐突な登場だが、もしかして今朝も待ってたのか？」

「当然ですわ。わたくしは貴方あなたの隷徒ですもの」

　木の陰からすっと現れ『常在天上』と書かれた扇子を華麗に広げる金髪ドリルのお嬢様。

　楠くすの木き楓はまるでそうするのが当たり前というように、紅蓮の腕──可憐とは反対側の腕のほうに寄り添った。

「まだ隷徒を自称してるのか？　くれてやったＧＰで復帰して、今では旧生徒会を倒してＳランク入り。殿上人の側だろうが」

「いいえ。人権を奪われ、奴隷に堕すところだった危機を救われて以来、わたくしの命は紅蓮さまに捧ささげておりますから。たとえどれだけ富や名誉を得ようとも、それは変わりません」

「そんな押しつけがましい忠誠心いらないんだが……はあ、まあいい。勝手にしろ」

「ええ、勝手にしますわ♪　……ちょっと可憐さん、くっつきすぎですわよ？」

「む。黙りなさい、生態系を狂わせる侵略性外来種。お兄様の右腕は渡しませんよ？」

「ならばわたくしは左腕の優先権を主張いたしますわ！　さあ、紅蓮さま、お手を──」

「いらん。というか俺の腕はお前らの所有物じゃない、暑苦しいから離れろ」

「「ああーっ!?」」

　紅蓮が腕を引き離すと、ふたりはショックを受けた顔でヒソヒソとお互い話し始める。

「可憐さんのせいですわよ？　毎朝毎朝強引に紅蓮さまを占有するから……」

「私は妹として当然の権利を主張しているだけです。むしろ兄妹きようだいの絆きずなに割り込もうとする、その不ふ埒らちな企たくらみを捨てるべきです。これだからキンイロホルスタインは……！」

　そんな争いも、最近ようやく慣れ始めた『日常』のひとコマだ。

（ちょっと前はギスギスしていたが……まあ、これくらいなら可愛いものか）

　事あるごとに紅蓮を独占しようとする可憐に対し、楓は忙しい合間を縫って顔を出してはちょくちょく割り込みを図っている。

　入学当初、露骨に紅蓮を敵視して突っかかった挙句敗北し、転落の末に隷徒まで堕おちて校内を全裸で歩き回るハメになった頃からは、想像もつかない変わりようだった。

「いつもの顔といえば……桃もも貝がいがいないな。あいつ、どうかしたのか？」

「桃もも花かさんでしたら生徒会のお仕事ですわ。それに強敵が増えた今、紅ぐ蓮れんさまをめぐる敵は減らすに限ります。ええ、そのためならば多少の小銭など……ふふふ♪」

　疑問をつぶやく紅蓮に、愛用の扇子をばさっと広げ、楓かえではニヤリと微笑ほほえんだ。

（反省したし、そう迷惑なわけでもないんだが……まだ、悪い癖が抜けてないな）

　強いて言うなら『腹黒』だろうか？　悪い意味で特権意識が強く、身内をひっかけても獲物を奪うハイエナじみた狡ずるさと、退ひくべき時に退けないプライドの高さがある。

　好かれたい一心でやっていることとはいえ、時折紅蓮がドン引きしてしまうのも仕方のないことだった。

「……まさか、買収したのか？」

「いえ、そんな♪　ただいくらかのお仕事を代理でやってもらうかわり、最高級のおやつを提供しているだけですわ。ザリガニ釣りのごとく、楽々と釣れますわよ」

「Ｓランクに成り上がっても目先の餌に釣られてるのか、あいつは……」

　策と言ってもこの程度、笑い話で済んでいるうちは放っておいてもいいだろう。

（たまにでかいことを企たくらんでも、たいがい裏目に出て痛い目に遭ってるしな）

　この二人に桃貝桃花を加えた四人が、つい先日までの朝の顔。だが最近はもうひとり、新しい仲間が加わっている。その人物は紅蓮と同じ部屋に住んでいるのだが……。

「……！　おい、あれ……！　見ろ、やべえ、やべえっ!!」

「見えた。マジ見えた。スカートが、見え……はいて……ないっ!?」

　遥はるか後方から聞こえてくる生徒の声が耳に入った瞬間、ある面影が頭に浮かぶ。

「なあ、可か憐れん。水みず葉はは先に家を出たんだよな？」

「なんのことでしょうか、お兄様？　可憐はまったく記憶にありません♪」

「かわいく笑ってごまかすんじゃない！　まさかとは思うが、っ……!?」

　とぼける可憐から視線を切ると、紅蓮は背後を素早く振り向く。

　するとざわつく生徒を突っ切って、ひとりの少女がのろのろと駆けてくるのが見えた。

「……みつけた。ぐれん、さま……」

「水葉。……何て恰かつ好こうしてるんだ、お前は！」

　着替えの最中で飛びだしてきたのだろう。スカートはファスナーが半開きで脱げかけ、ブラウスのボタンはたがいちがいに留まったままで下着や谷間が覗のぞいている。

　急いで走ってきたにもかかわらず、息も切らしていない。けろりとした表情だが、少し不安をにじませた様子で御み嶽たけ原ばら水葉は紅蓮の胸元に飛び込んできた。

「わたしが着替えてる間に出ていくなんて、ひどい……。捨てられたかと、思った」

　捨てられかけた犬のような表情を見せる彼女は、いろいろな意味で常人ではない。

　かつて紅ぐ蓮れんと同じ、砕さい城じよう家による遊戯者教育システムで、薬物や遺伝子改良を含む過酷な処置を受け、脳や人格を弄いじられて完成した『遊戯者』──それ故に、闇の世界の最前線で戦い続けてきた紅蓮以上に、一般常識に疎く日常生活に不安がある『仲間』だった。

「捨てるわけないだろうが。同じ『日常』を学ぶ同士だからな。……可か憐れん、お前だな？」

　素知らぬ顔で口笛を吹く妹をじろりと睨にらむ。

「身内なんだからいいだろうが、一緒に登校するくらい」

「だって、水みず葉はさんがいるとお兄様は彼女の世話につきっきりではないですか。妹としてお兄様とふたりきりで過ごす時間は、一秒でも長くしたいのが常識では？」

「そんな常識は存在しない。……と、思う。たぶん。というか、お前ら、仲良くしろよ。現実にこうなってわかったが、女だらけの中で男がひとりって居心地悪いんだぞ？」

　紅蓮が好きなのは日常系、そう分類されるアニメの中でも、恋愛が絡まないものだ。

　ラブコメ、ハーレム系と呼ばれるものも何度か見たことがあったが──。

（チヤホヤされる系はどうもな。リアリティがありすぎる）

　五年間にわたる闇暮らしでは、望めば手に入らないものなどなかった。

　望まなくても、向こうからやってきた。

　自由と日常以外なら、いかなる美女も財宝も手に入った。ハーレム？　ただの現実だ。が、結局のところそんな関係は空虚としか思えず、一度たりとも望んだことはない。

（一応、リア充っぽいと思えなくもないんだが……）

　そう思いながら、この『ハーレム』を改めて眺めると。




「お兄様のお傍そばに侍はべる権利を有するのは天地開かい闢びやく以来、世界唯一の妹たる私だけですよ？　ギリギリ同行のみ許して差し上げますから三メートルほど後方を歩きなさい」




　──お兄様至上主義。究極の兄好きブラコンたる砕城可憐。




「遊戯者としての力量において、わたくしはおふたりには及びません。しかし、恋れんあ──人間関係にルールは無用。紅蓮さまの寵ちよう愛あいだけは奪ってみせますわ！」




　──勝利のために手段を選ばず。ただしイマイチ詰めが甘い陰謀家、楠くすの木き楓かえで。




「……イイよ。ふたりまとめて、相手、してあげる。……ちょっとは、熱くなれるかも。ふふふ……キツく、熱く、責めてね？」




　──ドＳにしてドＭ、千変万化の狂戦士バーサーカー。常識皆無、淫いん靡びかつ純真なる御み嶽たけ原ばら水葉。




　火花を散らす三人娘を前に、紅ぐ蓮れんは心底深くため息をつき。




（……問題がありすぎるだろ、このメンバー……！）




　問題児だらけの仲間たち。元気のよすぎる子犬のように咆ほえる女子の中にありながら、かつての裏世界最強の男は、言葉もなく頭を抱えるのだった。





　　　　＊






「はえー……。桃もも花かがいない朝に、そんな面白イベントが起きていたんですね？」

「面白くない。水みず葉はが半裸で走り回ったのが通報されてて大変だったんだぞ」

「あ、それ生徒会の方にも来てましたよ？　男性から感謝のメールが３通、女性からガチギレした感じの苦情が２通、理事長から『特殊プレイは控えめにネ？』と１通」

「全部削除しといてくれ。……人の気も知らないで、まったく」

　時は流れ、放課後。獅し子し王おう学がく園えん、生徒会管理棟──。

　本校舎と直結した近代ビル。大都会のオフィス、一等地のランドマークにすらなりうる建物すべてが、生徒会の資産である。学園統括ＡＩ、ＳＡＩのサーバーが設置されており生徒会の業務はそれに寄せられるさまざまな情報を確認、判断を下すのが主となる。

[image: ]

　その最上階にあたる生徒会室、最上階の大円卓。かつて前生徒会長、白しろ王おう子じ透とう夜やが率いていたメンバーが座っていた椅子には別の生徒達が腰を落ち着けている。

「しかし、桃もも貝がい。……お前、意外と事務とかできる方だったんだな」

「意外ってなんですか、紅ぐ蓮れんさま。農家は基本、ぜんぶ個人事業主なんですよ？　基本はどんぶり勘定、お天気次第で変わるとこはあったとしても、帳簿つけは大切です！」

　ぴこぴことツインテールを上下に揺らし、重々しげに桃貝桃もも花かは続けて言った。

「それにここでお仕事すると、お茶代もお茶菓子代も経費です！　タダなんですよ、タダ。どうせお家うちに帰ってもぼっちですし、仕事していたほうがいいかなーって……」

「やめろわかったもういい、それ以上は俺に効く……！」

　この桃髪ツインテール、ぼっちである。

　田舎いなか育ちで都会者ばかりの獅し子し王おう学がく園えん生徒の中では浮いているのも原因のひとつだが、最低レベルの隷徒からごぼう抜きで学園トップのＳランクに成り上がったため、その存在はランキングに飢えた生徒たちの狙いの的となっており、よけい孤立は深まっていた。

「……Ｓランク寮に引っ越したんだろ。暮らしはどうなんだ？」

「お料理は死ぬほどおいしいですよ？　初日、山ほどあるバイキングのお料理を残すのがもったいなくて、タッパーに詰めていたら泣かれましたけど」

「反応に困るエピソードをぶっ込んでくるな。……誰だ、そもそも泣いたのは」

「シェフです！　その日からお残しされるお料理は桃花がいただくことで合意しました。栄養満点で肥ふとっちゃいそうですが、食べ物を捨てるよりいいですよね？」

「……うん。お前がいいんなら、いいとは思うが……」

　何かが根本的に間違っている気がして、頭痛がする。

　すると円卓の最奥、かつては透夜の君臨していた玉座の方から声がした。

「桃花さんの割り切り方はちょっと見習いたい佐さ々さ木きです」

　学園最弱にしてＳランク１位。

　現生徒会長、佐々木が会話に混ざる。

「私なんか生活水準を上げたら後戻りできなくなっちゃう気がして、未いまだに夕飯はつくだ煮ご飯ですよ」

「えーっ!?　もったいないですよぅ。せっかく全部タダなのに！」

「この小心者ーって、感じなんですけどねー。あはは」

　頬ほおを掻かいて素朴な顔で苦笑いする佐々木。

「いや、佐々木……それだよ……良い……それ、良い」

「──ってなんで泣いてるんですか紅蓮さま!?」

　佐さ々さ木きの肩をポンと叩たたき、紅ぐ蓮れんは溢あふれる涙に目を押さえながら親指を立てていた。

「棚ボタで大富豪になれたのに天てん狗ぐになれないその感じ。まさに庶民・オブ・庶民。平凡の中の平凡だ」

「佐々木そこはかとなく馬鹿にされてますよね!?」

「そんなことないぞ。最上級の褒め言葉だ。他の奴やつらと違って、お前は安定してる……」

　可か憐れん、楓かえで、水みず葉はの姿を思い浮かべながらしみじみとつぶやいた。

　欲望だだ漏れの彼女たちも、それはそれで個性ではあるのだが、付き合うにはカロリーがかかる。その点、佐々木は会話をしてもまったく疲れないどころか、猫の肉球を嗅いだときのような極上の癒いやしをもたらしてくれる。

　佐々木と桃もも花か。

　獅し子し王おう学がく園えん新生徒会発足以来、事務方の中心となっているのはこの二人である。

　可憐や楓、今この場にいない旧生徒会役員たちも活動しているが、仕事の大半を占める優先度の低い雑務の類たぐいは、だいたい二人のどちらかが処理をしていた。

　現生徒会役員のひとり、桃色ツインテールこと桃もも貝がい桃花は藪やぶから棒に言った。

「それはともかく、紅蓮さま。もうひとつ、決めなきゃいけないことがありまして」

「……そういやそれで呼ばれたんだったな。で、インチキ親父おやじは何を言ってきたんだ？」

「『生徒会のスローガンを決めてくれたまえ。ＳＮＳはこまめに更新しないとネ』と」

「自分のつぶやきネタを他人に決めさせるつもりか、あのオッサン……」

　紅蓮がこの学園に編入されるきっかけを作った理事長、獅子王創はじ芽めの無茶ぶりメールに、うざったげに目を通しながら、紅蓮はうんざりとつぶやく。

「それで、緊急会議というわけか。可憐たちの姿が見えないようだが」

「可憐さま、楓さん、水葉さんの三人は用事を伝えるや否や『紅蓮さまとイチャイチャするのに好都合なスローガンを我こそが!!』と立案の権利を賭けて遊戯ゲームしてますよ」

「……アホなのか？」

「常識的に考えて、リアルハーレムｋｔｋｒキタコレ！　……とか言うべきなんでしょうけれど」

　佐々木は『会長』と書かれた三角プレートを指でつんつんと弄もてあそびながら。

「現実に存在すると全然うらやましくないですね、あれ……。モテモテのリア充というよりも、レジャー施設で子供にたかられてるお父さんを見てる気がする佐々木です」

「適切すぎる例えだな、おい。最近の俺の心境を正確に当ててるぞ」

　事実、気分は行楽まっ盛りのお父さんと変わらない。

　毛布やぬいぐるみを取り合うようなやりとりで、引っ張られているだけで──。

「……スローガン、か。ちょうどいい、今回は俺が決める。異存はないな？」

「え、いいんですか？　佐々木としてはそうして頂けると楽チンで助かりますけど」

「たまにはな。あいつらに変なモンに決められるぐらいなら、先手を打つ」

　重度のブラコン、打算系お嬢様、特殊性癖持ち狂戦士バーサーカー──日常と対極に位置する、彼女たちをひとつにまとめ上げるために必要なスローガンは、とうの昔に浮かんでいる。

　紅ぐ蓮れんはタッチペンをパネルに滑らせ、素早く文字を書き込んでいく。

　──ペン先がすかさずトレースされ、ＡＲ化されて現実が拡張する。

　円卓から投影された立体映像。

　紅蓮の書いた、いささか癖はあるもののきっちりとした読みやすい字、その内容は。




「『めざせ、普通』──これが、新生徒会のスローガンだ」




　満足げにペンを回すと、紅蓮は胸の前で腕を組みつつ頷うなずいた。





　　　　＊






「『普通』……どういうことですか、お兄様!?」

「よ、良いのではないかしら。さすがは紅蓮さまですわ！　おほ、おほほほほ!!」

「む……せっかく、かんがえたのに。たのしいすろーがん」

　紅蓮が新スローガンを掲げてから数十分後。

　生徒会の閣議決定を伝えるメッセージが全役員に送信されたのを受けて生徒会室に雪な崩だれ込んできた少女たちは口々に自分の想おもいを口にした。

　どうやら一方的にやられていたらしい楓かえでは、見るからにボロボロだ。しかしだからこそ徳政令に等しい紅蓮の決定に目を輝かせている。

　一方で有利に事を運んでいたのだろう、可か憐れんと水みず葉はは不満げだった。

　特に水葉は決定の判を捺おした佐さ々さ木きに対して、じとっと粘着質な眼まな差ざしを向ける。

「ひゃふっ!?　なな、なんで睨にらむんですか佐々木です!?」

「……もうすこしだったのに。すろーがん。『紅蓮さまとベタベタしよう』」

「お前、そんなスローガンのために遊戯ゲームしてたのか？　……誰も得しないだろ、それ」

「わたし得」

「百歩譲ってそうだとしても、生徒会のスローガンを私物化すんな」

　紅蓮は深々とため息をついて──。

「だいたいお前らは日常力に欠けすぎる。常識をわきまえろ。人目をはばからずベタベタとへばりつくとか、あり得ないだろ。……そこの三人は、普段の行いから反省しろ」

「ええ、その通りです。お兄様」

　真っ先に賛成したのは、意外なことに『三人』に含まれる可憐だった。

「お兄様にくっつけるのは妹である私だけでいいのではないでしょうか？　私とお兄様の場合は兄妹きようだい愛あふれるスキンシップですが、他の方々は卑ひ猥わいな香りがしますので」

「あら。常識という観点で見るなら、それこそお話になりませんわよ？」

　不敵に笑い、楓かえでは端末を操作する。

　検索結果が即座に共有されると、彼女はパラリと愛用の扇子を広げて笑ってみせた。

「ＳＮＳの検索結果、アンケートによれば……。10代半ばの男女の兄妹は思春期を迎え、関係が悪化するのが『普通』！　圧倒的なデータがそれを証明していますわ！」

「……くっ。やりますね、楓さん。事前に用意していたのですか……!?」

「強敵と戦うなら備えは万全、策は備えておりますわ。ほほほ……わたくしと紅ぐ蓮れんさまはその点、赤の他人。何のしがらみもなく存分にイチャイチャできるのです！」

「イチャイチャ……するの？」

「しない。だいたいだな、楓。俺の常識から言えば、お前のその結論も間違っている」

　一応言いつけを守り、密着せずに首に手を回すだけで我慢している水みず葉はに答えながら、紅蓮は示されたデータを軽く払いのけると、自分の端末からデータを呼び出す。

「俺が知るかぎりの『日常』──。ラブコメと呼ばれる作品群において男女がイチャつく場合、事前にお互いの了解が必要らしい。つまり『告白』というやつだな」

「むっ。こっ、告白さえすれば、認めてくださいますの？」

「する気もないくせに何言ってんだ。それに悪いがノーサンキューだ。何度も言うが今の俺に恋愛とかは重すぎる。俺はあくまでもぬるくて波乱のない、四コマ漫画的な日常を送りたいんだよ」

「くっ……チャンスさえ与えてもらえないとは……」

　すげなく拒絶され、楓はがっくりと肩を落として椅子に座り込む。

「俺の希望は以上だ。命令ってほどきつく言うつもりはないが、いいチャンスだろ。この機会に俺達全員遊戯ゲーム漬けから脱却して、いい感じのリア充になろうじゃないか」

「はいはーい！　紅蓮さま、質問があります！」

「なんだ桃もも貝がい、言ってみろ」

　小学生のごとくビシリと挙手し、桃貝桃もも花かはどこか満足げな紅蓮に訊たずねる。

「イチャイチャするのはダメなんですよね。普通にお話はアリなんですか？」

「……それは、アリだな。話もできないんじゃ不便だし、可か憐れんの声が聴けないのは辛つらい」

「まあ、お兄様……！　では、イチャイチャと普通の会話の違いとは、どのような？」

　む、と紅蓮は短く唸うなって考え込む。なるほど、言われてみれば線引きは意外と難しい。

「性的なニュアンスが含まれる言葉とか、過剰なスキンシップがなければアリ、としよう。あまり厳密に決めるとあえてギリギリを狙ってきそうだから、ある程度主観で判断する」

「すきんしっぷ……。おっぱい、さわるのは？」

「当然、アウトだ。というかどこにセーフの要素があると思った？　ああもう、いい加減俺の頭から胸をどけろ、胸を！」

　おんぶをせがむ子供のようにのしかかってくる水みず葉はを強引にどけ、紅ぐ蓮れんは円卓を見渡す。

「いい加減、朝から晩までくっつかれてると息が詰まる。世間一般的な『空気』を読んで、適切な距離を保ちつつ会話をする。これが最初の課題だな」

「空気読み。リア充の必須スキルですね。いっそ合コンとか出れば身につけられそうな」

　何気ない佐さ々さ木きの言葉にひらめき、ハッと紅蓮は振り向いた。

「それだ、佐々木。お前ならその手の経験くらいあるんじゃないか？」

　……というより、他にそんな経験者がいるとは思えない。

　そんな意図を含んだ紅蓮の言葉に、呆ほうけていた楓かえでがはっと我に返って声を上げる。

「お待ちくださいませ！　この楠くすの木き楓、楠木建設令嬢として12歳で社交界にデビューし、さまざまなパーティーに出席して参りました。作法は佐々木さんより心得ていますわ！」

「社交界って、お前……。んなおハイソな知識、普通の日常生活で活いかせないだろ」

「ほとんどファンタジー小説ですね。お兄様がお好みの種類とは異なりますが、そう……意地悪な令嬢が婚約破棄されて善良な娘が幸せな結婚エンドを迎えるような」

　可か憐れんの含むような言い方にカチンときたのか、楓はキッと顔を上げた。

「最近の流は行やりは追放された後たくましく生き抜き、捨てた王子がなんやかやで破滅するのを高みの見物、というものですわ。つまり、わたくしの逆転勝利です！」

「ああ、そういうのは何度か見た事があるが……。どのみちファンタジーだろう、社交界。だいたい似たような場には出たことがあるが、あまり楽しい思い出はなかったぞ」

　紅蓮の知る限り、社交界だの貴族だの上流階級だのは、十中八九ロクでもない。

（俺が駆り出されるような場面だから当たり前っちゃ当たり前だが。遊戯ゲームにのめりこんで娘を売るバカ貴族だの、権力を笠に着て遊戯をしかけて家を乗っ取る奴やつだの……）

　権力を握り、それを行使する味を覚えた者は、醜い。まっとうな政治や事業を営む者は紅蓮が知らないだけでいるのだろう。が、好んで近づきたい相手ではなかった。

「ともあれ楓、アウトだ。それともお前、合コンとか出た事あるのか？」

「……庶民の出会いの場に、わたくしのような令嬢が出るなど品格が許しませんわ！」

「つまり無いんだな？　確定だ。お前は教える側じゃなく教わる側だな」

「な、納得いきませんわ……！　おのれ、おのれ、佐々木さん……庶民っぽさを狡こう猾かつにもアピールして紅蓮さまにまんまと取り入るなど、恐ろしい策士ですわね……！」

　ギギギと悔しげに唸うなる楓に怯おびえ、佐々木は身を縮めながら。

「なんだかめちゃくちゃ誤解されてる気がします、佐々木です。ちなみに佐々木はこう見えて、バーチャルなアイドルですので。生身で合コンとかＮＧなんですよ」

「つまり経験はない、と……。私たちと立場は同じ、ということですね？」

　念を押すような可憐に、佐々木はこくこくと小動物のように頷うなずいた。

「でも、合コンのやり方くらいは知ってますよ？　友達に話を聞いたことがあるので」

「そうか、貴重な情報だな……！　それで、具体的にはどうやるんだ。普通の高校生は、どんな感じでリア充イベントを進行させるのか。……いや、待てよ？」

　このところ学園内は平和で、理事長の無茶ぶりも無事スローガンが決まって解決した。

　そして今は放課後、特に予定もない。

（帰ってすることといえば、公式動画配信サイトで新着アニメを巡回したり、買い込んだ食玩を愛めでたり、流は行やりのマンガを読みふけるくらいのもんだしな）

　それはそれで充実しているが、いくらでも先送りにできる程度のものだ。

「よし。佐さ々さ木き、幹事を頼む。今日これから、試しに合コンとやらをやってみよう」

「えーと、紅ぐ蓮れんさま。……合コンというのは普通、男の子と女の子が同じ数だけいないと成立しないものなんですけど、この超偏った男女比では難しいのでは……？」

「そういうものなのか。リア充も意外と法で縛られてるんだな」

「むしろ治外法権だと思ってたことにびっくりです、佐々木です。……合コン的な空気を味わうだけなら、放課後カラオケとかでもいいんじゃないかと」

「カラオケ！」

　それ行ったことあるやつだ、と露骨に顔を輝かせ、紅蓮は笑った。

「入学して間もない頃、可か憐れんと桃もも貝がいを連れて行ったことがある。知ってるか、金を払えばいくらでもジュースが飲めるシステムがあるんだが」

　思わずどやっとした顔の紅蓮に、きょとんとした面持ちで佐々木が言う。

「……紅蓮さま、ドリバをご存じなかったんですか？」

「ドリバ？　ドリルの話なんかしてないぞ、飲み物の話をしてるんだ」

「いやだからそれです、ドリンクバー、略してドリバ。普通、言いますよね？」

「「なっ……!?」」

　手慣れた雰囲気をかもす略語を使われ、佐々木を除く場の全員がビクリと震えた。

「……やるな、佐々木。さすが普通の世界を知る女子だ。お前を選んだ甲か斐いがあった」

「桃もも花かとしては、故郷にはぬるいラムネしか売ってませんでしたし、知らなくてもむしろ仕方ないと思います。一緒に行く友達とかいませんでしたし」

「……だから塩気のキツいトークを挟むのおやめなさい、桃花さん。ちなみにわたくしは、そのようなグレードの低い店になど近寄ったこともありませんが……」

「……どりんく、ばー。からおけ？　……知らない。どんなところ？　楽しいの？」

　紅蓮の感心、桃花の闇、楓かえでの強がり、無む垢くなる水みず葉は。そんな反応を見せる仲間たちの中にあって、可憐だけはギリリと奥歯を噛かみ、警戒もあらわに佐々木を睨にらむ。

「……やりますね、佐々木さん。絶妙なタイミングでお兄様にマウントを取るとは、そのテクニックは見習うべきでしょう。ですが、お忘れのようですね。私がいることを！」

「え？　可か憐れんさまもカラオケ慣れてる系女子なんですか？　ちょっと意外な佐さ々さ木きです」

「ふふ、もちろんですよ」

　可憐はどや、と得意げに胸を張る。

「お兄様をご案内するために会員証を作り、一人カラオケを何度となく実行した事のある私ですから。おすすめフードメニューからアニソンボカロ演歌まで熟知しています」

「おお。すごいぞ、可憐。やるな！」

　無邪気な尊敬の眼めを向ける紅ぐ蓮れん。

　だが佐々木は何とも言えない微妙な面持ちで。

「一人カラオケ……何度となく、ですか。ちょっと居たたまれない佐々木です」

「ご安心を。フードオーダーから何分で店員が到着するか、混雑状況からほぼ完璧に推察できるようになりましたので。恥ずかしい曲を熱唱中に店員ＩＮという悲劇は起きません」

「可憐さま……佐々木なら、声をかけてくださればいつでもご一緒しますよ……？」

　潤んだ目元にハンカチを押し当てた佐々木の、哀れみの眼まな差ざしが可憐に刺さる。

「や、やめてください！　私が可哀かわい想そうな人みたいじゃないですか!?」

「仲間！　仲間ですね！　ぼっちは二人集まれば、二人組に進化できるんですよ……！」

「黙りなさいインランモモイロガイ。誘おうと思えばいくらでも誘えますが、お兄様以外の人間に興味がないので切り捨ててるだけです。断じて貴女あなたと同じではありません！」

「いや、それもどうなんだ、可憐。前から思ってたが、お前はもっと俺以外の人間にも目を向けるべきだろ」

「ええっ!?」

　愛する兄にまで苦言を呈され、可憐は涙目になって振り向いた。

「そんな、お兄様……！　そんな寂しいことを仰おつしやらないでください。お兄様の存在は地球より重いですが、その他の有象無象などゴミクズ同然なのは道理では!?」

「その偏りまくった思想が問題だと言ってるんだ。……よし、決めた」

　パン！と軽く手を叩たたくと、紅蓮は椅子を立ち、円卓に両手をついて身を乗り出した。

「カラオケボックスで合コンの予行演習だ。そして──」

　裏社会を牛ぎゆう耳じる特殊な家で育った子ども、上流階級の娘、常識外れの異能者。普通に至る道から外れに外れ、ぐねぐねと曲がるおかしな道に迷い込んでしまった人生の迷子たち。

　そんな彼女らを再び道の真ん中に集めるため、そして自分自身が目指す姿を実現するために、砕さい城じよう紅蓮は宣言する。




「──全員で、『日常』をマスターしよう！」





　　　　＊






「というわけでカラオケボックスに到着しましたが、あらためまして私、紅ぐ蓮れんさま直々に任命されました獅し子し王おう学がく園えん生徒会『合コン促進係』の佐さ々さ木きです。はいそこ聴いて！」

　カラオケボックスに入るや否やマイクを手に司会を始めた佐々木は誰が紅蓮の隣に座るかでわちゃわちゃ揉もめていた女子三人を注意する。

「いったん席順は佐々木、紅蓮さま、桃もも花かさんという並びにさせていただきます。……い、命の危険を感じますが、これは紅蓮さまのオーダーなので許してほしい佐々木ですっ」

「何なのですかこの席順は!?　どうして両隣に乳牛と変態羊なのです!?」

「可か憐れんちゃんの、言うとおり。説明を、要求する」

「揉められたら面倒だからだよ。その点、佐々木と桃花は自然体だからな。……見ろ」

　隣に顎あごをしゃくると、そこにはストローを咥くわえた桃花の姿。奇妙な色をしたドリンクをずぞぞぞとはしたない音を立てて飲んでいる。

「わはー、これ意外とトロピカルでイイ感じですよ。ジュースを全種類ブレンドするのはドリンクバーの醍だい醐ご味みですよねえ」

「お兄様の隣を獲得しながら謎ジュースに夢中……くっ、これが物欲センサーですか！」

　親指の爪を噛かむ可憐の、熱視線ならぬ怨視線に気づかぬ桃花。ある意味で可憐の天敵、威圧も揺さぶりも効かない鈍感モンスターである。

「んっ……コホン、コホン」

　また場が修羅場の空気に傾きつつあるのを察してか、佐々木がわざとらしく咳せき払ばらいする。

　そして全員の注目が集まったのを確認し、切り出した。

「早速ですが、第一回獅子王学園生徒会『疑似合コンパーティー』を始めます！　何度でも主張しますが司会の佐々木です。本日のテーマは、こちら!!　ででん!!」

　効果音まで口に出した佐々木が持参したタブレットＰＣの画面を高々と掲げてみせた。




　王様ゲーム。




　画面に表示されたその単語にピクリと反応したのは数名。そのゲームが如い何かに危険な代物か、気づいているのはわずか数名。

　可憐と楓かえでと水みず葉は。

　最強無敗、絶対王者、裏世界を牛ぎゆう耳じった男、砕さい城じよう紅蓮は思い至っていない。

　ルールは至ってシンプルだ。

　参加者ごとに毎回違う番号を割り当て、ランダムに『王様』を指定。選ばれた『王様』は場が盛り上がるような命令、軽いスキンシップや一発芸を要求して共通の話題やアガる空気を演出する。

　ごくごく普通の、リア充御ご用よう達たしのパーティーゲーム。




　などでは、もちろんない。




　特に男女が半々の合コンの席などでは、絶大な力を発揮する。

　王様の命令を盾に取り、日常なら照れくさくて言えない口説き文句を囁ささやいたり、気になるあの人と触れ合ったり。次は何を命令されるんだろう、誰と何をさせられるんだろう、そんなドキドキ感の高まりは、若き少年少女を青春の魔法にかけてしまう──。

　ひと言で言えば、何とも便利なカップル製造ゲームなのである！

　ゆえに、紅ぐ蓮れんを巡り日々火花を散らす可か憐れんや楓かえでや水みず葉はに対し軽々しくこのゲームを提案するのは、火薬庫の中と知らず煙草タバコに火を点つけるに等しい行為……！

（と、わかっていますがこの局面。修羅場を避さける方法はもちろん考えてますよ！）

　遊戯ゲーム最弱の女とはいえ佐さ々さ木き咲さき、名門進学校である獅し子し王おう学がく園えんに入学を果たした才女だ。

　普通に頭は回るし、紅蓮と違って女子たちの機微にも敏さとい彼女が、場を平和に保つための最低限の策くらい用意していないわけがない。

「まずはチュートリアルということで、佐々木が王様になりますね。皆さんは番号の書かれたクジを引いてください」

「おお、本格的にパーティーゲームっぽくていいな、これ」

　合コン促進係である佐々木の提案に文句が出るはずもなく、全員がクジを引いていく。

「全員に番号は行き渡りましたね？」

「はいっ！」「ああ」「準備はできています」「バッチコイですわ！」「おっけー」

「では早速──」

　五者五様の返事を確認し、佐々木は「んー」と唸うなる。

　無論、考えるフリである。

　実のところ、命令の内容はあらかじめ用意してあった。

「──１番の人は王様に白しろ王おう子じ透とう夜や元生徒会長のモノマネで挨拶してください！」

　ＫＥＮＺＥＮ健全。

　王様ゲーム最大の懸念、それは極度に性的な命令が跋ばつ扈こし、桃色の雰囲気に染まること。

　遥はるか昔、平成の世に蔓延はびこった特定卑猥書物うすいほんによれば、男女混ざっての王様ゲームは性の入口。田舎いなかから出てきたばかりの新大学生がサークルのチャラい先輩に誘われるがままに王様ゲームをさせられ、気づいたらアレな状況に追い込まれ大人の階段を上り、快楽の虜とりこになるまでがテンプレである。

　最初は手や髪に触れるだけ、しかしそれから徐々に命令はエスカレートしていき、二人で両端からポッキーを食べたり、異常な密着状態を強要されたり、挙句の果てにキスやその先まで──。

　一度でも性的ニュアンスの命令が発されれば最後、決壊した倫理はすべての理性を押し流し、場は一気に淫らな社交場に塗り替わるのだ。

　しかしそんな雰囲気は当然、過度な性欲想起を嫌い、日常を欲する紅ぐ蓮れんの意に沿わない。

　故に佐さ々さ木きは、釘くぎを刺す一手──ＫＥＮＺＥＮの矢を放った。

（紅蓮さまのためにひと肌脱ぎました、佐々木です！）

　自分のクジ番号をキラキラした目で確認する紅蓮に、佐々木はパチパチとウインクした。

　心の中ではＧＪのポーズさえ取っている。

　そう、それこそが佐々木の戦略。最初に命令の性質、方向性をある程度示すことで王様ゲームの命令とはこういうものだと、無言のガイドラインを策定したのだ。

（チュートリアルから女の子要素を省き、無駄にいやらしくなる可能性を排除！　しかも、元会長を題材にすることで『いかにもチュートリアルっぽい手抜き感』もなくなり、ちょっとクスリとできるユーモアも完備！　我ながら完璧すぎて怖い佐々木です！）

　実際、絶妙な塩あん梅ばいだったと言えよう。

『１番の人が２番の人に挨拶する』といった、無難な命令を採用するのは簡単だ。

　しかしそれでは味がなさすぎて、ガイドラインと呼ぶには足りない。チュートリアルだから適当だった、本番ではいくらでもアレンジしていい、そう思われたら負けなのだ。

　そうなれば次の王様に変わった段階で急激な倫理崩壊──すなわち、『えっちな命令』が普通に飛び出す可能性を拭い切れない。




『──１番の人は王様に白しろ王おう子じ透とう夜や元生徒会長のモノマネで挨拶してください！』




　このたった一文の命令には魔法が込められている。

　性的ニュアンスのない、しかもひとひねり入った、ちょっとしたユーモアを感じさせる命令をしなければならない──そう認識すれば、欲望に忠実な性的な命令をしようなどという発想は消えるはずだ。

　プライドの高い遊戯者たちならば。相手よりも上に行こうと研けん鑽さんする彼女たちならば。

　よりユーモアあふれる命令をしてやろうと、そっちの方向に張り合うはず！

　学園最弱、遊戯ゲーム激弱の佐々木なりに全力で知恵を絞った、決死の紅蓮援護砲──。

「お、１番は俺だな。あの中二病ナルシストの真ま似ねか。ふむ……」

（しかも運まで味方をしてくれましたっ！　紅蓮さまなら安心ですっ）

　佐々木は内心ホッと胸を撫なで下おろす。

　この作戦の唯一の穴──最後の懸念点は、命令対象となる『１番』の暴走である。

　行動の対象を王様、すなわち佐々木自身にすることで不確定要素をひとつ減らしてみたものの、指定した１番の人間が命令を無視したり曲解して卑ひ猥わいな行動に出れば全部無駄。たちまち性の坩る堝つぼに呑のみ込まれてしまうところだった。

　しかし相手が紅ぐ蓮れんなら万が一にもそれはない。

　紅蓮が自ら性的ニュアンスを含めた行動に出るなど、絶対にあり得ない。

（勝ちました……！）

　フフ、と人知れず笑みを浮かべる佐さ々さ木きは、クリティカルな事実を忘れていた。




　自分自身が学園最弱の遊戯者であるという、残酷な事実を。




「──クク、佐々木よ……」

「えっ……!?」




　目と鼻の先、否、吐息さえ触れる耳元至近距離に紅蓮の顔が迫っていた。

　先ほどまでの日常を追い求める素朴な少年の顔はそこにはなく、兎うさぎを狩る獅し子しのように鋭く細めたその『眼め』は──朱あかく、妖しく、獰どう猛もうな光を覗のぞかせる。

　小さな顎あごを指でくいと上げ、佐々木のさらりとした長い黒髪をもう片方の手に載せると、紅蓮は高級ワインのテイスティングめいた所作で鼻を寄せた。

「面白いな。お前からは、やはり香る。──たまらない」

「えっ、ええっ、えええっ!?　さ、佐々木、お風呂は毎日欠かしませんよ!?」

「抹茶のように芳ほう醇じゆんで、削りたてのかつお節のように馥ふく郁いくたる──日常の香り。よほど幸せな日々を送ってきた奴やつにしか醸せない、俺を惹ひきつけてやまない香りだ」

「ひゃわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ」

　耳元で囁ささやかれる、強き男の低い声音。

　顎に触れた指から伝わる温度、たったそれだけの接触面積で佐々木の顔は赤く火照る。

（どどどどどどうして紅蓮さまがこんな行為にいいいい!?）

　オーバーヒートする脳の片隅で、かろうじて浮かんだ疑問を心中で叫ぶ。

　──あえて彼女の敗因を述べるなら、『リサーチ不足』のひと言に尽きるだろう。

　佐々木は砕さい城じよう紅蓮という遊戯者の本質を見誤った。

　その高い洞察力を以もつて自分の意図を読み、無難な行動を取るはず……その思い込みこそ、佐々木の甘さ、佐々木の弱者たる所以ゆえん。

　砕城紅蓮は無敗の男。裏世界を牛ぎゆう耳じった、世界最強の遊戯者である。

　故に、砕城紅蓮の遊戯ゲームに一切の妥協はあり得ない。

　たとえそれが、何ら利害の絡まぬ、くだらないパーティーゲームであろうとも。

　ほぼ自動的に最高の結果を追い求めてしまう──それが紅蓮の性さがなのだ。
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「──どうだ、王様。あいつの挨拶を再現してみたんだが、満足できたか？」

「ひゃ、ひゃいっ……」




　思わぬ接近、思わぬ口説き文句に骨抜きにされた佐さ々さ木きは、へなへなと腰砕けになる。

　ドキドキと激しく鼓動が高鳴り、大量にかいた汗に前髪が貼りつき、制服の中も湿っている。今すぐ水風呂に頭から飛び込みたい気分だが、足腰に力が入らず逃げ出すことすらできなかった。

「お、おい、どうしたんだ佐々木。立ちくらみか？」

「あ、あは、あははは、キュン死ってこんな感じなんでしょうか、佐々木です……ッ!?」

　差し伸べられた手をつかみ、産まれたての小鹿の脚で立ち上がる佐々木の顔が硬直した。

　上昇した体温が一気に低下していく。真っ赤だった顔はみるみる青ざめていく。

　ギギギ、と錆さびついた首を動かして振り返ると、そこには──。

「佐々木さん……そうですか貴女あなたはそういう人でしたか。いえ、貴女は悪くありません。本当の貴女は欲深さとは無縁の存在のはずですもの。すべては『王』という立場がいけないのです。振り返ってみれば統治者の歴史は独裁と粛清の歴史。どれだけ人徳を積んだ者でも王冠を戴いただいたその日から非道なる政策に突き進む抗あらがいがたい人類の愚かな──」

　阿あ修しゆ羅ら。そうとしか呼べない、殺さつ戮りくの衝動に目覚めた少女たちがいた。

　ブツブツブツブツと呪じゆ詛そじみた言葉を垂れ流す可か憐れんの目は見開かれたまま、ピクリとも瞬まばたきをせず、ただまっすぐに佐さ々さ木きと紅ぐ蓮れんが繋つないだ手を見つめている。

　そこまでのオーバーな反応ではないものの、楓かえでと水みず葉はも明らかな不満を目に宿していて。

「こんな形で出し抜くとは。やりますわね、佐々木さん」

「……王様、おいしい……。おっけー。わたし、覚えた」

（ひ、ひええええ！　まずいです！　これはまずいですよ佐々木です！）

　かくして。完全無欠に間違ったガイドラインに従った、少女たちの美しくも醜い血肉の争いが幕を上げる。

「意外と日常力を感じないな、このゲーム。回数を重ねれば、印象も変わるか？」

　爆心地、渦中の存在たる紅蓮だけは静かな闘争の気配に気づくことなく、ひとり素朴に首をひねるのだった。





　　　　＊






　そして、冒頭の地獄に至る。

「はあっ、はあっ……最高の心地でした、佐々木ぶひぃ……」

　可憐、楓、水葉、桃もも花かと持ち回りで王様を担当していく流れの中、いつの間にやら雌豚調教されつま先グリグリの刑に処されていた佐々木は、火照った息を荒らげる。

　乱れた制服と妙な蒸気、余韻に浸るようにぐったりし、ピクピクと痙けい攣れんする佐々木。

「完全に語尾を見失ってる……おい、大丈夫か？」

「だ、だいじょうぶれふ。佐々木は、だいじょうぶれふよぅ。はふぅ♪」

「どう見ても駄目なやつだこれ……もういい、ちょっと休んでろ」

「はひぃぃ～」

　王様ゲーム続行不能、脱落リタイア──。

　そんな状況にもかかわらず、彼女の顔は不思議と満足そうだった。

「…………フッ」

　快楽の虜とりことなった佐々木を一いち瞥べつして、勝利の笑みを浮かべる者がいる。

　それは、他の誰でもない──

（計画通り排除させていただきました、佐々木さん。恨みっこなし、ですよ？　フフ）

　──紅蓮最愛の妹、砕さい城じよう可憐である。

　猫のような目を細め、同盟相手たちと視線を交わす。

　カラオケボックスの定番、大きなデスクの下、３台のスマートデバイスが稼働している。

　可憐、楓、水葉。三人の少女たちは画面を見もせず見事な手際のフリック入力で超高速でメッセージをやり取りしていた。




《楓かえで》「予想以上にうまくいきましたわね」

《水みず葉は》「集中砲火。佐さ々さ木きちゃんを、徹底的に、快楽攻め……さっさと、つぶす」

《可か憐れん》「ええ。イカサマで佐々木さんの番号を特定、このメッセグループでそれを共有し、王様になった人間が彼女をターゲットに。小型カメラを仕込むとは相変わらず古典的な小細工ですが、今回ばかりは讃たたえましょう。楓さん」




　──インチキ。

　そう、紅ぐ蓮れんを奪い合う恋敵同士である彼女ら三人は言い訳不能の圧倒的イカサマにより、極悪非道の大罪人うらやましすぎるおんな、佐々木を粛清してのけた。

　よくある横恋慕？　年頃の少女ゆえの可愛かわいらしい嫉妬心？

　否、ここに集うのは借り物とはいえＳランクの称号を得た、一流の遊戯者たち。

　目的のためなら憎い敵と手を組むことさえ厭いとわない、勝利を見据えた、きわめて戦略的な一手である。




《楓》「さあ、ここからは平等の勝負……と行きたいところですけれど。わたくしたち、これ以上の争いはやめておきませんこと？」

《可憐》「それは、つまり──」

《楓》「ええ。『休戦』の提案ですわ！」

《水葉》「……ぬる。わたし、なれあい……しない」

《可憐》「いえ、検討の余地はありますね。ちなみに、その意図は？」

《楓》「このチャットの三人は全員が紅蓮さまとのスキンシップ狙い。過激な命令を狙いますわよね？」

《水葉》「うん。ぎりぎりを、攻める」

《可憐》「妹たる私の前で随分思い切った不ふ埒らち発言ですね。……消されたいのですか？」

《楓》「じ、冗談に聞こえなくて怖いのですけれど……これは可憐さんにとっても有益な提案ですわよ。想像してご覧なさい、たとえば紅蓮さまとのキスを狙った命令──もしもそれが『誤爆』し、この場の恋敵との接せつ吻ぷんなどという事態になったら……！」

《可憐》「く……！　それは……やすりで唇くちびるを削り取るレベルの屈辱ですね……！」

《水葉》「そう？　わたしは、べつにいいけど」

《可憐》「♂オス♀メス両用ヘンタイムクチシープは黙っててください」

《楓》「過激な命令がミスした場合の痛手があまりにも大きすぎますわ。仕込みカメラで番号を盗み見る戦略も、紅蓮さま相手に仕掛けたら一発でバレるでしょう」

《水みず葉は》「ん……あのひとに、小細工は効かない」

《可か憐れん》「矛先が別なら、気づかないフリをしてスルーしてくださると思いますが……。たしかにお兄様の番号を確実に特定し、おいしい命令を下すのはほぼ不可能ですね」

《楓かえで》「なればこその『休戦』！　学園のシステムで契約を結び、過剰に性的な命令や、イチャイチャ度の高い命令を全面禁止としましょう。紅ぐ蓮れんさまとのスキンシップチャンスではありますが、無用なリスクを取るくらいならば平和にこの場を流すのが吉ですわ!!」




　提案のメッセージとともに、楓は可憐と水葉に目配せする。

　小さくうなずいたのは可憐のみ。水葉の方はぼーっとした顔で何か考え込んでいる。




《可憐》「私は乗りました。スキンシップなど、妹たる私はいつでも実現可能ですから。貴女あなたがたに機会を与える方がよほど損失です」

《水葉》「んー……まあ、いい……かな」




「え？」

　可憐が口に出し、水葉の顔を見た。

　水葉はぼんやりしたままこてんと首を傾かしげる。

「どうか、した？」

「……いえ。何でもありません」

　感情の読み取れない水葉の瞳から目を逸そらして、可憐は静かに首を振った。

（──なるほど、そういうことですか）

　水葉の戦略を看かん破ぱして、可憐は心中で密ひそかに微笑ほほえむ。

　明めい鏡きよう止し水すいの狂戦士バーサーカー、全力でぶつかり合い、どちらが上か下かを格付けする遊戯ゲームに快楽を覚える御み嶽たけ原ばら水葉にしてはやけに素直に『休戦』を受け入れたと思ったが──。

（法の抜け穴などいくらでもある。そういうことですね？）




《水葉》「わたしも、『休戦』……いいよ」

《楓》「決まりですわね。では早速契約書を作成しますのでお二人ともサインを──」




（──わたくしの勝ちですわ！）

　スルスルとフリック入力を続けて契約事項を詰めながら、楓は裏でほくそ笑む。

　当然、実際にはポーカーフェイス。一切愉悦の気配を漏らすような真ま似ねはしない。

　こんなにもあっさりと提案に乗ってくるとは。格上の相手と言えども今は同じＳランク。

　ようやく可憐と水葉、二人の強者に土をつける日が来た。

　そう、『休戦』を申し出た楠くすの木き楓かえでとて、素直に引き下がるだけの草食動物ではない。

　これは他の二人を陥れ、自分だけが得をするための、前に出るための『休戦』!!




　三者三様の思惑、策略が水面下で交錯する中、直前まで王様だった桃もも花かがくじを握る。

「さぁさぁ次のゲーム行っちゃいましょう！」

「王様をやられてばかりだからな。次こそ俺が何か命令してみたいもんだが」

「ふっふっふー。桃花のくじ運に勝ててから言ってくださいね。それじゃあ行きます！」




「「「「「王様だーれだ!!」」」」」




　掛け声とともに勢いよくくじを引く紅ぐ蓮れん、可か憐れん、楓、水みず葉はの四人。桃花の手元には最後に残った一本のくじ。この五人にそれぞれ『王様』か『１から４までのいずれかの番号』が行き渡った。さて、その行き先とは……？




「わたし……王様」




　すっ、と王冠の描かれたくじを頭上に掲げたのは御み嶽たけ原ばら水葉だった。

　水葉は桃花から『王様ミーです』と書かれたプレートを受け取り首に提げる。

「やった。王様……なんでも命令できる……んだよね？」

「できる範囲ならな。公序良俗に反した命令は駄目だぞ」

「だいじょうぶ、だよ。紅蓮さま。わたし……ふつーに、できるから」

「いまいち信用できんが──」

　紅蓮が顔をしかめる。普段の水葉の行いを鑑みれば、いやらしい命令のたぐいの一切を禁ずる『休戦協定』が敷かれていることなどつゆとも知らない紅蓮にとって、その警戒は当然の反応だ。

「それじゃあ、命令するね」

（不ふ埒らちな命令を契約で禁じられた状況──）

（さあ、どう出ますの？　水葉さん……！）

　可憐と楓、二人の恋敵の刺すような視線を受けて水葉は、毒どく蜘ぐ蛛ものような笑みを浮かべて告げた。




「３番の人に命令──わたしの代わりに、王様をやって」




（（王権の譲渡……ッ！））

　水みず葉はの戦略、真意に気づき可か憐れんと楓かえでの想おもいはリンクした。

　本来、王様ゲームにおいて最もおいしいポジションは命令を下す立場の王様である。

　一段上の立場から場をコントロールし、他プレイヤーが右往左往する様を眺められる、まさに政策ひとつで世の中を変えてしまえる王の如ごとき愉悦を約束された特権だ。

　ゆえに、命令の権利を他者に譲渡するなど合理的に考えたら絶対にあり得ない。

　現実ならば自ら民主化を推し進める王は聖人と讃たたえられるだろうが、この王様ゲームにおいてはただただ愚行である！

　しかしその決定をくだしたのは、他ならぬ御み嶽たけ原ばら水葉。

　合理と不合理の両端を行き来し、変幻自在にリスクと踊る遊戯者である彼女にとって、これは理想的な一手に他ならない。




「──あっ！　３番桃もも花かです！　やりましたっ、また命令できるんですね！」




　王に任命されたのは現生徒会のジョーカー、予測不能のお馬鹿行動を取る桃もも貝がい桃花だ。

「ふふ……♪」

　妖しく微笑ほほえむ水葉。そう、一見不合理に見えるこの一手こそ水葉の戦略。

（契約で、わたしたちは変な命令をできない。でも、わたし自身の口でシなければ……。桃花ちゃんがまちがえていやらしい命令をしたら不可抗力、だもんね？）

　契約の盲点。またの名を、屁へ理り屈くつ。

　自分自身では言えない命令を、紅ぐ蓮れんとの事故を装ったスキンシップを実現するために、あえて命令権を契約に含まれない第三者、桃貝桃花に与えたのだ。




「おいおい命令権の譲渡なんてアリなのか？　まあ、ルールで禁止はされてないが」

「アリで行きましょう！　桃花に都合がいいなら何でもＯＫですっ」

「まあべつに勝敗が懸かってるモンでもないし、いいけどな。で、命令の内容は？」




　命令権を与えられてはしゃぐ桃花と、呆あきれる紅蓮の会話をよそに楓はきつく歯を噛かんだ。

（『３番』……その番号を選ぶということはやはり、そうですのね……！）

　その目はまっすぐに水葉を睨にらみつけている。

　３番、すなわち桃花の番号を選んだのは偶然ではないはずだ。

（佐さ々さ木きさんに仕掛けていた超小型カメラと同じものを、わたくしは桃花さんにも仕掛けていた。その情報は他の二人には伏せていましたが、やはり読まれていましたか）

　どうやって楓だけが見られるはずの動画情報を抜き取っているのか確証はないが、どうせ元生徒会のＩＴ担当、佐さ賀か臣とみ仁じんでも脅してカメラの情報をジャックしているのだろう。

　もちろん桃もも花かが水みず葉はに都合のいい命令をするとは限らない。だが、それでいいのだ。

　究極のＳであり、最高のＭである水葉にとって、寝取られは罰ではない。

　たとえ紅ぐ蓮れんが可か憐れんや楓かえでとイチャイチャする姿を見せつけられようと、それはそれで興奮できるからＯＫというのが彼女のスタンス。

　彼女にとって一番の敗北、望まぬ展開は、何事も起きないことだけ。

（桃花さんなら多かれ少なかれ場を引ひっ掻かき回すトンデモ命令をするはず……そう読んでの任命。その内容がランダムでも一向に構わない、そういうことですわね？）

　さすがは最強に近い場所にいる遊戯者だ。

　理外の戦略。常人ならざる発想。

　だが──

（嬉うれしいですわ、水葉さん。わたくしの狙い通り狂戦士バーサーカーでいてくれて）

　計算通り。楓の口元に笑みが刻まれる。

　棚ボタでＳランクになれたとはいえ、彼女の本来の実力はＣランク相当。

　地力だけを比べれば、可憐や水葉に敵かなうべくもない。

　しかし、ここ最近は誰よりも近くで彼女たちの遊戯ゲームを見てきた。その実力を、戦略を、思考のパターンを、嫌と言うほど見せつけられてきたのだ。

　だからこそ。そんな楓だからこそ。

　──水葉の、狂戦士めいた思考を読み切れた。

（さっきの二人羽織は布石。あの密着状態で密ひそかに会話し、協力を持ち掛けた。……ふふふ、桃花さんは最早わたくしの操り人形。まさしく傀かい儡らい政権ですわ！）

　超高速でフリック操作、メッセージで楓は自分の番号【１】を送信。

　ブブ、ブブ、とテーブルに置いたスマートデバイスが震えるのに合わせて画面を確認した桃花が、楓に向けてグッと親指を立てた。

（任せてください楓さん！　裕福になろうとも人のお金で食べるご飯は最高ですから！）

（こ、このお馬鹿！　こっちを見るんじゃありません！　イカサマがバレますわよ!?）

　悪事に向かない桃花に冷や冷やさせられるが、幸い二人の様子に他の者は気づかない。

　命令を考えて四苦八苦する桃花は、たどたどしく言葉を紡ぐ。

「え～と。では、４番が──」

「……」

　ピク。ポーカーフェイスの可憐の眉がわずかに動く。

　些さ細さいな変化だが、彼女の表情だけを観察していた楓は見逃さなかった。

　あれは明明白白な『不快』の反応。

　ゆえに可憐は選ばれなかった、４番ではない、と推測できる。水葉は王様、桃花は３番、自分は１番。つまり４番は残るひとり──顔には一切出ないが、紅蓮の番号で間違いない。

　そう判断した瞬間、桃もも花かにメッセージを送る。ブブ、と再びデバイスが震える。

　わざわざメッセージアプリを開くまでもない。

『ＧＯ！』という、きわめてシンプルな指示文はポップアップ画面に十分収まる。

　これで桃花は、事前に同じ方法で伝えた楓かえでの番号と絡め、紅ぐ蓮れんとの濃厚なスキンシップを命令するはず。

（フフフ、すべては計画通り。わたくしの勝ちですわ！）




「４番が──２番に膝枕してください！」

「はぁああああああああああああああああああああああ!?」




　思わず大声が出た。

　２番？　何な故ぜ？　あり得ない。たしかに１番と伝えたはず。

　まさか桃花が裏切った？　いや、しかしそれは──。

「えっ、えっ、何ですか、楓さん。大きな声出して。桃花、何か間違えちゃいました!?」

　この慌てぶりからしてその線はなさそうだ。

　だとしたら桃花のうっかりミスだろうか。元学園最弱、うっかり者の桃花ならあり得なくはないが。だが、これは……！

「４番は俺だな」

「ふふ、ふふふふふ。２番は私です。やはり運命は私を選んでくれるようですね♪」

　手を挙げた紅蓮のもとにすり寄って、可か憐れんは、にゃーごろごろと甘えるように頭を擦こする。

「男の膝枕ってどうなんだ？　硬くて、気持ちよくなさそうだが」

「とんでもありません。お兄様のお膝……究極の寝心地です♪」

（ま、まさか……まさかっ、これは……!?）

　そのイチャイチャ具合に不吉なものを感じる。驚きがない。装ってはいるが、あたかもそれは予想通り。まるで狙い澄ました一撃を当てたような、達成者の面持ち。

「どういうことですの、桃花さん!?　まさか可憐さんに買収されたんじゃ──」

「ちちち、違いますよう！　楓さんが２番って送ってきたじゃないですかー！」

「……ハッ!?　ちょ、あなたの端末を貸しなさい！」

　困惑する桃花の手からデバイスを奪い、メッセージ履歴を確認する。

　すると、そこには──




《楓》「【２】」




　という既読のメッセージ。

（そんな馬鹿な……わたくしはたしかに【１】と送ったはず。何な故ぜ……）

　自身の送信履歴を確認しても、やはりタップミス等をした形跡はない。

（……！　まさか！）

　まじまじと観察した後、ひとつの可能性に気づいてハッと目を見開く。

　戻るボタンをタップし、ひとつ前──桃もも花かの数少ない連絡先リストに移動する。

　すると目に入ったのは──




《楓かえで》「【１】」




　という未読のメッセージだった。

（これは、これこそ、わたくしの送ったメッセージ。まさかこれは……！）

　慌てて先ほどの【２】と書かれたメッセージの送り主のプロフィールを確認する。

　名前も、設定した画像も、プロフィールも、寸分違たがわず楓と同じ。

　しかし、そのユーザーＩＤは──




（SAIJO_KAREN……！）




　あの女ァ……！と唇くちびるが青白くなるほど噛かみしめて、楓は幸せ心地に頬ほおをとろけさせる可か憐れんを睨にらみつける。

　なりすましアカウント。楓のやりくちを完全に読み切った上で、可憐は楓の新着を上書きするタイミングでメッセージを送ったのだ。

　王様ゲームの一連の流れで自然にメッセージを確認しなければならないため、ポップアップの僅かな情報だけで判断しなければならず、ユーザーＩＤを精査する暇がない。その隙をついた完全なるイカサマ返し……！

「やってくれましたわね……！　やってくれましたわね、砕さい城じよう可憐っ……！」

　恨みのこもった視線を受けて、兄の膝にゴロゴロと甘えながら、可憐は──。

「おや、どうした可憐。ずいぶんとご機嫌みたいだな」

「ふふふふふふ♪　お兄様のお膝という高みから、その寵ちよう愛あいにこぼれた家畜を見下ろす。これはまさに愉悦としか言えません……。策士、策に溺れるとはこのことですね♪」

「そうか。……まあいいが、お前ら素直に楽しめよ……」

　明らかにどうでもよさそうな顔で言う紅ぐ蓮れん。妹たちの争いについては諦めたらしい。

　そんな風に盛り上がる室内で──。




（ふぅん。そういうふうに、くるんだ。いいね……ゾクゾクする……♪　次のゲームは、本気で……獲とりにいくよ？）

（ぐぬぬぬぬぬ。次こそ、次こそわたくしがイチャイチャしてみせますわ！）

（笑止ですね。無能な策士など私の敵ではありません。……お兄様は私が守ります！）




　──ギラギラと睨にらみあう三人の少女たち。

　まさにこれから起こり得る修羅場の予兆、次のゲームへ向けた闘志の火花。




「……あいつら、あれで隠してるつもりなんだからな。バレバレだろ、サイン」

「可か憐れんさまたち、何かしてるんですか？」

「起きたのか、佐さ々さ木き」

「はい。何な故ぜか記憶がないんですが、とても良い夢を見ていた気がします。……で、可憐さまたちはいったい何を？」

「お前はそのままでいてくれ、佐々木。お前まであっち側に行かれたら、面倒すぎて俺が死ぬ」

　その『眼め』を朱あかく光らせるまでもなく。

　すべての策、暗号、企たくらみを看かん破ぱしながらあまりにも面倒なので介入しなかった紅ぐ蓮れんは、状況を把握できずにいる佐々木の隣でコーラを口にするのだった。
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　　　　＊






「……遊んだなあ。わずか二時間だってのに、えらく長く感じたもんだ」

「佐さ々さ木きさんいわく、『放課後の二時間は休日の四時間相当』だそうですよ、お兄様」

「なるほど、わからんでもない。短時間でも集中してるせいだろうな」

　結局、合コンのリハーサル、王様ゲームは最後まで女三人の策謀がぶつかり合い、互いに互いを蹴落とし合った末に空回る地獄の様相を呈したまま進んでいった。

　しかしその後に残った時間で開催したカラオケ大会は、紅ぐ蓮れんにとっても十分堪能できるほど楽しく、帰路につく頃には紅蓮はすっかり満足しきった表情で。

　今日はギリギリ日常っぽかったな、と思う。

　ちゃんと王様の命令どおり電波ソングの完全カバーをなしとげた可か憐れんと楓かえではもちろん、命令とは関係なく勝手に入れられていた桃もも花かの謎ラップを皮切りに、なし崩し的に合コンは打ち切られ、あとはひたすらカラオケ、カラオケ、カラオケ。

　桃花のハニートースト一気食いは一見の価値があったし、佐々木の普通っぽすぎて印象に残らない立ち回りは芸術の域である。

（まあ、そんな風に感じる俺の感性が偏ってるのは確かだが）

　五年間の隔離、それ以前の遊戯者教育と朱あかい『眼め』の異能。

　闇ばかりを見つめてきた紅蓮にとって、彼らの何気ない『日常』は、驚くほど眩まぶしい。

　そして何よりも──

「お楽しみいただけましたか？　お兄様♪」

　この妹の笑顔が、心底尊いと感じる。

　砕さい城じよう家の事情で長い間、離れ離れになっていた妹。

　そんな彼女とこうして日常を営めることの尊さは、何物にも代えがたい。

「ああ。あいつらとも仲良くやってくれてよかった」

「まあ、お兄様。仲良くなどありません、さんざん足を引っ張られましたよ？」

　薄暗くなった街灯。瞬またたく光を横切りながらぷんすかと頬ほおを膨らませる可憐。

「それでいいんだ。遊戯ゲームなんてものは、あの程度でいいんだよ」

　そんな子供っぽい表情を微笑ほほえましく思いながら、紅蓮は言う。

　他た愛あいのないものを賭けて、笑い飛ばせる程度の勝ち負けがあり、互いの心に残る記憶を演出する。古来、遊戯とはそういうもので──それこそ『日常』のひとコマだったはずだ。

　それが今や兵器となり、武器となり、世界や国家すら動かす怪物に貶おとしめられた。

（まるで、俺自身のようにさえ）

　──感じてしまう。

「それにしても可か憐れん。お前、友達がいなかったって本当なのか？」

「いえ、友達がいないのではなく、意図的に作らなかっただけです。……お兄様が苦しみ、戦っているのに、私だけが楽しむ気にはなれませんでしたから」

「バカだな。俺のことなんか、気にしなくていいってのに」

「まあ。同じことを、お兄様も想おもっていらしたのではありませんか？」

「……」

　否定できず、紅ぐ蓮れんは苦く笑って応えた。

　たとえ離れていても、お互いがお互いを想いやっていた。今もそうだ。

　心がつながっている、その実感がある。

　普通の男女のように肌で触れ合わずともわかる。だから紅蓮は満足だった。

　無理に違うものに換えずとも、恋とか愛とかいった言葉にしなくともいい。

「──愛してるぞ、可憐。お前と、この日常が、俺は愛いとしくてたまらない」

「はい、お兄様。──私も、愛しています。お兄様と過ごす、この時間を」

　大切でたまらない、ほんの束つかの間まの理想郷ユートピア。

「なあ、可憐。もう余計な縛りはないんだし、たくさん友達を作ってもいいんだぞ？」

「やろうと思えばできると思いますが……その前にまずお兄様が友達を作るべきでしょう。あのクレイジーサイコブラザーズだけが同性の知人という状況は、どうかと」

「……それを言われると確かにキツい。朝あさ人とは悪いヤツじゃないんだけど、時々ねっとり視線が重くなるんだよな。もうちょっとフランクな空気が欲しい」

　そう、それこそ。

「佐さ々さ木きが男だったら親友になれる気がするんだがな。趣味も合うし」

「……お兄様。それは佐々木さんへのプロポーズ、そう解釈していいのですか？」

「ンな訳があるか、飛躍しすぎだ。しかしまあ、友達か。どうやって作ればいいのやら。……課金してガチャを引けば手に入る、とかなら楽でいいんだがな」

「ブランド品やパーティーや飲み会などに課金すれば買えるのでは？」

「前言撤回。可能な限り無課金でいこう、適度な縛りを入れたほうが楽しいからな」

　ズルはしない。

　時間や感情を、金やモノで置き換えもしない。

「今日は勝ったな。明日も勝つとしよう。……帰るぞ、可憐」

「はい、お兄様♪」

　等身大の自分のままで、大事な人と最高に楽しめたなら、それが勝利の条件だ。

　砕さい城じよう紅蓮と砕城可憐。運命の兄妹きようだいと、彼らを取り巻く仲間たちの。




　──絶対に勝たなければいけない人生ゲームは、始まったばかりなのだから。
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　楠くすの木き楓かえでの朝は早い。

　早朝六時。

　Ｓランク寮、高級ホテルのスイートルームめいた一室。

　一人暮らしには不釣り合いなキングサイズのベッドの上でむくりと体を起こした楓は、大きなあくびとともに体を伸ばす。ネグリジェの裾すそが持ち上がり、ちらりとお腹なかが見えてしまうあたり、他に誰の目もない自室ならではの油断があった。

　しかし油断はここまでだ。

　寝室を出た瞬間から、楠木楓の戦いは始まる。

「ウォーターサーバーでコップ一杯の水と、ＭＧ21ヨーグルト、青汁スティック──」

　言葉にしながら向かったキッチン、冷蔵庫や棚、引き出しからそれらを順番に取り出してダイニングテーブルに並べていく。

「ビタミン剤、ダイエットサプリ、そして……桃もも花かさんにいただいた、このバナナ」

　洒落しやれたバナナスタンドから一本取り、フフフとドヤ顔。

「お馬鹿で面倒な子に懐かれてしまったと思っていましたが、栄養価の高い高品質な野菜や果物を貢いでくださるのは正直助かりますわ。あの子の唯一にして最高の取り柄ですわね」

　学校でよくつるむ桃もも貝がい桃花に対して酷ひどい物言いだが、実のところこの楠木楓、そこまで悪人というわけではない。様々な場面で桃花の暴走に振り回されても何だかんだで世話を焼く女房気質で、たまに飛び出す毒の強いディスりも、母親が自分の子に対して「まったくあの子は馬鹿なんだから！」と愚ぐ痴ちる程度のものでしかない。

　もちろん、楓にその自覚はないが。

「湿度70％……厄介ですわね」

　用意した健康食品をポイポイ口に放りながら壁にかけた湿度計の数値にため息をつく。

　くる、と指にまきつけた金髪が、ぴょこんと跳ねる。

（──やはり早起きは得ですわね。今日は念入りに整えて行くとしましょう）

　そう、楠木楓の朝は早い。




　乙女としての武装を整えるには時間がかかるから。




　もともと見み栄えっ張りで、名家の生まれというプレッシャーもあり、自分磨きには余念がなかった。

　髪型や肌を完璧にキメるのは当然のこと、鏡や自撮りで他人から見た自分の顔を客観的にチェック、満足いくまで調整を積み重ねた。

　理想とするのは常に最高の自分。弱者と侮られることなかれ。知恵も美び貌ぼうも、何もかもを備えた強者たること。それが楠くすの木き建設社長令嬢としての最低ラインだと、そう自分自身に言い聞かせてきた。

　──これまでは、ただそれだけのためにしてきた自分磨き。

　健康食品、ダイエット器具、化粧品に整髪料、美容と健康に財のほとんどを注つぎ込こんで楠木楓かえでというアバターを作り上げてきた彼女は、数週間前、紅ぐ蓮れんによって救われ、紅蓮によって強さへの拘泥を指摘され、弱きことを受け入れることから始める大切さを学んだ。

　ゆえに今の彼女は、無理に自分を飾る虚むなしさを知っている。




　では、何な故ぜ──楠木楓が以前と変わらず、己を磨くのか？

　鏡の前で洗顔、頬ほおを上下させて表情筋チェックを行いつつ、湿気に暴れる髪に丹念に櫛くしとドライヤーを当てているのか？

　それは、強き遊戯者たらんとする覚悟──ではなく。




（可か憐れんさん、水みず葉はさん……生徒会には見目麗しい方が多すぎますわ。一日たりとも、一分たりとも気を抜くわけにはまいりません。紅蓮さまはこんな努力で堕おとせるようなお方でないことは重々承知！　しかし、彼が未いまだ誰にも色恋の興味を持たぬからこそ、磨き続けなければならないのですわ！　たとえそれがゴールの見えない、険しい道だとしても！）




　──ただただ健けな気げでまっすぐな、思春期の乙女の意地だった。





　　　　＊






「……作戦は理解してるな、お前ら。狙うは序列Ｓランク５位と６位だ……！」

「わかってるよ。……この時間ならそいつらしかいない、生徒会室は手薄だ。学内ＳＮＳの裏情報、高かったんだからな……。『裏会長』の取り巻きなら、俺達でも……！」

「ああ、勝てる。へへっ……棚ボタＳランクの雑ざ魚こを蹴散らすだけでトップを狙えるってマジ、ボーナスゲームだよな……！　チャンスなんてもんじゃねえぜ！」

　獅し子し王おう学がく園えん生徒会管理棟を、三人の生徒が歩いてゆく。

　序列Ｂランクの中堅を保ち、それなりの戦績で知られた男たちは、高いＧＰを支払って得た裏情報、管理棟内のＡＩ監視カメラ配置と警備情報を参照しつつ潜入していた。

「何が『過剰遊戯ゲーム禁止令』だ……！　リアルマネーのＧＰ化が制限されるわ、売却可能な権利が制限されるわ……。ぬるい。ぬるすぎだぜ、新生徒会……！」

「甘ちゃんなのさ。棚ボタで権力獲とった奴やつらだからな。そうやってルールを決めちまえば、同じように逆転されることもなくなる。汚きたねぇ保険かけやがって！」

「だからこそ、俺達がツブす。わかってんな？　まずは５位の縦ロール、６位のバカ貝を食ってＳに食い込み、それから他の連中をツブす。正義は我にあり、だぜ！」

　緊張からだろう、彼らは自らを鼓舞するようにその企たくらみを喋しやべり続けている。

　公の場に姿を見せず、遊戯ゲームを挑むチャンスのない新生徒会への直接挑戦──。

　序列を大きく飛ばして最上位者に直接挑まんとするこの暴挙、テロ紛まがいの行為。

　だが、それは彼らにとっていわれなき迫害を受けた被害者による『聖戦』だった。

「……週五日の授業出席が義務って何だよ。出なくてもいいだろ、時間の無駄だぜ」

「クラウドの動画で十分だっつーの。成績は出てんだからよ……ウザッてえ」

「隷徒に無茶な命令もできなくなった。知ってるか、パンツ見せろって命令したヤツが、セクハラ警告喰くらったの。無視してたら聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こが乗りこんできて……」

「直接遊戯でボコボコにされて破産だろ？　聞いたっての。隷徒なんざ人権ねえんだからパンツ見るくらいいいじゃねえかよ、ったく……。ナニしたってわけでもねえのに」

「ったくだぜ。こいつは、成り上がり共に思い知らせてやらねえとな？」

　そんな男達の不満は、学園序列上位の悪党どもの本音をそのまま代弁していた。

　遊戯者育成の名目のままこれまではほとんど無視されていた『学園』の闇を、新生徒会は馬鹿正直に取り締まるようになった。

　たとえば一定の授業出席の義務化、たとえば過剰な隷徒への迫害の禁止。

　生徒会を通じてクオリアに申請された新ルールはただちに承認され、大きな変化はないとたかをくくっていた者たちにとって、寝耳に水の大惨事となったのだ。

『イケメン隷徒をゲットしたのに全裸写真も撮れないなんて意味ないじゃない！』

『現金のＧＰ化を規制!?　待ってくれよ、たった百万だぜ。それもダメなの!?』

『授業だりいよ、なんで今時リアル授業……。勘弁してくれ！』

　非難の声は高まり、学内ＳＮＳの告知には膨大なクレームが集まり炎上した、が。

『──この学園は、遊戯ですべてが決まる学園だヨ？』

　この急激な方針転換に対し、理事長、獅し子し王おう創はじ芽めは学内ＳＮＳにてコメントを発表。

『現在のＳランク１位、佐さ々さ木き咲さきクンの方針を私は尊重する。それに異論があるのなら、当然遊戯を以もつて決着したまえ。──Ｓランクの頂点を奪って、ネ』

　この発言はたちまち拡散し、学内序列に波紋を投げかけた。

　ランキング上位者の多くは拘束を嫌い、元の白しろ王おう子じ透とう夜や時代──遊戯偏重の方針に戻ることを目指して徒党を組み、派閥を立ち上げて新生徒会への対抗を宣言。

　成り上がりを目指す向上心の強い下位者も巻き込んで、反生徒会の機運を高めている。逆に新生徒会の支持層となっているのは、隷徒や遊戯の下手な、いわゆる獅子王学園での『負け組』生徒ばかりであり……それが余計に、新生徒会への敵意を強めていた。

「よし。生徒会室だ。想定通り、警報は出てない……完全な奇襲、不意打ちだぜ！」

「突入、正常な判断ができないまま一気に遊戯ゲーム申請、勝負に持ち込むぞ。いいな？」

「ああ。……遊戯ですべてが決まる学園のトップが、遊戯から逃げるなんざ許せねえ！」

　そして、三人の男子生徒は刺客となり──今、新生徒会に挑む。

「……行くぞ、オラァ!!」

「悪いが、邪魔するぜ。遊戯、挑戦だ。受けてもらおうか!!」

　血気盛ん、意欲にあふれた男たちは乱暴極まる態度でドアを蹴飛ばし──




「「「──げっ……!?」」」




　広い広い円卓に座す者たちの姿に、三人まとめて絶句した。




「今日は三人か……。獲とり合いになりそうだけど、立候補するかい？」

「当然だろ。オイ、お前らまとめてかかってこいや。……可愛かわいがってやるぜェ!?」

　温かい緑茶を手に佇たたずむ白しろ王おう子じ朝あさ人と。その横に座るは大おお星ほし大たい成せい。

　いちごシェイクを片手に不敵に笑い、ギラギラと熱を帯びた眼めで侵入者を睨にらむ。

「そこのマッスルゴリラ、お待ちなさい！　三人まとめて食べようだなんて、ここは公平に一人一人、潰して差し上げるべきですわ。由ゆ留る木ぎさん、おやりになるかしら？」

「と[image: ][image: ][image: ][image: ]ぜんっ☆　由ゆ良らちゃんは勇気リンリン元気ビンビンになってっかんねっ☆　三人いるんだし、楓かえでサマとあたしとゴリラでひとり一戦ずつ、キマリッ☆」

　紅茶を優雅に傾ける楓の隣、エンジェル・ボイスで言い放ちながら横ピース。

　由留木由良もまた、大星に勝るとも劣らないギラつく眼と闘争心を蘇よみがえらせ、彼女の隣に立っている。勝ち残り、喰くい荒あらし、力をつけて隷徒を脱出するために……！

「ふっふっふ～♪　誰かお忘れじゃないですかね。ここは元筆頭隷徒で現Ｓランク６位、Ｓランク６位の桃もも貝がい桃もも花かが、あの人たちをプチッとやっちゃいますよー！」

「座ってなさい。あんたじゃ勝てるものすら負けるわよ……！　お菓子あげるから！」

「むむっ。時とき任とうさん、この桃花がお菓子に釣られるとでも……もぐもぐ……」

「これでよし、っと。アンタたち、舐なめんじゃないわよ。せっかくあたしが撒まいた偽情報をたか～く買ってくれたオイシイ客よ？　当然、アタシにヤる権利があるはずよね！」

　身を乗り出そうとした桃花をおやつで釣って立ち上がったのは、時任ミミ。

　最も早く砕さい城じよう紅ぐ蓮れんに敗れ、生徒会付きの隷徒となった異能のロリは、ＳＮＳに男たちを誘導する書き込みをしていた端末をしまいつつ、邪悪に笑い──

「貴方あなたも出たいのではありませんか、佐さ賀か臣とみさん？　──ご実家がピンチな折、少しでもＧＰなり現金なりの収入が欲しいところでしょうに」

「当然だ。……俺は絶対に這はい上がってやる。貴様のように負け犬のまま鎖に繋つながれるのをよしとはしない。何だそのざまは、フラヴィア・デル・テスタ……！」

「あら、私はもともと神のしもべ。透とう夜や様という神がお隠れになったとしても、代わる柱として紅ぐ蓮れん様という方が現れてくださいました。……尽くしてむしろ当然では？」

　執念に燃える佐さ賀か臣とみ仁じんは、もはや幽鬼のような顔で、ギロリと侵入者たちを睨にらむ。

　その隣、生徒会長の隣に控えているフラヴィアは真逆。

　慈愛に満ちた聖母のように、微笑ほほえんで──。

「ご安心を、佐さ々さ木きさん。紅蓮様を讃たたえ、紅蓮様に従い、紅蓮様をお守りする紅蓮教徒としましては、この身を賭けてでも貴女あなたをお守りいたします。うふふふふふ……♪」

「ありがたいんですけど……いやそれはガチ助かるんですけど、圧が、強いですっ……！　なんとかしてください、この宗教ガチ勢……佐々木です、ささっ、きっ……！」

　わざわざ端末の待ち受け画面に設定したらしい。アンニュイな表情の紅蓮を斜め向かいから隠し撮りした画像に祈りを捧ささげる宗教ガチ勢、フラヴィア。

　その豊満な胸を顔に押しつけられて、ばたばたと両手を振るのは佐々木咲さき。

　Ｓランク筆頭の座にありながら、白しろ王おう子じ透夜政権時代は誰の話題にも上がらなかった。

　あまりに唐突な成功、隷徒からの成り上がりは生徒たちの憶測を呼び、ついには──

「……い、いやがったな。『最強使い』佐々木……！」

「すべての黒幕と言われ、砕さい城じよう紅蓮を踏み台にしたっていう伝説の悪女……！」

「誤解です！　それは何度も言いますが誤解も六階もしまくってます！　佐々木は被害者というか、不幸な囚とらわれのお姫様ポジ、ピーチな姫と呼んでください！」

「え、呼びました？」

「いえ違います桃もも花かさん。シットダウン、座っててくださいね、は～い……！」

　きょとんと椅子から立ち上がりかける桃花を制し、佐々木は涙目で反論する。

　そしてそんなありさまを眺め、ふうと軽く息をつく影、ふたつ──。

「お兄様の意向で、いくつか噂うわさを流したのは事実なのですが……。まさかここまで簡単に広まるとは思いませんでした。少々、忸じく怩じたるものがありますね」

「……ひまつぶしが、放っておいてもやってくる。とっても……べんり？」

　そして、生徒会室に残った最後の組み合わせ──。

　本来ならトップが座すべき最奥の席に手作りの『等身大紅蓮さまクッション』を座らせ、その膝に乗っていたふたり。ネズミを見つけた猫のように笑む、少女たち。

「お兄様を狙う輩やからに鉄てつ槌ついを下すのは妹たる私の役目。下がっていてください、水みず葉はさん」

「そんなわけには、いかない……かな？　ぜんぜん、燃えそうにない、雑ざ魚こだけど。……潰して絞って噛かんでみれば、味のないガムくらいには楽しめそう」

　現生徒会副会長、序列２位、砕城可か憐れんと御み嶽たけ原ばら水葉。

　隷徒として侍はべることになった御嶽原静しず火かを伴い三人で学園を闊かつ歩ぽし、広く遊戯ゲームを挑み挑まれ、反対派を粛清していくその姿ゆえに、今や恐怖、圧政の象徴と認識されている──。

「だっ……騙だましやがったな、畜生!?」

　涙目になった男が叫ぶ。

「裏情報だと、今この時間はザコ連中しかいねえって……！」

「その程度の欺ぎ瞞まんにひっかかるからＢランク止まりなのよ。バッカじゃないの？　ほら、とっとと遊戯ゲーム申請しなさいよ。アタシが直々に遊んであげるわ」

「おっと時とき任とうっち、悪いがここは譲ってもらうぜ。こいつらは俺がブッ潰してやんよ！」

「……貴様らは余裕があるだろう、ここは譲れ。借金返済の足しにしたいのでな……！」

「由ゆ良らちゃんもいるよー☆　こっちのレートは、ぬ～るいぞ[image: ][image: ]っ♪　嘘うそだけどっ☆」

「ひぃ……っ!!」

　男たちはもはや声もない。

　元生徒会メンバー、一騎当千の猛者たちが飢えたピラニアのごとく食いついてくる。

　抱き合い、ジリジリと迫ってくる隷徒たちの圧力に負けてへたり込んでしまった三人へ、多様なデバイスが突きつけられ、一斉に遊戯の申請が届く──。




『『『『『『──遊戯が申請されました。参加しますか？』』』』』』

「やだああああああああああああああああああああああっ!!」




　男たちの悲鳴は、それから数十分にわたって続いた。





　　　　＊






「ひっく、ひっく……。もうやだ、俺、もうやだ……。おうち、帰るぅ……！」

「待てやコラァ!!　まだ残高残ってんジャン？　逃げられると思ってんじゃねえぞ！」

「ハッ、この生徒会管理棟はアタシの庭よ。回り込みなさい、没落メガネ！」

「誰が没落メガネだ！　……いいからさっさと追いかけろ、時任！」

「……何だありゃ？　えらい騒ぎだな」

　ドタバタと音をたてて駆けてくる、三人の男の尻を眺めて紅ぐ蓮れんは言った。

　生徒会管理棟の廊下。憔しよう悴すいしきった男子生徒達が、慌てふためきながら逃げてくる。

　そのひとりがハッと顔を上げ、バッタリ出会った紅蓮をまじまじと見て──。

「う……『裏会長』ぉぉぉぉおおおぉぉぉっ!?　ひいいいっ!!」

「勘弁してください、勘弁してください、もうＧＰはありませぇぇえええぇぇえん!!」

「やかましい!!　……何だいきなり、人を追いはぎみたいに言うんじゃない！　こら！　逃げるならせめて誤解を解いてけ、まるで俺がいじめたみたいだろうが!?」

　遠くなる男の尻めがけて怒鳴るも、ひどくむなしくなってくる。

　間抜けな足音が遠ざかり、追ってくる複数の姿に──。

「お前ら、廊下は走るなよ。危ないから注意して早歩きで進め」

「……チッ」

　注意され、露骨に不満げな生徒会付き隷徒たち。

　大おお星ほし大たい成せい、佐さ賀か臣とみ仁じん、時とき任とうミミは足を止め、ゆっくりと歩き出す。

（あいかわらず態度の悪い奴やつらだな。ま、敬語を止やめさせたのは俺なんだが）

　そもそも彼らを破滅させ、その地位も財産もすべて奪い取ったのは紅ぐ蓮れんである。今さら仲良しごっこができるとも思っていない、隙あらば噛かみついてくる油断ならぬ『敵』だ。

（ま、この程度なら──恐れるべき要素は、まったくないが）

　傲慢ではない。ただ純粋に力量を計りそう判断する紅蓮に、佐賀臣が前に進み出る。

「命令には従おう。……ではな」

「ああ。ところでお前らだけか？　他の連中はどうした」

「何人か帰ったと思うが、まだ大方は生徒会室に残っているはずだ。すまないが急ぐ、具体的なメンバーは自分で確かめてくれ」

「そうよそうよ！　久々の獲物、ガッツリ搾り取ってやるんだから！」

「お前らな……。まあ、ほどほどにしてやれよ。引き留めて悪かったな」

　その声とほぼ同時に、解き放たれた猟犬のごとく、隷徒たちは早歩きで去っていく。

　いささかマイルドになったとはいえ、この学園はいまだ遊戯ゲームが支配する弱肉強食の巷ちまた。

　通う生徒の意識はまったく変わらぬまま、紅蓮が自分のワガママを押しつけているだけ。良かれと思って、などと口が裂けても言うものか。

（負けて折れるなら、それもいい。牙を砥とぎ直し、なお挑んでくるならそれもいい）

　逃げろ、逃げろ、生き残れ。

　負けることが許される、学園というぬるい世界で生きているうちに。

（そこから、俺を打倒し得るモノが生まれるなら、それはそれで面白──）

　……プツン。

「ん？」

　ほんの一瞬、唐突に意識が途切れるのを感じて、紅蓮は廊下に佇たたずんだ。

「考えてたことがあったと思うんだが……。ド忘れしちまったな、何だっけ？」

　ぬるい環境で暮らしているうちにボケたのだろうか？　まだ若いのに、笑えない。

　ぞっとするものを感じつつ、紅蓮は元の行き先であった生徒会室の扉を開く。

「よう。何か変わったことはあったか？」

「お兄様♪　いえいえ、軽く粛清したくらいですので、日常業務の範囲です♪」

「どっかの独裁者じゃないんだからそれを日常に含めるんじゃない。物騒すぎる」

　扉をくぐるなり子猫のようにすりよってきた可か憐れんを受け止め、紅ぐ蓮れんは室内を見渡す。

　いつもは鏡のように磨き上げられ、超然とした様子の大円卓。今は表計算ソフトや電子書類が表示されたタブレットＰＣが複数台放置され、いかにも事務室じみている。

「ふみゅ。……ぐれん、さま。おはよ……」

「おはようございま～っす！　紅蓮さま、お茶菓子まだ残ってますけど食べますか？」

「桃もも花かさん、紅蓮さまにそんな適当な……。そんな袋菓子ではなく、冷蔵庫にわたくしが欧州から空輸させたザッハトルテがありますので、そちらを……！」

「あ、甘くておいしかったですよ？　ごちそうさまです、楓かえでさん！」

「食べたんですの!?　貴女あなた、無断で食べたんですの!?」

「ちゃんと『食べていいですか？』って聞きましたよう。お返事なかったですけど」

「遊戯ゲーム観戦に集中していたからですわ！　……もう、せっかくの紅蓮さまへのおもてなしが台無しではありませんか。だいたいあなた、高級品の味とかわかるんですの？」

「むー！　わかりますよう。甘いかしょっぱいか苦いかくらい！」

「その程度しか理解できない時点で食べる資格ナシですわ！　謝りなさい！　高級菓子に謝罪して今すぐ吐き出しなさい！」

「ええっ、無茶ですよう!?　お腹なかをさすりまくるのやめてください[image: ][image: ][image: ]!!」

「ふぁゆぅぅぅ……。ねむい……」

　いつものバカバカしいやり取りをする桃花と楓。

　我関せずとばかりにあくびする水みず葉は。

　その場にいるメンバーは、それだけだった。

「気にするな、楓。俺はこっちの方が性に合う。桃もも貝がい、人のものを勝手に食うのはマナー違反だ。今度詫わびに菓子でも買ってこい、それでチャラにしよう」

　円卓に転がった袋入りのせんべいをひとつつまみ、ぽりぽりかじりながら紅蓮は言う。

　黒豆入りの醤しよう油ゆ味あじ、どこにでもある安物だが、どこぞから運ばせた特製ケーキなどより、こういうフラットな駄菓子の方が彼の舌には合う。事実、これはこれで美う味まい。

「わかりました、紅蓮さま。……勝手に食べてごめんなさい、楓さん。お詫びにおいしいサツマイモ、たくさん蒸ふかして持ってきますね！」

「世界クラスのケーキと桃花さんちの差し入れが同列と思うと虚むなしい気もしますけど……紅蓮さまがそう仰おつしやるなら、わたくしにも非がありますし、もういいですわよ」

　どこか切なげな表情の楓に、紅蓮は苦笑して続ける。

「作ったケーキ職人や、手配したお前の努力を馬鹿にするわけじゃないけどな」

　結局のところ、かけた金額に比例して気持ちが伝わるわけではない。

　どんなに大金を費やし、労力をかけたとしても、受け手に通じるとは限らないのだから。

「金髪碧へき眼がんの外国人に日本語で話しかけて通じなかったとする。楓、どう思う？」

「は？　……ええと、外国の方なら、仕方ないと思うのでは？」

「それと似たようなもんだ。金の価値は世界共通、英語並みの覇権コミュだが──中には、それが通じないのもいるんだよ。だが気持ちは嬉うれしい、ありがとな」

「は、はい。……もったいないお言葉ですわ、こちらこそ、どういたしまして……」

　ぽっと頬ほおを赤らめてもじもじする楓かえで。

　ふとその時、紅ぐ蓮れんの頬にしなやかな指がぷにっと刺さる。

「お兄様？　楓さんに優しくしすぎではありませんか？　勘違いさせてしまいますよ？」

「……ほるすたいんは、せっかち。こんやにでも、えろくしのびこむ可能性がある……」

「これくらいは礼儀だろう。両サイドから頬を突つつくのはよせ、可か憐れん、水みず葉は」

　ぷくっとかわいらしくすねながら、両方の頬をつついてくるふたり。

　可憐と水葉にくっつかれつつ、いつも通り円卓の隅に座りかけて、紅蓮は気づく。

「他の連中、来てたのか？　大おお星ほしや佐さ賀か臣とみ、時とき任とうとはすれ違ったが」

「！　はい。フラヴィアと白しろ王おう子じ朝あさ人とは、遊戯ゲームの出番がないならと、すぐに」

「ふたりとも帰ったわけか。ま、最近仕事ばっかりさせてたし、たまにはいいだろ」

「ええ。聖せい上じよう院いんさんは本日不在、佐さ々さ木きさんは例のオタサーに顔を出してくるそうです。未いまだに沼から抜け出せないあたり、妙に義理堅い人ですね」

　影武者生徒会長、佐々木咲さきは配信者である。

　クオリアシステムを応用した超高度な３Ｄモデルによるデジタル受肉にキャラの面白さ、隷徒として仕えていたオタサーのプロデュースもあってその人気は学内にとどまらない。

　動画投稿サイトのランキング常連として、中堅どころのタレント並みに知名度を獲得。平均20万再生の人気配信者として活動を続けているのだった。

「意外と面白いから困るんだよな。……暇つぶしにつけておいたら延々リピートしてた。環境音楽がわりには丁度いいぞ、ゆるい雰囲気でつけっぱなしにできる」

「内容はソーシャルゲームの実況だの商品レビューだの、定番のものばかりですが……。最近は企業案件なども来ているようですから、かなりヒットしているようですね」

「定番だからいいんだよ。妙な共感性羞恥を撒まき散ちらしたり、公共の場ではっちゃけたりされると観みてる方が辛つらくなるしな。……おっ？　メッセだ」

「「「────ッ!?」」」

　着信を告げるバイブレーションと共に走った衝撃に、紅蓮は驚いたように仲間を見渡す。

「何驚いてるんだ、お前ら。まさか俺にはメッセなんて来ないとでも思ってたのか？」

「い、いえ。違います、お兄様。メッセとは……まさか、佐々木さんからですか!?」

「……あの子、無害な顔して、どろぼうねこ……？」

「そんな。紅蓮さまに限って！　きっと電話会社から料金のお知らせとかですわ！」

「その言い方だとまるで俺がぼっちみたいだからやめろ」

　やけに意気込んで迫ってくる可か憐れん、楓かえで、水みず葉はの三人娘を前に、ポケットから出した端末を見せると、紅ぐ蓮れんはホームボタンを押して指紋認証をクリア。開かれた画面には、




『やっほ～っ、紅蓮クン！

　昨日はあんがとね。おかげで私、頑張れそう。

　次のステージ、楽しみにしててね。マジでマジで、あなたへの気持ちをこめて……。

　思いっきりアゲアゲで歌っちゃうから、さっ♪』




　──ありふれたメッセージアプリに、アニメ絵のアイコン。

　差出人『ミチル』なる人物からのショートメッセージが表示されていた。

「即レスとは嬉うれしいな。どれ、さっそく返信を……っと」

　うんうんとメッセージ画面を確認して頷うなずく紅蓮。すると即、その腕がガッと掴つかまれた。

「は……!?　お兄様に対して馴なれ馴れしい……!!　どこの雌猫ですか、お兄様!!」

「雌猫って、大げさな。ちょっとだけ待っててくれ、返信したらすぐ説明するから」

「待てません！　お兄様、わ、私よりミチルさんとやらへの返信が大事なのですか!?」

「そう言うな、こういうのはさっさと終わらせないと忘れるからな」

　腕にしがみつく可憐をコアラのごとくぶら下げつつ、紅蓮は端末をタップする。

　せわしなく動く指先、踊る視線はよほど長文を打っているのだろうか？

　一歩離れた場所で見守る楓と水葉は、その光景を見ながらジロリと互いに視線を送り。




（ミチル……い、いったいどこの女ですの!?　わたくしが知る限りそんな人物など……）

（しりたい……わからない、しらべたい。けど……それは、悪手かもしれない）

（ええ、あまりしつこく聞き出そうとしては、重い女と思われかねませんわ。……そう、可憐さんレベルの甘えぶりでは、女性というよりめんどくさい肉親枠に……！）

（後ろに回って、そっと背伸びしてのぞきこめば……端末の画面が見える、かも……）

（！　それですわ。さりげなく、そ～っと回り込みますわよ……！）

（肯定ポジテイブ……実行、する）




　この間、わずか二秒。

　水葉の茫ぼう洋ようとした瞳に焦点が合い、危機感を滲にじませた楓がそっと周囲を窺うかがう。

　紅蓮の腕を引っ張る可憐、無視して端末に集中している紅蓮。今なら二人に発見されることなく、背後の死角から端末を盗み見ることもできるはず！

　そんな楓と水葉の思惑は──

「ミチルさんになんて送ってるんですか？」

　──桃もも花かのシンプルな質問に軽く超えられた。

　ド直球。

　何の戦略も思慮もなく、ひょいと紅ぐ蓮れんの背後から顔を出し、画面の中を覗のぞき込こむ桃花。

　紅蓮は身をよじりながら少しばかり眉をひそめる。

「おい、行儀が悪いぞ、桃もも貝がい。後ろから端末を覗き込むなんてのはマナー違反だろう」

「だって気になっちゃったんですよう。恋バナとかワクワクしますし！」

「ちょっと桃花さん、どれだけ図太いんですの!?」

「え、桃花太いですか？　最近、痩せたかな～って思ってるんですけど……」

「そういう意味じゃありませんわよ。……まったく、時々うらやましくなりますわ……」

　時々感じる、それは楠くすの木き楓かえでの本心だ。

（桃花さんは、バ……もとい、頭の温かいキャラですけど）

　それ故に恐れることがない。つい怖おじ気けづいて踏み込めないような領域にあっさりと突入、相手が嫌がるようならきちんと謝って戻ってくる。しれっとそれをやってしまう……！

「……じみに、すごい。てんねん？」

「１００％混じりっ気なしにそうですわね。真ま似ねのできない才能……なのかしら？」

「才能かどうかはともかく、別に秘密にしてるわけじゃないぞ。返信も終わったことだし、三人とも、そんなに気になるなら見せてやる。ほら」

「こ、これは……!?」

　紅蓮が差し出した端末には、美麗なモデリングのなされた女の子がいた。

　気の強そうな吊つり目、泣きぼくろの位置に☆型のペイント。

　ちょっとメタルな雰囲気でロッカーのように楽器を抱え、ステージで歌っている姿は、最新技術で作られた臨場感あふれる、いわゆる『ゲーム』画面だった。

「クオリア系のＡＩ技術から派生した、いわゆるＡＩ育成ゲームだよ」

　公式・非公式を問わず遊戯ゲームによる大企業、国家間を調停するクオリアシステムの完成は、ＡＩ技術の圧倒的な進歩をもたらした。その一端は民間に公開されており──。

「この『メタライブ！』は民間に流されたＡＩ育成ツールとプログラムを応用していてな。メタル、いわゆるバンド活動を頑張る女子高生って設定のＡＩを育てるわけだが」

「まあ……お兄様！　女子高生を育てたいのならいくらでも私を育ててください！」

「リアル妹とコレはまた違うんだよ。アカウントごとにＡＩが紐ひもづけられてて、メールやチャットで会話すると、その内容に応じて学習、成長していく」

　結果、キャラクターは共通でも端末ごとに性格はすべて違ってくる。

　触れられないだけで本当の人間と会話するのに近い。さらにＡＩは架空の都市、架空の学校、架空の家庭に暮らしており、すべて緻密な設定に基づいて動くのだ。

「こいつの日常コミュパートは実に良くできてるぞ。『普通の』家庭や友達づきあい……一般的な学校の空気感が再現されてて、お手本にちょうどいい」

「いろいろ引っかかる点はありますが……それでは『ミチル』さんというのは？」

「ＡＩだよ、俺が今メインでコミュしてる。メタルバンドのボーカルをやってるんだが、実はアイドル路線にも興味があって、ふたつのバンドを秘密で掛け持ちしてるんだ」

　ひょんなことからそれを知った同級生（プレイヤー）とメールやチャットで話すようになり、相談を受けながら彼女の夢を応援したり、逆に諦めるよう説得したりする。

　プレイヤーとの会話、交流によってＡＩの行動が影響され、端末ごとにまったく異なるキャラの『人生』を体感できるのが売りの、いわばバーチャルライフゲーム。

　本気でゲームに没入する『ガチ勢』が多数おり、数千万円するフルダイブ筐きよう体たいを買ってバーチャル世界に『移住』する者さえ出るほどの覇権アプリだった。

「ミチルはまっすぐなヤツでな、メタルとアイドルどっちを取るか、悩みつつ仲間と友情を育むのが尊いんだ。ヘタに主人公が出しゃばらず、サポートに徹するのもいい」

「恋愛感情などはない、ということでよろしいですか？　……いえ最近は人間との結婚を諦めてＡＩキャラと恋愛する、という例もいくつか報告されておりますし……」

　可か憐れんの心配を、紅ぐ蓮れんはあっけなく笑い飛ばす。

「それだけ夢中になれるのなら、ある意味幸せなんだろうが……さすがにそこまではな。何度も言うが、しょせんゲームだし、ＡＩだ。割り切って遊んでるだけだよ」

　とはいえ、若干ハマり気味なのも事実である。

「ストーリーもＡＩの自動生成だからな。アカウントが10個あれば、プレイヤーの行動によって全部違うものになる。ガチ勢がコンプを目指してるが、まず不可能だ」

「まさか、お兄様でも……ですか!?」

「こいつに勝敗を決める要素はほとんどない。強いて言うなら育てたキャラを使って他のプレイヤーとバンド対決ができるが、やらなくてもまったく問題ないからな」

　だからこそ、その手の勝ち負けのトラブルが煩わしくてしかたない紅蓮でも楽しめる。

　なんといっても垣かい間ま見みえるリア充の生活というヤツが、なんとも……！

「キラキラしてる感じで、見てて楽しいんだ。可憐もやるか？　男も育てられるぞ」

「断じてやりません。私が育てたいのはお兄様だけですし、それは精神的な浮気では？」

「まあ、リアルの女性ではない以上、むやみに目くじらを立てるのもおかしいですわよ。ここは寛大な気持ちで見守って差し上げるべきですわ、可憐さん」

　むくれる可憐を、どこか落ち着いた面持ちでなだめる楓かえで。可憐の方も、本気というより軽くすねているような雰囲気で、どこか余裕があるのは相手が二次元だからだろう。

　砕さい城じよう紅蓮は漫画、アニメ、ゲームなどさまざまな娯楽を愛している。

　が、基本的にライトユーザーである。広く浅く楽しむ派で、興味の赴くままにいろいろなものに手を出している。日常系アニメを軸にしつつ、過剰にのめりこまない派だ。

（『ミチル』とやらがガチ声優だったりした場合には社会的抹殺も視野に入れましたが）

（……その目。殺し屋の眼めですわね、可か憐れんさん……！）

　二次元に存在するＡＩでは、その必要もない。そんなどこかほっとした様子の二人だが、その背後でじっとゲーム画面に見入っていた人物の言葉に、その空気は一変する。

（ねえ、可憐ちゃん。……そこのだめうしも、ついでに）

（ダメ牛とか失礼ですわね!?　どうしたんですの、水みず葉はさん。そんなヒソヒソ小声で）

（万が一にも紅ぐ蓮れんさまには聞かれたくない。聞かれてしまえばそれがきっかけで、とりかえしがつかない事態に陥る可能性も、ゼロとは言えないから。落ち着いて聞いて）

　いつものほやほやした口調に、鋭い棘とげのような芯がある。

　それは水葉という遊戯者の特徴だ。脳内麻薬の精密なコントロールによりテンションをコントロールする彼女が、深い警戒心をこめて、恋敵たちに囁ささやいた言葉とは。




「二次元でも、三次元でも。この娘こが紅蓮さまの好みだって事は確か。……だよね？」

（（……!!））




　──少女たちに、電流走る。





　　　　＊






「……言われてみれば、その通りですわね」

　数時間後、獅し子し王おう学がく園えんＳランク学生寮、最上階ロイヤルスイートルーム──。

　獅子王学園において、ランクによる貧富の差はカースト制度も真まっ青さおだ。

　Ｆランク生が苦学生なら、Ｓランクはまさにセレブ。セキュリティこそ最低限の強化を施されているものの、安マンション程度の設備しかないＦランク寮と違い、ここＳランク寮は超高層タワーマンションの１フロアがまるごと個人に貸し与えられる。

　食事は三食最高クラスの料理をバイキング形式で望むだけ食べることもできるし、部屋に専門のシェフを招いて作らせることもできる。掃除や洗濯はフロアに用意されたＡＩとプロのコンシェルジュが引き受けるため、家事に一切時間を取られることはない。

「ただでさえ、部屋を移って以来紅蓮さまとお会いする時間が減っているんですもの……。このままでは桃もも花かさんと同じ、おもしろ枠の賑にぎやかしで終わりかねませんわ……！」

　ギリィと危機感を滲にじませて、部屋の主となった楠くすの木き楓かえでは風呂上りの髪をタオルで拭う。

（ここでの暮らしは、正直──セレブであるわたくしに、ふさわしいもののはず）

　貧乏人と金持ちの違いとは、なんだろう？

　──それは持っている『時間』の価値だ、と楠木楓は考えている。

（同じ時間を生きているのに、一秒が数億の価値を持つ者もいれば──丸一日を費やして小銭しか稼げない者もいる。資産を持つということ、その最大の価値は……！）

　現金、株式、不動産、仮想通貨、あらゆる資産は価値が変動し、増減する。

　だが、人間そのものの価値は変わらない。時間というリソースを注つぎこんで得たスキルはどんな環境でも腐らず、決して他の手段で得ることのできないものだ。

（『時間』を得られる──それが、セレブたる者の最大のメリットですわ。だからこそ、あらゆる日常の無駄を省けるこの環境は……）

　衣食住、ほぼすべてをＡＩとコンシェルジュが賄うＳランクは、最高のはずだ。

「……なのに、不思議ですわね」

　ゆとりある間取り、キングサイズのベッド、部屋の空間が寒々しかった。

　昔の自分なら、そんなことに気づきさえしなかっただろう。取り巻きを侍はべらせて連日のようにパーティーを楽しみ、胸の空白を埋めるため無意識に動いていたはずだ。

　だが、今の彼女はそれほど鈍くない。

　一度の敗北、そして遥はるか高みを垣かい間ま見みた、楓かえでには──。

（心通わぬ取り巻きなど、邪魔なだけ。広すぎる空間は、寒いだけ。贅ぜい沢たくな食事も──）

　コロッケ定食が、食べたい。

「……紅ぐ蓮れんさまや桃もも花かさんと大騒ぎしながら食べた、あのお食事にはかないませんわ」

　今なら、紅蓮の気持ちがわかる気がする。だがそれをわかってしまえば、今得たもの、その価値を否定することになる。だいたい、桃花ですら平気なのに、自分が……！

「わたくしが、セレブなお嬢様たる楠くすの木き楓が。寂しいなど、切ないなど……言えるはずがないではありませんか。ありえません。断じて、そんなことは……！」

　熱いシャワーを浴びたばかりなのに、火照った肌がひどく寒い。

　体に巻いていたタオルを外し、丹念に水滴を拭ってから、素肌の上にガウンを羽織る。

　メディアでよく思い描かれるセレブな女性のくつろぎを再現しつつ、楓は端末をとり、放課後の生徒会室で、水みず葉はに聞かされた言葉を思い出した。

『二次元でも、三次元でも。この娘こが紅蓮さまの好みだって事は確か。……だよね？』

　砕さい城じよう紅蓮という人物は、驚くほど欲がない。

　天文学的な額の財産を抱えながらあえて貧乏暮らしを楽しみ、Ｓランクの地位を得てもすべてを代理人に譲って最低ランクの寮暮らしを続ける、彼の『好み』──。

「……まさしく、値千金の情報。それを得られるのならば、いくら投資しても安いもの」

　ニヤリと微笑ほほえむと、楓はアプリストアの画面をタップ。

　メタル少女ＡＩ育成、青春シミュレーションゲーム『メタライブ！』が生徒手帳端末へとＤＬダウンロード、インストールされていく。その間に冷蔵庫から牛乳を取り、口にして。

「このゲームには、間違いなく紅蓮さまの心を奪うヒントが隠されているはず。となれば、やはり紅ぐ蓮れんさまと同じキャラを育成してみるべき、ですわね」

　インストール開始以前に、楓かえではざっとではあるが『メタライブ！』の仕様を調べていた。

　用意されたＡＩキャラクターは総勢20人以上。本人のみならずそれを取り巻く家族、友人、学校などの関係者全員がＡＩであり、プレイヤーが入力した情報に基づいて動く。

「言ってみれば、小さな仮想世界をそのままシミュレーションするようなものですわね。……大戦時代には兵器として使われるような超高速演算システムを、よくもまあ」

　まさに技術の無駄遣いである。だがその甲か斐いあってサーバーはほぼ無敵、英語は当然としてメジャーな言語はほぼすべてフルボイスで対応し、モデリングはアニメ調とリアル風どちらも選択でき、プレイヤーが望む世界をそのまま再現することができる。

（紅蓮さまはアニメ調にしておられましたから、私も当然それでいいとして──）

『メタライブ！』のキモは通話機能、メールシステムである。

　アプリを起動した時点でプレイヤーはアカウントに用意された仮想世界の一員となり、通話やメールという形でその世界の住人とコンタクトをとり、行動を操ることができる。

　とはいってもＡＩである以上、すべて意のままになるわけではない。相手にメリットを提示したり、情報を与えることで誘導する、つまりは『コミュ』が最重要なのだ。

（ライブシーンはボタンをリズムに合わせて押す、いわゆる『音ゲー』ですわね。けど、これは他のプレイヤーと競うランキング戦のみの要素、ハイスコアは不要ですわ）

　ストーリーを進展させる最低条件をクリアすればいいのだからハードルは低い。

『メタライブ！　──始まります！』

　牛乳を片手にＷｉｋｉの内容を復習していると、インストールが終了。

　メインヒロインらしい黒髪の少女がハキハキとした声で喋しやべるのが聞こえ……。

『いらっしゃい、転校生さん。どの学校に転入しますか？』

「……どこか佐さ々さ木きさんに似てますわね、この方。却下ですわ」

『えー？』

　育成ＡＩ選択画面で迷わず選択肢から外す。

　類たぐいまれなる美少女ながら、毎日生徒会で顔を合わせる相手を育てる気はない。

「紅蓮さまと同じキャラは……この子。『ミチル』ですわね」

『あれっ、あなたが転校生？　こんにちは。アタシは城じよう、城ミチル。あ、ジョーって呼ぶのはＮＧだかんね？　あははははっ、だって言いたそうな顔、してたからさ！』

　選択画面の中で生き生きとＡＩが微笑ほほえみ、こちらに手を差し伸べてくる。

　悪意のかけらもない、心底こちらを慕っているような実感あふれる動き。

　平成期の動画サイトに始まるダンス系モーションの進化、その極みがここにある。

「はうっ……!?」

　──やばいですわ、これは。

　ＡＩだとわかっているのに、驚くほど可愛かわいい。

　金髪をさらっと持ち上げたポニーテール。勝ち気で元気な表情。

　お嬢様然とした制服にパンクロッカーらしい鋲びようつき革ジャンを羽織った意外性。

　こればかりは機械では生成不能。ツボを心得たイラストレーターが心血を注いで作った極上のデザインがもたらす旧時代の概念『萌もえ』が、楓かえでの心臓をドキリと貫く！

「こ、声がすごい……すごいですわね。まさに自然、本人と話している気分ですわ」

　わずかに胸が高鳴るのを感じ、楓はキャラ選択画面をタップ。

　彼女が通うお嬢様学校への転入を決める。わずかなロード画面の最中、暗転した液晶に自分の顔が映り込んだ瞬間、楓は別の意味で胸を打たれる思いがした。

「な、何ですの、この気持ち悪い笑顔は……!?　はっ、わ、わたくし……!?」

　暗転した画面に映った顔が、我ながらアレだと思う程度にニヤけていた。

（……考えてみれば、ここのところ、家で誰かと話していませんでしたわね……）

　Ｓランク寮に引っ越して以来、新生徒会の業務に追われ、Ｆランク時代のように放課後大人数でワイワイと過ごすようなことがなくなっていた。コンシェルジュに家事の指示をしたり、シェフに料理の好みを伝えることはあっても、それは単なる『連絡』である。

「きっと、心が弱っているのですわ。……ええ、それだけ。決してこんなゲームの女の子にハマッたりするようなこと、大人の女として、あるはずがありません」

　そう、楠くすの木き楓はセレブなのだ。自立し、男に甘えるのではなく共に生きるパートナー。

　友だち？　作れないのではない、作らないのだ。たとえば砕さい城じよう紅ぐ蓮れんのような自分を引き上げ、高めてくれる存在でもないかぎり、何のメリットもない関係など不要……！

「利用させてもらいますわよ、『ミチル』さん」

　楓の予想が正しければ、可か憐れんや水みず葉はもまた『メタライブ！』をＤＬしているはずだ。

　彼女たちより先にミチルを攻略し尽くし、紅蓮を虜とりこにした魅力をすべて解析し尽くして、自分が最強者の隣に侍はべる唯一のパートナーに成り上がる、そう、これは……！




「恋愛代理戦争の、開幕ですわ！」




　──そして彼女は、仮想世界への扉を開き──。





　　　　＊






～一時間後～

『ん。アタシには、夢があるんだ。──あのステージの上で輝きたいって、気持ち。

　この胸で叫んでるんだ、弱いままじゃいられない、強くなりたいって』

「……ええ。その気持ちは、わかりますわね」

『だろ？　ステージでシャウトしてる時、アタシはケダモノみてーになってる。自分の中の凶暴なモノをさらけ出して、熱く熱く、こみ上げるものをぶつけてくんだ。すっげー楽しいよ、これ。……けど、けど、さぁ……』

「え？　ちょっ、お化粧を……？　あらっ、可愛かわいい。普通の恰かつ好こうもできますのね」

『ま、ジャンパー脱いで、お化粧落としただけなんだけどね？　これが素のアタシなの。気弱で、のんびりしてて、お茶やお菓子が大好きな、普通の女の子だよ』

「テンションの落差が激しい子ですわね。……少し、興味がわいてきましたわ」




～さらに一時間後～

『あちゃ～……。バレちゃったか。ゴメンね、楓かえで。このことは、秘密にしてくれる？」

「それはいいのですけど……。貴女あなた、今日はメタルのステージでしたわね？　なのになぜあんなに甘い曲を……。あんなに毎日練習して、課金でスタミナを回復してまで応援した、わたくしの好意を無にするような……！　これは、裏切り行為ですわよ！」

『ゴメン！　ホントに、ゴメン！　……言ったよね、ガ～ッとなってるメタルなアタシ。それにみんなを癒いやしたい、助けたいって優しいアタシ。……どっちも、アタシ』

「ええ、それは聞いていますけど……」

『アタシにとってはどっちも同じくらい大事で、かけがえのない夢なんだ。けど、みんなどっちかにしろって言うよね。両方掴つかめるほど、この世界は甘くないって。かけがえのない半分を捨てて、片方だけで生きろって。……ねえ、楓』

「……っ！」

『どちらも捨てられない、捨てたくないくらい大事なのに。アタシはどっちを選べば、いいのかな……？』

「どちらも、大切……。ですわよね。これは、ストーリー分岐？　Ｗｉｋｉを……いえ、甘い。初手で攻略を見るなど敗北宣言と同じ、チート行為ですわ。ここは、思うままに……！」




～またさらに一時間後～

『……ありがと、楓。ここまでアタシにつきあってくれて、本気で話してくれたの、キミが初めてだよ。すっごい練習できたけど……無理してない？　大丈夫、だよね？』

「何をつまらないことを。お金で時間が買えるのなら安いものですわ。そんなことより、しっかり夢を追いかけなさい。メタルとアイドル、ふたつの頂点を獲とるのでしょう？」

『まさかの、二冠獲り……！　本当にすごいよ、楓は。アタシにはそんな大それたこと、思いつきさえしなかったんだから。アタシの、ううん。アタシたちの夢……！」

「ええ。──Ｓランクとして得られる莫ばく大だいなＧＰに比べれば、たかだか数十万の課金などオマケ程度のものですわ。後方は心配いりません、結果で応えなさい、ミチル！」

『うんっ！　任せてよ、相棒っ！　アタシのメタル、アタシの歌。──熱く優しくカッコよく、ステージに叩たたきつけてくるからさ！』




～そして三時間後～

「くっ……！　ま、まだランキングの頂点は獲とれませんの？　課金でスタミナを回復して、数十万のガチャ装備をフルコンプしてなお五位が精一杯。上位層はいったい……！」

『ゴメン。……アタシが、力不足のせいで……。けど、諦めない。お願い、楓かえで。アタシと一緒のステージに立ってくれない？　楓がいてくれれば、アタシ、もっと頑張れる！』

「こ、これは好感度が一定を突破すると発動する受肉イベント!?　……ついに来ましたわ、わたくしモチーフの３Ｄモデルが、ミチルと一緒に歌って踊るわけですわね……！」

『えっと、端末のモデルは適応してるね。ＯＫ、３Ｄカメラで全身をスキャンして……。もしくは３Ｄモデリングデータはある？　どっちでも大丈夫だよ』

「スキャン後の３Ｄモデルにはある程度、自動処置で世界観に合う改変がされると聞いてはおりましたけど……微妙ですわね。プロポーションの調整はできませんの？」

【──３Ｄモデルプライマス・アップグレード（美麗化処置）は課金が必要になります】

「……システム音声がいきなり挟まると驚きますわね。いいですわ、買いましょう。ふふ、わたくしというパートナーを得た今、ランキングは爆上がり。確実に頂点を獲ってみせますわ、刮かつ目もくしなさい、新時代の息吹に……！」

『よくわかんないけど、カッコいい～っ！　さすがアタシの相棒だ。さあ、行くぜっ！』

「ふふ、今日はメタルな気分ですのね？　いいですわ、わたくしも熱くなりますわよ！」





　　　　＊






「……なんで勝てませんの!?」

「お、戻ってきたか」

　電子手帳端末を放り投げながら叫ぶ楓は、呆あきれた様子の声を聞いた。

「紅ぐ蓮れんさま!?　あら、ここは……教室ですわね。わたくしともあろう者が……」

「授業中どころか昼休憩、放課後の下校時間ギリギリまで『メタライブ！』漬けとかお前、ハマるにもほどがあるだろう……。担任の七なな藤ふじ先生、ガチギレしてたぞ」

「そ、そうでしたの？　……まるで目に入りませんでしたわ」

「だろうな。お前、ゲームとかアニメとか、あまり興味が無い方だったろう」

　放課後の教室。夕ゆう陽ひが差しこむ部屋の中で、紅蓮はここ数日でどこかボロッとした印象になった楓かえでの縦ロールに触れ、乱れかけた毛先を軽く整えながら言った。

「『電脳麻薬二次元没入型』『キャッキャウフフの猛毒』『現世に帰りたくない』『受肉した美少女に生まれ変わるべく手術料を溜ためてます』なんて、狂った感想がレビュー欄を埋め尽くすようなゲームだからな……。免疫がないとコロッと逝くぞ？」

「そ、そんな。そこまでおかしくなってはいませんわよ。ただこの、ミチルと話していると終わりが見えないと言いますか……。ついつい、話し続けてしまいますの」

「だろうな。こいつの本質は『コミュニケーション』の楽しさだ」

　紅ぐ蓮れんはポケットにしまった端末を弄もてあそびながら言う。

「俺も、お前も、まっとうな人間関係ってヤツが作れないままに生きてきた。利害関係やドブみたいな裏側のない、純粋にお互いを慕い合う親友──そんなものがアプリひとつで手に入るなら、そりゃ普通にハマるだろう。人間は、コミュに飢えた生き物だからな」

「紅蓮さまでさえ……そうですの？」

「まあな。だが俺は、ほどほどにつきあってる。ちなみにランキングもやってない、受肉して歌って踊ったりもしてないからな。ありゃ沼だ、ハマると死ぬぞ」

「え、ええ。……でも楽しいですわ、あのシステム。自分をモデルにした３Ｄ体で親友と一緒に歌って踊って、かつ評価される……。よりよい点を取るために努力してしまう」

「だな。アニメの世界に入り込んだみたいな気分になれるし、時間や金を突っ込めば突っ込むほど報われる、外見も課金でいくらでも変えられる。現実じゃそうはいかない」

　この世界では、無駄な努力はいくらでもある。どんなに金や時間を突っ込んでも成果が伴わないなど珍しくもない、挫折も後悔もありふれた、残酷な世界の中で。

「仮想世界は清く、美しく作られている。──だからまあ、ハマるやつはハマるんだ」

「だ、大丈夫ですわよ。わたくしはきちんと勉強もしていますし、生徒会の雑務もすべてこなした上で、ごく普通に楽しんでいるだけなのですから」

「まあ、ならいいんだが。……スカートの上についてるごついバッテリー、どうした？」

「こちらですの？　業務用の急速充電パックですわよ。旧時代は軍用装甲服に使われた、端末の充電がわずか10分で即終わるという優秀なシステムですわ」

「ンなもの持って歩きつつ、ほぼあらゆる行動を端末片手にやってる時点でどうかと思う。お前、ハマりかけてるぞ。いや、もう手遅れかもしれんが……気をつけろ」

「ふふふ。ご心配いただき、ありがとうございますわ♪」

　紅蓮の心配に、楓はクッキリと隈くまが浮いた顔で明るく微笑ほほえみ──。

「ミチルとランキングの頂点を極めたら一段落ですわ。あとはまったりしますわよ」




　だが、それから丸三日。

　楠くすの木き楓の姿は、学園から消えた──。





　　　　＊






「……ということが先日あったわけなんだが、心当たりはあるか？　可か憐れん」

「いえ、まったくありません、お兄様。ですが、強いて言うとしたら……」

「デイリーランキング、ずっとあのダメ牛が三位なのと、関係あるのかも……くらい？」

「関係あるに決まってるだろうが。……負けず嫌いだからな、あいつ」

　放課後の生徒会室。生徒会に寄せられた教師からの苦情メールを眺め、紅ぐ蓮れんは言う。

　頭痛をこらえるように苦い面持ちで額に手を当てていると、円卓の両翼に座った可憐と水みず葉はのふたりが端末を出し、『メタライブ！』の画面を見せてきた。

「ランキング戦のリザルト画面。全サーバー、トップは『ＫＡＲＥＮ』……」

「昨日は『ＭＩＺＵＨＡ』。どちらも使用キャラはミチルです。まあ、偶然ですね？」

「せこい芝居するな、というか本名でソシャゲをやるんじゃない。……プレイ開始から、一週間ちょいで全サーバーの頂点に立つとか、何をやらかしたんだお前ら」

　基本的に『メタライブ！』ではかけた時間に比例してＡＩの能力が向上する。

　課金アイテムもレッスンチケット──つまりはＡＩと交流する時間を長くするための品が中心で、ただお金を払っただけでは強くなれず、時間をかける必要があった。

　それが圧倒的に少ない新規アカウントで、海千山千の古参、それもキャラを心底愛し、自らバーチャル世界の住人にすらなろうかという連中を抑えて頂点に立つなど。

「このゲームの運営元、ご存じですか？　お兄様」

「別に気にしたことはなかったが……ん？　ＳＫソフトウェア……って、おい」

「あのだめがねの実家。つまり、あらゆる開発情報を交渉次第で手に入れられる……」

「……佐さ賀か臣とみか。そういえばあいつ、クオリアに介入する裏技を使ってたな」

「脅迫のネタに使ってはいませんよ？　知っているという事をほのめかしてすらおりません。が、佐賀臣さんの待遇改善と引き換えにぜひ、とあちらから言ってきました」

「一応家族愛はあるんだな、佐賀臣家。事情は理解したが、チートはやめとけよ」

　知らないうちに進んでいた裏工作に嫌な顔をする紅蓮に、可憐はきょとんと言う。

「ランキングの直接操作などしていませんよ？　ただＡＩを構築したシナリオライターに詳細なキャラの反応、人格設定データを裏の裏まで聞いただけです」

　それはつまり、ＡＩという魂を丸裸にする行為。

　キャラクターが心のうちに秘めた願望、緻密に設定された過去、現在、未来、すべてのデータをつまびらかにし、あらゆる情報を握ってスタートするのに等しい。

「あとは、かんたん。……こみゅにけーしょん、するだけ？　らくしょう」

「ええ。プラス、ＵＰしたステージ動画を観みた他プレイヤーによる加点ですね。私も水葉さんも最高クラスの外装をプロのクリエイターに発注、ダンスモーションも特注です」

「……これはひどい。ゲーム本編のムービー並みのクオリティだな」

「獅し子し王おう学がく園えん生徒会の強みで、クオリアが使い放題ですから♪　圧倒的クオリティで固定フォロワーが５万人ほどつきましたので、当分ランキングは独占できるでしょう」

　現行のいかなるシステムにも勝る国家遊戯ゲームの裁定システム、クオリア。

　そのケタ外れの描画力、演算力を利用すれば現実以上に美しい世界を紡ぐことができる。そうして作り上げた人類最先端クラスの美麗モデルを、可か憐れんと水みず葉はが操るとなれば。

（そりゃ当然、普通のやり方で勝てるわけない、か）

　民間システム相手にクオリアを持ち出す時点で、街の喧けん嘩かに戦車を出すようなものだ。

　しかしその圧倒的な勝利の結果が、ＡＩにどんな影響をもたらすかと言えば……。

「……嫌な予感しかしないな。ちょっと見せてみろ」

　はい、と意外と素直に渡された端末から『メタライブ！』を起動すると──。




『可憐！　待ってたんだ、もうっ。アタシのそばを離れないでよね、怖いじゃない！　え？　五分しか経たってない？　五分「も」だよ。もーっ……大好き！』




「キャラ崩壊してるぞ、おい!?」

　可憐の端末に表示された『ミチル』は、ログイン早々画面いっぱいに迫ってくる。

　ガッツリと腕を掴つかんで放さない、子猫のように甘えまくるその仕草。

　メタルの要素はどこへやら、キュートな制服姿でトレードマークの革ジャンすら無い。

「理論上最高効率のマネジメント。ネット上でプログラマー、プロゲーマー、開発技術者などを集めた専門チームによる徹底した育成で、ＡＩを屈服させてみました♪」

「……超速成教育で成果を出して、ミチルを依存させたのか」

「ええ。ＡＩプロファイリングによると、ストイックで己を高める努力を欠かさない人物と判断できましたので。その夢を叶かなえるため、最大限協力してみました」

　結果、ありとあらゆることを教わったため、ＡＩが可憐に屈服したらしい。

「ミチルは確かに、ランキング首位が目標だが。……別に叶える必要はないし、まったりプレイでも満足できる演奏ができればいい、って感じのキャラだったはず……」

「シナリオライターに提出させた裏設定によれば、彼女は優しいのでそういう態度をとるものの、実際はガチで勝負したい……と常に思い続けているらしいですよ？」

「ネタバレするな……！　ひどい、これはひどい……。動画サイトに上げたらミチル好きが大炎上するぞ、これは。効率を求めるなとは言わんが、違うだろこれは……」

『可憐！　離れないで……一緒にいてね。ずっと、ずっと！』

　ほぼ可憐のコピーのように、ごろごろと甘えるＡＩ少女を眺め、紅ぐ蓮れんはため息をついた。

「水みず葉はの方はどうだ。お前もデータをぶっこ抜いたとして、同じ方針で育てたのか？」

「うん。ちょうど、えさの時間なので。……見て？」

　エサ、という言葉に嫌な予感しかしない。

　背筋をツララで撫なでられたような悪寒を感じながら、紅ぐ蓮れんが端末を覗のぞき込こむと──。




『負けたっ……！　昨日のランキング、アタシ、負けた。水葉……！　もっとだ、もっとアタシを強くしてくれ。弱いアタシはいらない、最強のメタルをブチ込んでやるぜ!!』




「極振りか……！」

　ほんわかとしたアイドル路線と、過激なメタルがミチルの持ち味。

　だがそれはふたつのジャンルにまたがってプレイせざるを得ず、よほどうまく扱わねば、成果が分散する結果にもなる。ランキング戦の基本となるライブ画面、つまり音ゲーでは覚える曲が単純に倍になるのだから、どちらかに絞った方が当然効率はいいのだ。

「克己心が強い。すといっく。ＡＩは壊れない。だから……」

　例えるなら、トマトの鉢植え。

　土に塩をまぜた過酷な土壌で育てたものは大きく甘い実をつけると言う──。

「おもいっきりプレッシャーをかけて、超最高練度の曲だけ練習した。最短でわたし自身が受肉して、わたしが見せる最高のパフォーマンスを、彼女自身に学習させた」

「……水葉自身を、ミチルのライバル役にしたってことか？」

「うん。……この程度の音ゲー、ミスする方がおかしいから。全曲、ぱーふぇくと」

「……旧時代、ＡＩ学習型のゲームといえば将棋や囲碁と相場が決まってたが」

　言わば名人級の指し手がつきっきりでＡＩに古今東西の手を学習させたに等しい。

　水葉という規格外のポテンシャルを学習した『ミチル』は魔改造され、最強のライバルにして師と慕う水葉のもと、まさに狂犬のようなメタラーに成長していたのだった。

「最近は学習しきってるから、普通にノーミスクリアするだけでランキングが獲とれるよ。周回は必須だけど、全譜パーフェクトでボーナスを加算すれば圧倒的に数は減るし」

「余裕が出るのもわかるが。……だがお前ら、肝心なところが間違ってるぞ」

　言いながら紅蓮は自分の端末を取り出し、『メタライブ！』を起動する。




『あっ、紅蓮クン！　なになに、今日ヒマなの？　よかったらさ、これからどっか行こうよ。コンビニとかさ！』




「……これだ。見ろ、この普通っぽさ。ログインしてすぐこの反応だぞ？　まさに普通の友達と普通にそのへんでバッタリ出会ったような雰囲気、実にすばらしい」

　液晶画面中でにこやかに微笑ほほえむミチル。魔改造された可か憐れんや水みず葉はのそれと違い、制服に革ジャンを羽織ったデフォルトのままで、実家のような安心感すらある。

「日常を学ぶべきだと言っただろ。なんで強引に異常に寄せていくんだよ……」

「ですがお兄様。このＡＩ、妙に頬ほおが赤くありませんか？」

「ああ、なぜか知らんが開始三日くらいでこうなったぞ。その日を境にいろんなイベントが発生するようになったから、たぶんイベント開始のトリガーだろう」

「……いべんと。どんなの？」

「放課後にお茶に誘われたり、ライブイベントに絶対来てねと頼まれたり、家族が留守中心細いから泊まりに来てくれと頼まれたりだな。友達として頼られていると感じると、まるで父親か兄貴になったみたいで楽しいぞ。リアル妹は若干逞たくましすぎるしな」

「……電脳ＡＩ風情がこの私から妹の座を奪おうと言うのですか!?　許せません、絶対にこの世界から消し去って……いえっ、ウィルスは、最後の手段……！」

「頼むからやめろ。というか何度も言うが、ＡＩだぞ？」

　あくまで味わっているのは『気分』だ。吹けば飛ぶような幻想、夢に過ぎない。

「おまけにここ一週間、佐さ々さ木きも姿を見せないし。生徒会の仕事はオンラインでやってるみたいだが、学校に来てないのはどうなんだ、生徒会長が」

「配信者としての仕事が入ったらしく、一週間前に学園側に申請を出していますよ。何かの収録があるとのことで、十日ほどそちらにかかりきりになるとか」

「十日、ね。あと三日か。じゃあ、それまでに楓かえでの件もなんとかするとしよう」

　可憐と水葉の動き、ＡＩの育成状況。

　それに三日前に楓と話した内容を総合するだけで、紅ぐ蓮れんには事の成り行きがほぼ完全に読めている。朱あかい眼めがほのかに輝き、彼女たちという『駒』の動きが脳に再現された。

「と、いいますと……お兄様には、楓さんの現況が判わかるのですか？」

「ああ。お前らと違ってあいつは杓しやく子し定規というか、視野が狭い。状況が許せばイカサマも平気でやるが、根はマジメで育ちのよさが出てるからな」

　特に紅蓮への敗北、あれがターニングポイントだ。つまらない小細工はやるだけ無駄で、地力を上げることを優先しはじめた。遊戯ゲーム理論を学び、直感を鍛え、度胸をつけて。

　イカサマはハマれば楽に勝てる。だが見破られれば即座に弱点に化けるリスクの塊だ。実力で勝てるならそちらの方が遥はるかに安定する。それを学習した以上──。




「あいつのことだ。今も部屋にこもって死ぬほど特訓してるだろう」




　可憐や水葉のように、ＡＩのデータを解析し、最短距離を突き進むのではなく。

　アプリのルールに縛られたまま、それから解き放たれている上位者に無謀な戦いを挑み、負け続けている。なぜ、なぜと自問自答しながら、出口のない泥沼を。




「もがきながら沈んでいく。──負ける遊戯者の、パターンだよ」




　紅ぐ蓮れんの予測は冷たく、だが完璧な精度で、楠くすの木き楓かえでの状況を言い当てていた。





　　　　＊






『ごめん。楓、ごめんね。ここまでしてもらったのに、アタシ……アタシっ……！』

「……ミチルのせいではありませんわ。すべてはパートナーである、わたくしの力不足。およそ３００万円、ガチャ一万回の苦行を経て、なお……なおっ……！」

　Ｓランク学生寮、楠木楓自室、リビングルーム。

　コンシェルジュの清掃も断り、病気を口実に登校せず、オンラインで生徒会の仕事のみやりながらただひたすら『メタライブ！』に没頭し続けた七日間──。

　その過酷な戦いを示すかのごとく、テーブルには汚れた食器やコップが林立しており、Ｌ字型の高級ソファに下着姿で寝転んだ楓は、どこか薄汚れて見えた。

「人権装備と言われる、スレ解析上最高効率を叩たたき出だすステージ衣装……。わたくし自身が全力で考えた美麗モーションによるダンスパフォーマンス……さらにはユーザーの支持を得るため、衣装の布面積を恥を忍んで削りましたのに……！」

『……あ、あれは、ちょっと恥ずかしかったよ……でも、だめだったんだよね？』

「ええ。このゲームには直接メッセージを送る機能はありませんけど、ＳＮＳなどで大量に痴女だのビッチだのと罵られ……。ですが、正攻法では絶対に、あの……！」

　ここ一週間デイリーランキング一位と二位を独占し続ける最強の牙城。




　──『マジすげえ。っつーか……どこの企業だよ、これやらかしたの!?』

　──『事実上ランキング２人しかいない説』

　──『どんなシステム使ったらこんなヌルヌル動くんだよ。ありえねえよ！』

　──『いっそチートの方がまだ希望があったな……。金と技術の暴力だろコレ』




　そんな絶賛と呆あきれの混じったコメントのみが寄せられた動画は、異常のひとことだった。

　チートは使っていない。使っているシステムは共通だ。だが……。

「可か憐れんさんと水みず葉はさんに、勝てませんわ……っ！」

　まさか戦略級の機材、クオリアシステムを堂々と使い、恐らく専門家が製作したらしき極上のモーションを、可憐や水葉自身が持ち前の運動神経と美び貌ぼうを活いかして再現。

　その動き、表情、すべてが端末の簡易スキャンとは比べ物にならない超高精度で動画内に再現され、歌って踊るミニ可か憐れんとミニ水みず葉は──本人とはわからないようフィルターでの二次元化が施されているものの、それがかえって『ありえない』可愛かわいさを生んでいる。

　パートナーであるミチルに勝るとも劣らない、どころか。




　──『やべ、ミチル見てなかった』

　──『前髪のコ育成してぇ……。いくら課金したら使わせてくれますか!?』

　──『え、これバージョンアップで追加の新ＡＩじゃないの？　マジモン!?』

　──『現実にこんな美少女存在するわけないじゃん……少なくとも俺の隣にはいない』

　──『この曲、トッププロが提供したってつぶやいてたぞ。作曲家に課金すんな！』

　──『見た。超一流アーティストでワロタ。何してんスか!?』




　途切れず流れるコメントの嵐。

　楓かえではクオリアより遥はるかに劣る端末で、高難度の曲をパーフェクト。

　装備の補正と合わせてランキングトップを狙えるポイントを叩たたき出だしている。

　あとは公開された動画の再生回数によりポイントが加算され、その総合によって決まる。三位の楓と一位、二位を独占する可憐、水葉は再生回数において二ケタは違っていた。

「今の技術、機材では……これが、限界。ですわ……！」

　これがいわゆるチート行為──ユーザーを金で雇って動画を再生させる、複数の端末とアカウントを使い分けるなどして再生数を水増しするなどの不正行為ならば、まだいい。

　だがいわゆるガチ勢が血眼になって検証した結果、そんな気配は微み塵じんもなかった。

（すでに、わたくし自身がガチ勢という気もいたしますけれど……）

　課金額は、ちょっと想像したくない。少なくともこの七日間で公式ガチャにつぎ込んだ金額だけで三百万、その他もろもろの課金サービスを考えるとその三倍にはなる。

　楓の個人資産は、生前贈与された実家の株式や現金含め、かつて一億円以上あった。

　が、そのすべては時とき任とうミミとの遊戯ゲームに敗れて奪い取られ、紅ぐ蓮れんによって助けられた後も返してなどと厚顔無恥なことは言えず、彼女の手持ちの現金はかなり少なくて。

「……手持ちの現金は、もうありません。いけませんわ、さすがに、これ以上は……！」

　たらり、と冷や汗が頬ほおをつたう。

　獅し子し王おう学がく園えん内部のシステムなら、すべてＧＰで決済できる。

　しかし『メタライブ！』は学外の企業が提供しているサービスだ。

　当然ＧＰ決済に対応しておらず、日本円ないし電子通貨に交換せねばならない。

（日本円をＧＰに換算する場合、その取引上限は一か月１００万円。ですが、ＧＰの現金化は制限されていません。つまり、わたくしは依然、大富豪のまま……！）

　Ｓランクに成り上がり、紅ぐ蓮れんから支給された莫ばく大だいなＧＰ。獅し子し王おう学がく園えんという巨大組織が保障する電子通貨の総額、数十億。たかだか１０００万の課金など端数でしかない。

　が、それをしてしまえば、さすがに……バレる。

「Ｓランクの順位が変動するほどではなくとも……。１００万単位でＧＰを換金すれば、常に上位陣のＧＰ変動を監視している学内ＳＮＳに即晒さらされますわ……！」

　獅子王学園は常に上位者の隙を狙い、噛かみつかんとする弱肉強食の巷ちまただ。

　常に狙われる立場にいる楓かえでのような者が手持ちのＧＰを換金する、つまりは現金不足を露呈するようなものだ。実家に泣きつくことも考えたが、それは、あまりにも。

「っ、く──……!!」

　涙がこぼれそうになり、楓はあわてて端末から顔を背けた。

『楓？　楓？　……もしかして、泣いてるの？』

「いえ……あ、あなたには、関係ない話ですわ、ミチル……」

『関係なくなんかないよ！　もしかして、アタシのせい？　アタシが、負けたから……』

　本当に、ＡＩとは思えない。

　人が操っていると言われても納得できるほど自然に、『ミチル』は楓を心配していた。

『アタシたちは、全力でやった。それはまちがいないよ、これ以上のパフォーマンスは、普通のやり方じゃもう出せない。でもそれを上回る方法が、あの子たちにはあった』

「……ええ。それについて、見当はついていますわ」

　クオリアシステム。獅子王学園生徒会が管理する、遊戯ゲーム時代の戦略兵器。

　あのシステムを１％でも使えれば、こんなちっぽけな端末とは比べ物にならない。

　旧時代に例えるなら、個人の携帯端末と素人の小娘が、世界最先端の機材をもつ専門家チームに勝負を挑むようなものだ。勝てると思うほうが、間違っている。

「勝つなら、もっと違うアプローチをするべきでした……」

　手段を選んでいて勝てる相手では、当然ない。

　悔しさに顔を歪ゆがませ、指を噛みながら楓はつぶやく。

「可か憐れんさん……いえ、現一位、二位と同じ機材を用意し、専門家チームによるモーションの改善や楽曲の提供、マーケティングを行えば、同じ土俵には立てますわ」

『……けど、それをしなかった。わかるってことは……できる、んだよね？』

「可能ですわ。けど、それは……それは、なにかが違うと思ったのです。だって……！」

この感情は『間違っている』。

　楓はそう己を冷静に診断する。端末の中で不安げに揺れている少女に対する想おもい──。

「純粋に、あなたと私だけでトップを取ると、そう誓ったのですから。ミチル……」

『……楓。ごめんね、アタシが、弱いばっかりに……』

「ふふ、今さら、ですわよ。それに、弱いのは、わたくしも同じ……」

　気け怠だるげに端末を置き、楓かえでは『メタライブ！』を起動したままメールソフトを立ち上げた。

　数百件以上溜たまっている、未読のメッセージ。そのアドレスに記載された名前は。

「【お母様】【お父様】。……家族からのメールを開く勇気すら、ないのですから」

　時とき任とうミミに敗れた楓の破滅は、すぐ家族に伝わった。

　家族にしか譲っていない株の所有者が変わったのだ、気づかないはずがない。

　もし紅ぐ蓮れんによる救済が一週間ほど遅れていたら、楓の実家である楠くすの木き建設は直接遊戯者を雇い、《黒の採決ブラツクバウト》によって時任ミミから娘を奪い返そうとしただろう、が。

（もし、そんなことになっていたとしたら……）

　たとえ救われたとしても、楓は自分を許せなかっただろう。

「……わたくしのことを、話したことはありませんでしたわね？　ミチル」

『うん。……知りたいな、教えてよ』

　ＡＩ相手に身の上話なんて、と心のどこかで冷静な楓が嘲あざ笑わらう。

　だが今、弱った心はどうしても積もった澱おりを吐き出さずにはいられなかった。

「わたくしの家はいわゆる旧家、大昔の華族の末まつ裔えい。それだけの庶民の方々とは違うから、人の上に立つ者になりなさい、と……常々、教えられてきました」

『へえ……。そんなこともあるんだね。教育ママってやつ？』

　さりげないミチルの言葉が、刃やいばのごとく突き刺さる。

「……まさか。お母様がわたくしに教えてくれたことなど、何もありませんわ」

『へ？　でも、教わった、って……』

「教育は素人にはできない専門技能。であるならば家族は干渉せず、ただ愛のみを注ぐと。厳格かつ優雅たれ、常に勝者たれ、と──家庭教師に、教えられてきました」

　その家庭教師もひとりの人材を長く使えば、子供は依存し甘えてしまう。

　故に長くて一年、短ければ数か月のスパンで交代し、親が監修したシステムのもとで、楓は育てられてきた。厳格な教育プログラムと両親の愛、飴あめと鞭むちで飼い慣らされて。

（……紅蓮さまが転校してくるまで、そんな自分を、微み塵じんも疑っていなかった）

　常に自分は勝ち続ける、勝者の運命のもとに生まれたのだと。

　すべてが思い通りになる、と根拠のない自信にあふれ、無敵を誇っていた──あの頃。

（滑稽ですわ。お笑いですわ。この世界はそんなに甘くないというのに……！）

　自分が救われたのはただの幸運に過ぎない。たまたま最強者の気まぐれに救い上げられ、肉体や美び貌ぼうを求められたわけですらなく、疎まれさえしたのだから。

　もしも紅蓮に身体からだを求められたとしたら、こんな想おもいはしなかっただろう。自分の肉体、自分の美貌にはそれだけの価値があるのだと、プライドを再構築することもできた。

　だが、現実は──。

「わたくしには、何の価値もないと。わたくしには何も期待しないと。あの方がわたくしを助けたのは、ただ近くの席で泣かれたらうるさいから、ただそれだけだと……」

　強がりではない、純粋な本音として語る紅ぐ蓮れんに、最後のプライドを打ち砕かれた。

　財産を失い、裸で校内を歩かされ、最後に残った肉体の魅力すら無視されたのだ。

『……辛つらかった？』

「ええ……とても。ですが、だからこそ……このままでは、終われませんわ……!!」

　ギリッ、と指を握りしめて、どん底から響くように楓かえでは唸うなる。

「必ず、勝ちます。たとえＡＩであろうとも、わたくしを信じてともに戦ってくれた……ミチル、あなたに必ずや勝利の蜜を味わわせると、そう誓ったのですから!!」

　きっとこれは虚むなしい代償行為。

　友達がいないお嬢様が、話を聞いてくれるＡＩに溺れ、依存しているだけの話。

　その自覚はある。だが、あるからこそ──譲れない！

『で、でも！　じゃあ、どうするの？　あの人たちと、同じことをするの？』

「無駄ですわ。可か憐れんさんたちは恐らくダウンロード以前からランキング戦の仕様を解析し、必勝の絵を描いて実行しています。後から追ったところで、差は埋まりません」

　ならば求められるのは理外の発想。

　まったく違う何か、発想の転換が必要だ。が、それがわからない……！

「ああ、もうっ……！　どうしたら、いいんですの……!?」

　汗ばんでべたつく髪をかき上げ、シャワーでも浴びようかとソファを立った、その時だ。

　ルルルルルル……！

「着信？　……まあ、これは……紅蓮さま！　ど、どうかなさいまして？」

『どうかなさいまして、じゃないだろ……。登校しろって命令しておきながら、生徒会の役員が率先してサボってどうする。せめて学校には来いよ』

「っ……！　は、はい。申し訳ありません……！」

　スピーカー状態にした端末から流れる声に、思わず背筋を伸ばして答える。

　だがそんな反応すら、電話の主、砕さい城じよう紅蓮にはお見通しのようで──。

『負けて、悔しいか？　楓』

「……はい。この身を刻まれるかのようですわ」

『だろうな。大事なものを賭けて負ければ、誰でも悔しいさ』

　遊戯ゲームはコミュニケーションツールから発展し、人と人の仲をとりもつものとされてきた。

　が、すべてが遊戯により決まる現代においてそんな甘い考えは許されない。武力の代わりに知力、財力、発想を以もつて容赦なく相手を殴り倒し、踏みにじる。

『ただ一度の負けで命より大事なものを失う。──俺がいたのは、そんな世界だ』

「……はい」

　言葉の端々にこぼれる、紅蓮の生きてきた闇。

　その深さと濃さにはいつも圧倒される。楓かえでの人生からは想像もつかない地獄を泳ぎ抜き、そしてようやくたどり着いた岸辺こそが、ここなのだろうと──想像してしまう。

「そんな世界で、生きていくためには……。勝たねばならない、と感じますわ」

『違う。まったく違う。お前は何を言ってるんだ？』

「は……!?」

　呆あきれかえった言葉に、楓は今度こそ面食らった。

　遊戯者たる者が勝利を目指すのは当然。勝たなければすべてはご破算、終わってしまう。

　そんな当然の『常識』を、紅ぐ蓮れんは面倒くさげに否定した。

『勝ち方も大事だが、それ以上に大事なのは──負け方。敗北を認めることだ』

「負け方、ですか？」

『ああ。誰だって無限に勝てるヤツはいない。技術で可能な限りゼロに近づけたとしても、人間は本来感情の動物だ。非論理的な行動をとり、運によってまぐれが生じる限り、絶対の勝利なんてものはありえない。俺だって、いつかは絶対に負けるんだよ』

　そのいつか、を、どれだけ先に延ばせるか。

　あるいは──その『いつか』が起きた時、どのように飲みこみ、受け入れるか。

　勝負ごとに絶対はない。無限に勝ち続けることはできない。

『今はたまたま勝てている。だが明日はどうかわからない。明後日あさつては、一年後はどうだ？　保障できないからこそ、勝ってるうちに降りるし、勝てないなら逃げるべきだ』

「……紅蓮さまほどの実力があっても、ですか？」

『強けりゃ勝てる、なんてのは幻想だ』

　すがるような楓の言葉を、バッサリと紅蓮は切り捨てる。

『楓、個人としてのお前のスキルは決して低くない。それは認める』

　しかし、と前置きして、紅蓮は続けた。

『遊戯ゲームにはルールがあり、運が絡み、有利不利は周囲の条件によって変化する。フェアな条件を整えるのが前提のスポーツならともかく、遊戯にそんな義務はない』

「……ええ。わたくしも、それを利用して稼いでいましたから……」

　桃もも花かをはじめとする生徒たちをカモにして、ＧＰを搾り取っていた頃を思い出す。

　たとえばロシアンルーレット。教師をＧＰで買収、細工を施した道具を渡すことで、絶対に勝てる状況を作って勝負した。たとえばＮＧワードゲーム。盗聴器を仕込んで相手の情報を集め、勝てると確信した時のみ挑んだ、絶対勝利の方程式。

　すべて紅蓮にひっくり返されたわけだが、それまでに見続けた敗者のテンプレート。

　──敗北を認められず、いつまでも遊戯を続け、自分の首を絞めていく。

（わたくしが、それと、同じだと……!?）

　思い出したとたん、裸の背に悪寒が走った。

　ここ七日間の自分を思い出す。ただひたすら時間を注つぎこみ、金を注ぎこみ、ミチルと話してはランキングを繰り上げることだけを考えていた、ただ楽しかった。

（楽しかった、ですけど……最初は）

　そもそも、そんなつもりはなかったのだ。

『どうしようもなく負ける前に、ほどほどの負けで撤退できないヤツ。進退の駆け引きができない遊戯者なんて、突撃しか知らない軍人と変わらん。……だいたいだな』

　呆あきれた様子で紅ぐ蓮れんは大きく深呼吸すると。

『可か憐れんや水みず葉はは、俺の好みを知るためといってこのアプリをはじめた。隅々まで解析し、味わいつくすために頂点を獲とった。今、お前は何のためにこいつを遊んでるんだ？』

「そ、それは……。紅蓮さまの、ために……！」

　口に出したとたん、ハッと水をかけられたような『気づき』があった。

「わたくしは、紅蓮さまのやっているゲームを……お気に入りのキャラクターを知ろうと『メタライブ！』をはじめたのですわ。別に、勝つことは、目的ではなく……！」

『だろ。お前は弱いんだ、楓かえで。高飛車で強気に見えるわりに自己肯定感が低くて、実際は心にゆとりがない。だからちょっとしたトラブルで我を忘れ、目的までブレる』

　──そんな『弱さ』に、てきめんに効く毒がある。

『自分を必要とする存在、自分を頼る存在に愛されること。機械だとわかっていても──いや、だからこそハマっちまう。視みえるんだよ、転落の軌跡がな』

「……！」

　鋭い指摘に、あんぐりと口を開けて、楓は端末を見上げた。

　平板な液晶画面。彼女にとってはそれは、断頭台に見えた。

　傲慢な姫の首を刎はね、現実という地獄へ叩たたき落とす、断罪の刃やいば……！

『お前には勝てない。退ひけ、楓』

「……い……」

　とっさに、口を突いた。

「嫌ですっ!!」

『……なんだって？』

「……嫌だ、と申しましたわ、紅蓮さま。わたくしは、わたくしは……!!」

　甘えてしまえ、と心のどこかで叫んでいた。

　このまま最強者の甘い言葉に従い、命令という言い訳ができるうちに辞めるべきだと。

　くだらないことにお金を使ってしまいましたわ、と苦笑いすればいい、と。

　本気ではありませんでしたのよ、とでも言ってアプリを削除し、忘れてしまえ、と。

「──約束、いたしました!!　たとえＡＩとはいえ……頂点を獲ると、約束しました!!」

　相手が機械だろうが、幽霊だろうが、幻だろうがかまわない。

　約束した。こうあれかしと決めた、その誓いを。楠くすの木き楓かえでは誇りにかけて、破れない！

「ただの一度、ほんの一瞬でも!!　もう二度とわたくしは退さがりません。だって、そんな風にしていたら、いつまでも、いつまでも……！」

　ギリッ、と奥歯が鳴る。

「あなたのおそばに、胸を張って立つことが、できないではありませんか……！」

　紅ぐ蓮れんという最強者の背後に隠れて、彼だけに先頭を歩かせて。

　敗北という恐怖、いつ来るともしれぬその瞬間に怯おびえる彼を永久に恐怖させながら。

　──自分だけは能天気に、彼が望む『日常』に溺れるなどと。

「それだけはできません。わたくしは、必ず、あなたのもとへ参りますわ。可か憐れんさんや、水みず葉はさんがいるような、あなたという高みのふもとにでも……絶対に!!」

『……ソシャゲのデイリーランキングにそんな重いものを賭けるなよ。そもそも対戦相手の可憐や水葉は、まったくそんなこと思っちゃいないんだが』

「ええ。これはわたくしのひとり相撲──虚むなしい【遊び】に過ぎません」

　だが。

「【遊び】だからこそ！　本気で勝ち、負けるからこそ、楽しいのですわ!!」

『……ぷっ』

　端末から、笑い声が漏れた。

『ははははははははは!!　……面白い。面白いな、お前。そりゃそうだ、ガチでやるから面白いってものは、あるよな。そいつは俺も否定しない、間違っちゃいないさ』

「で、では……！」

『だが、課金はもうよせ。それと学校には来い。お前の「ミチル」を俺に会わせてくれよ。そこまで気合を入れて育てたＡＩだ、どんな風になったのか見てみたい』

「え、ええ、それはもちろんですわ。ですが……今日分のプレイが、まだ」

『今日は休め。そして寝て、俺の前で明日プレイするといい。──いいな？　じゃ』

「は？　あ、あの……紅蓮さま、紅蓮さま!?」

　だが返事は返ってこない。通話は切れたまま、端末はホーム画面に戻り──。

「……今日はだめ？　明日ならいい、と？　……どういうことですの？」

　紅蓮の意図がまったくわからない。首を傾かしげながらも、楓は立ち上がる。

　くんくん、と鼻が鳴り、腹にねじれるような空腹を感じた。お腹なかが空すいている、風呂にも入りたい。そう感じる程度には、煮詰まり切った心がほぐれつつあった。

「ミチル。……今日は、撮影はなし。休みますわ、おやすみなさい」

　音声入力で吹き込んだメッセージは、アプリを介してＡＩに届き。

『了解！　楓……少し、元気になった？』

「ええ。我ながら、単純ですけれど──」

　聞こえないとわかっていながら、楓かえではそうつぶやきつつ、キャミソールを脱ぎ捨てる。

　生まれたままの姿になり、シャワールームへ歩きながら。

「──大切な人の声を聴くだけで。気が晴れるものですわね」

　そう、ランキング一位には依然、こだわる。

　だが元々アプリをはじめた目的は、紅ぐ蓮れんの好みを探り、彼と話すためだったのだから。

　忘れかけていた最大の目的。そのための費用と考えれば──。




「課金した甲か斐いが、ありましたわね」




　電話一本、たった三分の通話で、三百万。

　好きな人に、心配してもらえるのなら……あまりにも、安すぎた。





　　　　＊






「……それで、なぜわたくしが食堂で働かなくてはいけませんの!?」

「課金したんだろ、三百万も。……お前な、普通に稼いだらどんだけ大変か理解しろ」

　翌日、獅し子し王おう学がく園えん、昼休憩の真っただ中──。
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　獅し子し王おう学がく園えんの学生食堂には、さまざまな世界の料理が出店している。

　ひとつの業者に限らず、ジャンクフードから各地の名店まで、ＧＰさえ支払えば好きなものを、好きなように食べられるのだ。旧生徒会の頃は大おお星ほし大たい成せいが株主だといういくつかのファストフード・チェーン店があり、ジャンクな気分の学生たちにウケていた。

「放課後四時間、夏冬休みと土日は休み。卒業まで三年間きっちり働けばちょうど三百万貯たまる計算だ。生徒会の用事がある時は、そっちをバイト扱いで同じ時給を払う」

「……もしかして、紅ぐ蓮れんさまがお出しになっているんですの？」

「勤務時間や賃金について学校側と交渉はしたな。ま、あれだけ啖たん呵かを切ってみせたんだ。きっちり働きながら強くなれ。ミチルとはまったり無課金で楽しめよ」

「そ、それでは、ランキングが獲とれませんわ！　どうしろと……！」

「心配するな、もう十分すぎるほどガチャって装備も実力も上がり切ってるだろ。デカいアップデートで環境が変わるまでは、十分トップを狙えるはずだ」

　赤と白のストライプ、ハンバーガーショップの制服に身を包み、レジに立つ楓かえで。

　いつもの制服よりさらに短いスカートの裾すそを押さえる彼女に、紅蓮はメニューを指して。

「とりあえずアップルパイといちごシェイク。ポテトのＳも頼む」

「……はい、承りましたわ。ＧＰ決済でよろしいですわね？」

「おう。ところで楓、お前のミチルを見せてくれ」

「今、仕事中ですのよ？　……いくら他にお客がいないとはいえ……いけませんわ」

「ま、それもそうだな。休憩時間まで待ってるよ、人が育てたミチルと話すのも楽しい」

「可か憐れんさんや水みず葉はさんの子がいるではありませんの」

「あれは極端すぎて参考にならん。修羅の住人とヤンデレ風味じゃ癒いやされない」

「もう。……わかりましたわ。少々お待ちくださいまし」

　言いながら、楓はポケットから端末を取り、そっとカウンターに滑らせる。

「ロックは外してありますわ。ご挨拶だけなさって、待っていてくださいまし」

「おう。じゃ、ちょっと借りるぞ」

　タッチパネルに指を滑らせ、『メタライブ！』を起動する。

　出現したミチルの姿は、紅蓮のものとほぼ同じだ。ベーシックに成長し、彼女本来のパーソナリティを保ったまま、かつ課金と十分なコミュを通じて育成された姿で。

「よう、ミチル。俺は楓の──まあ、友人だ。ちょっといいか？」

『もちろんだよ！　楓の友達ってことは……もしかしてゆうべ、電話をくれた？』

「ああ。あのまま煮詰まってたらヤバそうだったからな」

『そう。──ありがとう』

　現実とリンクした仮想世界。ミチルもまた放課後のゆるい時間を過ごしているらしく、夕ゆう陽ひに染まった教室をバックに、彼女はニコリと微笑ほほえんだ。

『君、優しいんだね』

「そうでもないさ。ドン底まで堕おちてから拾うより、今持ち上げた方が楽なだけだ」

『ふふっ、素直じゃないんだね。ところで、さ。ツンデレくん』

「どうした？」

　ミニスカートを翻し、忙せわしく調理する楓かえでの後姿を眺めながら話し続ける。

　するとミチルは声をひそめ、わざわざ内緒話を装って──。

『今日のデイリーランキング。前日一位と二位がまだ参加してないんだけど？』

「だろうな。シンプルな話……」

　不思議そうなミチルから目を離すと、紅ぐ蓮れんはそっとステンレスの調理器具に目をやる。

　磨き上げられた鏡面に映る人の姿。チラチラと物陰に隠れてこちらを窺うかがう──。




「……お兄様ったら、なぜ、楓さんのバイトになど……!?」

「ぐれん、さま。……制服好き？　だとしたら、わたしも……」

「許しません！　お兄様の寵ちよう愛あいを受けるのは私です、引っ込んでいなさい！」

「あの、ポテト買ってきていいですか？　油のにおいをかいでるとお腹なかがすくので」

「我慢しなさい、桃もも貝がいさん！　今出たのではあの女め狐ぎつねの企たくらみを暴けません！」




　可か憐れん、水みず葉は、オマケの桃もも花か。

　夢中になってこちらを監視している今、『メタライブ！』どころではなく……。




　いくら戦っても勝てないのならば。

　──戦わせずに、勝てばいいのだ。




「ツートップが消えるんだ。あとは普通にプレイするだけでランキング一位は獲とれるだろう。そもそも盤外戦で勝ちに行く方が悪いんだし、な」




　そもそもランキングにこだわっているのは、楓だけだ。

　他の二人はどうせなら、と情報収集のついでに悪ノリした程度でしかない。

　より優先度が高い紅蓮が動けば、そちらに釣られて忘れてしまうくらいに──。




「遊びの世界くらい、真面目に……正しくやってる奴やつが、勝ってもいいさ」

『そっちのことは、よくわからないけど……』

　ＡＩにはわからない。

　外の世界を認識しない、だがそれでも何かを感じたのだろうか？

『君、とってもいい人なんだね？』

「まさか。最低の悪党だよ」

　正々堂々と立ち向かうのではなく。

　くだらない策を弄ろうして勝ちにいく時点で──とても、いい人などと呼ばれる資格はない。




「お待たせいたしましたわ。いちごシェイクにポテトＳ……」

「アップルパイは？」

「あ！　……しょ、少々お待ちくださいまし！」




　注文の品を持ってきたかと思いきや、ぱたぱたと駆け戻る楓かえで。

　そんな彼女を眺めながら、いちごシェイクを手に取る。

　ストローをくわえながら振り返り──。




「可か憐れん、水みず葉は、桃もも貝がい。そんなとこで見てないで用があるなら来い、おごってやるから」

「おごりですか!?　おごりとあらば即参上、桃貝桃もも花か、見参です！」

「参上と見参がかぶってるのはどうにかならないんですか!?　……お兄様、そんな事よりなぜ楓さんの就職などお世話しているのです、何か深い意図が……!?」

「……おもちゃつき、もんぽけせっと。ぽてとＬで」

「ああはい、注文は少々お待ちくださいまし[image: ][image: ]っ！」




　誘ったとたん寄ってくる桃花、ぷんすかと怒る可憐、マイペースな水葉。

　そんな騒がしい連中に囲まれながら、紅ぐ蓮れんはクスリと微笑ほほえんでいた。





　　　　＊






　そして、翌日──。




「デイリーランキング……二位でしたわ。また……また、勝てませんでした……！」

「……いや、これは反則だろ。予想外にもほどがある」




　がっくりと肩を落として教室にやってきた楓の縦ロールに、慰めるように触れる。

　片手で端末を起動。アプリ画面、『メタライブ！』運営からのお知らせには──。




『完全新規モーション！　ユーザー提供楽曲をカバー！　伝説のバーチャル配信者・ササキ・サキ、ついに実装です！』

『はいはーい、どもどもー。えーとご存じないかと思いますけど、ひとまず名前だけでも覚えてくださいね。佐さ々さ木きの咲くで佐々木咲さき、佐々木咲ですのでー！』




　どこかで見たことのある、クオリアで受肉したと思おぼしき高解像度の笑顔。

　やたら滑らかなモーション。獅し子し王おう学がく園えんの校章を背負い、あざとくチラチラ見切れさせながら歌って踊るその姿は、どこか既視感があって……。




「こ、公式動画がデイリー一位とか誰得ですの……!?　だいたい佐々木さんより、うちのミチルさんの方がずっとずっと愛らしく、素直で、いい子ですわよ！」

「……俺得かな。ちょっとやりたい。二次元に転生してる分本物より好感度が上がる」

「お兄様!?　──させませんよ、それだけは断じてプレイ不可とさせて頂きます!!」




　ドタバタとした騒動が続くそことは、別の場所──。




「あのね、佐々木クン？　生徒会長としてたまには授業に出たらどうかネ」




　獅子王学園、理事長室。

　来客用のソファを占領し、ごろごろと寝転がる佐々木に、部屋の主──

　獅子王学園理事長、獅子王創はじ芽めは呆あきれ顔がおで言い。




「出てますよー？　理事長先生のとこに来てるんですから、カウントしてください」

「保健室登校ならぬ理事長室登校というのもどうかと思うが。友達いないのかネ？」

「というよりヘタに登校して、遊戯ゲームを挑まれたら断れないですしおすし。学園最弱として可能な限り保身しようかな～、と。ＧＰは紅ぐ蓮れんさまに返すものですしね」

「欲がないねェ。紅蓮クンなら、普通にくれると思うんだが……」

「かもしれませんけど甘えちゃダメだと思うんですよ、佐々木です。それに初の企業案件こなしたばっかりですし、変に教室で騒がれたら恥ずか死にます、ボッチとして！」

「君がボッチだったら、地球上にコミュ障なんてモノは存在しないヨ」




　そして、説明を求める可か憐れん、水みず葉は、デイリーランキング一位を奪わんとする楓かえでの連合軍により、獅子王学園生徒会管理棟を舞台に『佐々木狩り』が始まったのは。

　それから数時間後、放課後すぐのことだったという……。
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　休日の都会は、不思議なことで一杯。

　特に、オシャレした男女が仲なか睦むつまじそうに手を繋つなぎ歩いている姿はＵＭＡ級の謎。

　カップルの存在を疑問視しているわけじゃない。

　カップルたちが『オシャレを意識し、着飾っていること』が不思議で仕方ないのだ。

　彼ら彼女らが異性と仲良くするのは、その先の『交尾』を見据えているからだろう。

　その意見には諸説あるかもしれないが、人間が生物である限り、遺伝子に刻まれた命題のひとつは間違いなくそれのはずだ。

　だから、わたし──御み嶽たけ原ばら水みず葉はは、疑問に思わずにいられない。




　──どうせ交尾するときには脱ぐのに、なんでわざわざオシャレするんだろう。




　男も女も服にお金をかけて、化粧や髪型のセットに時間をかけて、必死で外面を繕う。

　それが大事だと言われていることを、知識としては知っている。でなければヒトというイキモノに対する知識量が物を言う頭脳戦や心理戦のたぐいで勝ち抜けない。

　だから男女が普通はそうするものだという情報は、この脳のう味み噌そにインプットされている。

　ただそれは実体験から得た体感ではなく、因数分解やら故事成語やら英単語やらと同じ、座学で詰め込まれた『ただの知識』でしかない。

　過去の偉人がどんな偉業を成そうと、歴史上の凄惨な事件を聞かされようと、どこまでも他ひ人と事ごとでしかないのと同じように、わたしにとってオシャレしたがる男女の気持ちなんてただの事象だった。

　それなのに、どうしてだろう。

　幸せそうに着飾って、キラキラした笑顔を向け合いながら歩く人達を見ていると、胸のあたりがきゅっと絞めつけられる。

　病気を疑い、《陰陽相克ダブルフエイス》の応用で身体機能をセルフチェック──たぶん、正常。

　だとしたら、この気持ちは。

　呆あきれるほどに子どもじみた、至極シンプルな感情の発露。




『うらやましい』




　何をやっているのか、どうしてそんなことをするのか、全然理解できないのに。

　心の奥底からそんな気持ちが湧き上がってくるのを止められない。

　紅ぐ蓮れんさまに敗北し、一緒に日常を取り戻そうと約束してから、こういうことが増えてきた気がする。

　まだまだ日常のことはわからないけど。

　この気持ちに正直に、オシャレに挑戦してみたら、何か変わったりするかもしれない。

　紅ぐ蓮れんさまの大好きな『日常』を手に入れることができたら──。




　わたしのこと、今度こそ、好きになってくれるかな？





　　　　＊






　……ピピピピピ……！

　短い電子音に微睡まどろみを阻まれ、砕さい城じよう紅蓮はＰＣデスクの前ではっと目覚めた。

「いかんな、寝落ちしてたか……。くっ、おまけに話題もずいぶん流れているな」

　デスクトップＰＣで学内ＳＮＳを開き、さらに外部の呟つぶやき型ＳＮＳと同時起動。二つのコミュニケーションツールを同時使用して過ごした週末の夜、追いかけた話題は──




「おお、やっぱり十一話の出来は高評価だな……！　一話単発で観みた勢は的外れな意見が多いが、一話からきちんと追いかけていれば刺さるシナリオだ。最終回が楽しみだな」




「ん？　……ちゃんと観てないな、こいつ。いかん、心が乾く。非表示設定にして、と」




「！　こ、これは……！　みごとなファンアートだ、これが神絵師降臨というヤツか！　うむ……うむ、尊い。実に尊い。『いいね』を１００個ほどつけてやりたい……！」




　砕城紅蓮。裏から学園の頂点に君臨する最強遊戯者。

　彼が最近週末ごとに、ベッドで眠ることすら忘れて熱中する趣味とは……！

「ああ……実に心癒いやされる。実況コメをひたすら見つつリアルタイムで観る深夜アニメは、まさに文化の極みだな。制作会社に全力で貢ぎたい気分になってくる」

　牙も毒も抜け落ちたのほほんとした面持ちで、ひたすらＳＮＳに投稿されるコメントを見て一喜一憂。高評価に頷うなずき、辛辣な意見に悩み、誹ひ謗ぼう中傷は見なかったことにしつつ。

「……いつか俺も参加したいところだが、どうしたものだろう。正直どう言ったものか、さっぱりわからん。だいたい、見てるだけでも死ぬほど楽しいしな……」

　学内、外部ともにＳＮＳのアカウントを取ってはある。

　だが顔見知り数人のみのフォロワー（それ以外は怖いので拒否）に向けて、趣味の食玩の開封だの、買い物のお願いだの日常トークを送るのが限界で、外と交流はできずにいる。

（いっそ由ゆ留る木ぎか佐さ々さ木きにでも、教えを乞うてみるべきだろうか……）

　アイドル声優とユーチューバー。ある意味ＳＮＳの申し子とも言えるコンビのＳＮＳ力は、紅ぐ蓮れんのそれを遥はるかに超えている。遊戯ゲームが絡めば話は別だが、そういった操作や誘導を伴わず、純粋な善意で楽しむとなると、どうしたらいいかサッパリわからない。

（まあ、不特定多数に媚こびる必要もない。別に今のままでもいいんだが）

　そんな風に結論づけて、再びネットを楽しみはじめる。

「とりあえず映像ソフトをまとめて買って、関連グッズもポチッておくか。……しかし、そろそろ置き場に困るな。嬉うれしい悲鳴ではあるんだが」

　引っ越してきた当初は空っぽ同然だった私室に、どんどん私物が増えていく。

　正直それは嬉しい。遊戯者として世界を渡り歩いていた頃、宿泊先は超高級ホテルだの軍事基地だのセキュリティ最優先で、豪華な設備もオシャレな内装も馴な染じむ暇がない。

（手荷物なんてロクになかった。──リュックひとつに収まる分がせいぜいで）

　どんな大金があろうと、使うヒマもなく。小さなアニメのグッズひとつ持ち歩くにも、許可がいる。すべては自分を檻おりに閉じ込め、利用し尽くすための鎖で──。

（……本当に、幸せだ）

　鎖をちぎり、こうして自由を手に入れたことが嬉しい。自分の思い通りに時間を浪費し、同じ楽しみをもつ人たちと、顔が見えずともつながりあい、共感できる喜びよ。

「ま、それはいいとして……顔でも洗ってくるか、さすがにベトベトする」

　それをしみじみと噛かみしめつつ、ようやく椅子から立ち上がる。

　まずは洗面所で顔を洗う。それからミニ冷蔵庫の安コーヒーと牛乳をグビリ。一杯やって胃腸を活性化したら、可か憐れんが作ってくれているはずの朝食をいただく。

（今日は日曜日。学校は休みだが……可憐は、登校する予定だったな）

　昨日の夕食の席で聞いたスケジュールを思い出す。何やらここ数日、砕さい城じよう家のリビングでは可憐、楓かえで、水みず葉はのトリオによるポーカー大会が開かれており。

（チップこそ少々おかしいが、負け分が罰ゲームみたいなものだと思えば、まあ）

　遊びとして許容できる範囲では、ある。

　事実やたらとピリピリ殺気立ち、策略を駆使し、陰謀をめぐらせる勝負の賭け代は──。

「可憐と楓は生徒会の仕事で休日登校。楓のやつはバイトもあるからまず来ないだろうし、可憐が戻るのも夕方だから……今日は、ほぼ水葉と二人きり、か」

　賭けたのは時間。『ＧＯＴ』──紅蓮様おしゃべりタイム、というチップである。

　結果、本気で圧勝した水葉がトップ、12時間のふたりっきり権を獲得。

　辛うじて食い下がった可憐、フルボッコにされた楓は顔を出せなくなったのだ。

「まあ、とはいえ……別にどうってこともないけどな」

　ふたりきりだからといってドキドキするほど、紅蓮に俗っ気はない。

　お気に入りのアニメのヒロインの恋模様ならともかく、対象が自分自身となると一気に没入感というか、現実感が吹っ飛んでしまうのが現状である。

「もう少し恋愛脳になるべきかもしれんが……現状、相手が家族枠ばかりというのは少々爛ただれ過ぎだ。他の候補も正直、女として見るには無理があるし、そもそも……」

　──ラブコメは、ただ見てる方が楽しい。

　そう結論づけ、ひとまず紅ぐ蓮れんは歯を磨こうと洗面所の引き戸を開いた時。

　むわりと、艶つややかな湯気が覆いかぶさるように漂ってきた。

「……も？」

「は……!?」

　口に歯ブラシをくわえ、振り返る『水みず葉は』。

　状況は考えるまでもない。浴室のドアが開いたままだ。

　部屋にこもる熱気と湿度、シャンプーと女の汗が混じった甘い香りから、朝シャワーを浴びていたのだろう。火照った体を冷ますためか、身につけているのは下着のみ。

　それも下半身のみで、水滴が曲線をつたう上半身は──首にタオルを一枚かけたきりで、うっすらと白い布が揺れるたび、左右に豊かな胸が跳ねる軌跡と薄桃色の尖とがりが覗のぞく。

「……おはよ、ぐれんひゃま。かお、あらう……？」

「いや、それ以前の問題だ！　……悪い、今出る！」

　家族枠にはドキドキしない。そう考えていた紅蓮だが、迷わず前言を撤回する。

（──これは、噂うわさの──ラッキー・スケベというヤツか！）

　思わぬ日常コメディシチュに胸が躍る。エロスそのものというよりは、漫画やアニメでさんざん見た状況を自ら再現したというのが大きくて、驚くほどときめいた。

（似たようなシチュは前もあったが、あの時は……！）

　水葉が家にやってきたばかりの時だ。

　風呂に入っている紅蓮のもとへ、半裸の水葉が乱入してきた。

　だがあれは遊戯ゲーム期間中で、しかも水葉側からのアプローチである。

　やはり厳密に言えばラッキー・スケベとは、男のミスによって引き起こされ、最終的にはツッコミ的にブッ飛ばされる感じで清算されるべきなのだ……！

　そんな、バカなことを考えていたせいだろう。

「……うおっ!?」

「あ……」

　言い訳をするなら、水葉のせいでもある。

　彼女はバスマットを使いたがらない。いつも濡ぬれたまま風呂を上がり、タオルで身体からだを十分拭かずに歯を磨いたり髪を乾かす癖がある。そのせいかいつも掃除をする可か憐れんはカビの原因になると怒っており、今日も床はびしょびしょに濡れていたのだ。

　結果、慌てて出ようとした紅蓮の足はツルリと滑り。

　……ドッタ───ンッ！

　派手に水みず葉はを巻き込んで、前のめりに転がったのだった。

「いたたたた……。すまん、事故だ、水葉。というかこの状況、我ながら完璧すぎる……。動画に録とっておくべきだったかもしれん、なんという絵に描いたような……」

「らぶ、しーん？」

「？　違うだろう、この場合は、どっちかといえばドタバタハプニング……おい」

　下敷きになった水葉が、紅ぐ蓮れんの首に手を回す。はだけたタオル、露あらわになった胸を紅蓮のパジャマに引き寄せながら、薄紅色の唇くちびるをぷるんと揺らして──。

「……いいよ。きて？　むしろ……イク？」

「来るな。どこへだ。これじゃ、オチがつかないだろう……！」

　一発ぶん殴ってくれればオチたのに、などと考えつつ、さして未練もなく身を離す。

「……いい、のに」

　水葉は寂しげに身をくねらせる。その口元を汚す白いものは、歯磨きの泡だ。

　くわえているのは歯ブラシで卑ひ猥わいなものではないのだが、下着で床にへたりこんだまま言われると、いけないことをしているような気分で背徳感と罪悪感が増す。

「生あい憎にく、俺が良くない。……だいたいいつ入ってきたんだ、水葉」

「ベランダに鍵、どうせかかってないし……」

「まあ、そりゃそうだが」

　水葉は今、ベランダに作った段ボールの『巣』──簡易的な寝床で寝起きしている。

　同居状態によるトラブルを（主に嫉妬した可か憐れんが）嫌い、可能な限り接点を減らすため空になった桃もも花かの巣を徴発して作ったものだが、なし崩しに今も続いていた。

（……そういえば）

　こうした朝のトラブルを避さけるため、見張りをしているのも可憐だった。

　朝シャワーの習慣がある紅蓮との接触を阻むため、きっちり監視していたのだが。

「……可憐が消えたとたんにこれか。偶然と言うより……必然か？」

「さあ……なんの、こと？　ふふふ……♪」

「腰をグラインドさせるんじゃない。いいから放せ……！」

　それから数分。しがみついてくる水葉の手を逃れ、脱出するまでにかかった時間だ。

　砕さい城じよう紅蓮と御み嶽たけ原ばら水葉。

　ふたりきりの休日は、こうして始まる……！





　　　　＊






「……とは言うものの、あまり特別なことをするわけでもないんだがな」

「ん。……でも。今日は、でーと……だよ、ね？」

　今日の朝食は和定食。可か憐れんが用意しておいてくれた白いご飯と、桃もも花かの実家から大量に送られてきた野菜の糠ぬか漬づけ、キャベツ中心のサラダと塩しお鮭じやけ、ソーセージ。

　鮭もさることながら、ソーセージが美う味まい。フライパンに少量の水を入れて茹ゆでつつ、最後に油で炒いためて皮をパリッとさせており、肉のうまみとジューシーさが引き立つ。

　パリッ、ポリッと音をたててそれを口にしながら、紅ぐ蓮れんは、ん、と相あい槌づちを打った。

「デートと言えばデートか？　ふたりで買い物に行くってだけだが」

　今日することはすでに決まっていた。水みず葉はの強い要望により、二人で服を買いに行くことになったのだ。

　どうしていきなり服を欲しがるのか紅蓮にはわからなかったが、水葉が日常的な希望を口にするのは珍しい。

　ここで一いつ気き呵か成せいに日常サイドに引きずり込めたら最高だという狙いもあり、紅蓮は二つ返事で了承した。

「異性がふたりでいっしょに出かける……国語的に考えて、でーと。ただしい」

「そういうもんか？　とは言うものの、ひとつ大きな問題があるぞ」

　紅蓮は醤しよう油ゆ、水葉はケチャップを少々ソーセージにつけて食べている。肉を頬ほお張ばる彼女の茫ぼう洋ようとした顔を見つめながら、紅蓮は問題を提起した。

「俺に女性服の良よし悪あしを判断するスキルはない。──これから買いに行くのは普段着、つまり一番着る頻度の高い服だ。それなりに『普通』のセンスが必要じゃないか？」

　つまり必要なのはそのセンスを有する人材である。

　正直紅蓮が出かける時、主に制服を着ているのはそれが一番面倒がないからだ。可憐が紹介してくれたコーディネートで決めることもあるが、それ以外は何もわからない。

「可憐を連れていくのが無難だが、それが嫌なら楓かえでか……桃もも貝がいはやめよう、あいつの服は作業着しかアテにならん。佐さ々さ木きとか、あのへんなら頼りになるんじゃないか？」

「……だめ」

「なぜだ。……合理的な理由は？」

「ない。けど……ぜったい、だめ」

　ぷくっと頬ほおを膨らませてすねる水葉に、紅蓮は思わず苦笑した。

「お前も、そういう顔をしてると可愛かわいいな。──妹っぽくて」

「……それは、うれしい……けど、わたしは、どちらかといえば、お姉ちゃん」

「ああ、年齢的には年上なんだしな。とはいえ、どっちかといえば」

　もぐもぐと健康的にご飯を食べる水葉。部屋着がわりにしているジャージ姿もあって、どことなく田舎いなかの学生っぽい。そんな野や暮ぼったい姿は、裸身よりよほど好ましくて。

「妹というか、幼おさな馴な染じみっぽい感じだな。もしそうなら、もっと……」

「……すきになって……くれた……？」
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　どこか探るような言葉と、不安げなまなざしに。

「今も好きだよ。そんな顔するな。──性的な意味はないがな」

「……それは、ざんねん」

　けど、と水みず葉はは言いながら。

「でも……好きだって言ってもらえて、すごく、うれしい……！」

　親に好意を示されて、得意げに喜ぶ幼子の笑顔。

　だがそれだけに純粋で、穢けがれない水葉のそれを見つめながら、紅ぐ蓮れんは和やかに微笑ほほえんだ。

「そういうことなら二人で買い出しか。普段の買い物なら学園のモールで十分だが」

　獅し子し王おう学がく園えんには、生徒限定のコンビニやショッピングモールが存在する。

　生徒手帳を提示することで入場でき、価格は一般的な店より安く、かつＧＰ決済。ほぼこれらの施設を通して買えないものは存在しないため、外に出ることはあまりない。

「けど、あそこはちょっと普通の買い物には向かないからな」

「……ひとが、いないから」

「ああ。ゾンビが出てきた後生存者が立てこもってる店みたいだ」

　シンプルな話、利用者が学生と教職員しかいないため、店の規模に比べて驚くほど客がいない。人間の店員も非常に少ないため、雰囲気がひどく寒々しいのだ。

　煩わしくない、レジ待ちなどの面倒がないという理由で好む学生も多いが、買い物気分を味わうために、賑にぎやかな学外の施設を好む者もそれに劣らずいる。

「駅のあたりに出るか。あのあたりなら服屋も大量にあるしな」

　獅し子し王おう学がく園えんの最寄駅は『池いけ袋ぶくろ』である。

　幾度かの大戦、天災、再開発などを経て街並みは大きく変わっているものの──大規模な商業施設、東京都内の繁栄したエリアとしての立ち位置は昔と同じだ。

「うん。……服、これでいい？」

「ジャージはさすがにマズいだろう。学内モールならそれでいい気もするが……」

「なら……制服くらいしか、ない」

「無いから買いに行くわけだしな。まあ、制服デートってのも悪くないさ」

「せいふく、でーと……！」

　目を輝かせて水みず葉はは頷うなずき、食べかけのご飯を一気に口に運ぶ。

「きがえて、くる。……たべおわったら、すぐ。……しゅっぱつ？」

「ああ、いいぞ。そんなに急がなくても……ゆっくりでいいんだが」

「だめ！」

　水葉はぱたぱたと駆け、リビングの中にかけてある自分の制服を取り。

「……ちょっとでも、早く、長く。あなたといっしょに、いたいから……だめ」

　胸の前に当て、鏡の前ではにかみながら、そう言った。





　　　　＊






「旧時代のメディア情報だと──昔、池袋はそうとうな危険地帯だったらしい」

「そう、なの？　……普通の、大都会にしか、見えない。……あんぜんそう」

「俺もそう思うが、かなり大規模なギャングの勢力争いがあったり、その過程で超能力者だのモンスターだのが徘はい徊かいしたり……と、かなりの記録が残されているそうだ」

　制服姿の紅ぐ蓮れんと水葉は連れ立ってＦランク寮を出て、歩きながらそう語る。

「……それ、ほんと？」

「さあ、わからん。大戦の混乱と戦後復興のドサクサで、昔のデータは混こん沌とんとしててな。歴史資料とされてきた記録映像が実はドラマだった……なんてことも何件かあった」

　かつて人類は選択を誤り、滅びの淵ふちにまで追い詰められた。

　第三次世界大戦──『大戦期』と称される地獄。

　ありとあらゆる広域兵器、戦略兵器のロックが解除され、地球滅亡すら真剣に囁ささやかれた修羅場は、今や昔。

　歴史教育の場である程度語られるのみになったが、それにより人類社会には大きな影響が現れた。

　可能な限りの武器、暴力の廃絶を目指し、諸問題の平和的解決を目的とする。

「せいりょく、あらそい……。どんな事、したのかな。やっぱり、かーど……？」

「担任に聞いたところ、昔は暴力で物事を解決する頻度が今より格段に高かったらしい。死人が出ることこそ滅めつ多たに無かったそうだが、今じゃ考えられない話だな」

「うん。今、それをやったら……」

「根こそぎまとめて逮捕されるな。とはいえ、今の遊戯ゲームだけで物事を決める風潮も、それはそれで偏ってるとは思うが。どっちがいい、なんて言えやしないし」

　言う資格もないと思うけど、と紅ぐ蓮れんは口の中でつぶやき、初夏の空を見上げる。

　青く澄んだ夏の空。じわじわと蝉せみの声が響き、紫外線が肌を突き刺して──。

「空は綺き麗れいだ。……天気もいい。歩いて行くには、いい日だな」

「うん。……掴つかまって、いい……？」

「？　ああ、歩くのが速すぎたか」

　振り返ると、水みず葉ははちょうど紅蓮と三歩ほど離れた位置を歩いていた。

　おっとりしているように見える水葉だが、その身体能力は人間離れしている。この程度の距離を歩いたところでバテることなどないだろうが、この暑さはまた別だろう。

　うっすらとブラウスに汗が浮き、ブルーの下着が透けている。肌が白いせいか、かなり暑そうな様子を見て、紅蓮は肘をそっと差し出した。

「辛つらいなら掴まっていいぞ。──早めに店に入って涼むとするか」

「うん。……ええ、と。どのお店に行くとか、きまってる……？」

「問題はそれだ。……正直、どれがいいのかサッパリわからん」

　検索しても、『池いけ袋ぶくろ』『レディース』『普段着』などのワードだけで数十件は出る。

　それぞれに違いや得意分野、ブランドに差があるのだろうが──。

「区別がまるでつかん。防御力とか補正ステータス値とか基本スペックとかいっそ角でもついてるとか、素人でもわかる違いが欲しいところだな……。値段しか差がわからんぞ」

「……このおみせ、いい。こう、ぴっちりしてる……！」

「いや待て水葉、その服は布面積が少なすぎる。……水着か？　遊戯の定石ならともかく、最先端ファッションの尖とがりぶりだけは、俺にもさっぱりわからんな……」

　パリ最先端モードだの、アメリカンモテカワスタイルだの、大仰なコピーに惑わされる。この中から一軒を選んで向かう、というのはかなりハードルが高かった。

「ダメだ、決まらん。……ヘルプを頼もうと思うんだが、いいか？　水葉」

「へるぷ。……用意してあったの？　そんなの」

「こんなこともあろうかと、な。朝あさ人とにいざって時のナビを頼んでおいた」

　言いながら、紅蓮は日陰を探して水葉を誘導する。とことことついてくる彼女とともに、古びた家屋の塀に身を寄せて、わずかな日陰で涼みながら端末を操作し──。

『朝あさ人と、俺だ。水みず葉はの服を買いに行こうと思うが、オススメはどこか知らないか？』

『ＯＫ』

　メッセージアプリの連絡に、返信は即座に返ってきた。

『池いけ袋ぶくろ駅前でいいんだよね？　どんなスタイルが好みとか、あるかな？』

『……正直サッパリわからんから、初心者向けで頼む。初期装備が揃そろえばどこでもいい』

『なら、店員にすべてお任せできるスタイルの店がいいんじゃないかな？』

　朝人が勧めてきた店のＵＲＬを踏み、地図を起動する。

　現在位置からそう遠くない、池袋駅近くのショッピングモールの服飾店。

　ＡＩによる服コーデと店員による手厚いアドバイスが売り、だそうだが──。

『……この店、カップル専用って書いてあるぞ？』

『そうらしいね。ふふっ、できれば僕が一緒に行きたかったな（笑顔のスタンプ）』

『冗談に聞こえないからやめろ（おこスタンプ）』

『本気だからね。……水葉さんと一緒なら、大丈夫じゃないかな？』

　そこまでのやりとりを終えて、メッセージアプリを一度閉じる。腕にしがみついている水葉は、可か憐れんより少し背が高い。が、その懐いたしぐさは、妹のそれと重なって──。

「この店なら専門家がアドバイスしてくれるそうだ。ＡＩのコーデもあるらしい」

「……なるほど。便利そう」

「ああ。ただ、カップル専用らしくてな。表向き恋人同士、みたいな設定が必要だが」

　紅ぐ蓮れんがそれでいいか？　と言葉を締める、その前に。

「──いい」

「いいのか？」

「うん。……すごく、いい。行こう、そこ……はやく！」

「突然乗り気になったな……。ま、いいが」

　水葉も女の子なんだな、としみじみ思う。

　遊戯者として人格を壊された過去があり、今も後遺症に苦しんでいるというのに。

「……ありがとう。紅蓮、さま。あとついでに……」

　腕を組んだままメッセージアプリを操作して、水葉がスタンプを送信するのが見えた。




『ありがとう』




　アプリに標準登録されている顔文字風の、あまり可愛かわいくないものだったけど。

　自分ではない誰かに、他人をヒトと認識してお礼を言えるようになったのだと思うと。




「それじゃ、今日。とりあえず店を出るまでは、恋人同士ってことで」

「……うんっ！」




　ヒトらしくなった笑顔の水みず葉はと腕を組み、かりそめの恋人は歩いて行き。





　　　　＊






「……これ、いいと思う。わんぽいんと、かわいい……」

『お客様。そちらは対象年齢、八歳のお品となっております。少々──』

「そう？　……かわいいのに。試着だけでも……ぱんあんまん……！」

「おい。ピチピチすぎる、やめとけって……！」




　子供向けのキャラクターが描かれた超ミニサイズのＴシャツを試着。

　案内役のＡＩＢＯＴの突っ込みを受けつつ、凄すさまじくピチピチに張りつめた胸を寄せて上げる水葉に、苦笑したり。




「部屋着が何着か欲しいと思ってたんだが……適当なジーンズとＴシャツでいいか」

『こちらはいかがでしょうか？　今年のベストプライス、レビューもご覧ください』

「☆５が多いのはいいが、妙に自動翻訳っぽい文章ばっかりなのが気になるな……」

「……いんちき？」

「ま、そこまで疑ってもしかたない。じゃ、こいつを適当に貰もらおう」




　こだわりなく、適当なジーンズとシャツを包んでもらい。




「……見て。どれが、このみ？　……これとか、これとか、これとか……どう？」

『とてもよくお似合いです。スキャン結果によるカップ計測をご利用ください』

「？　……紅ぐ蓮れんさま、いない。どこへ行ったの？」

『お連れさまでしたら、お客様が下着を手になさるとすぐお店の外へ出られましたが』

「……にげられた。……ひどい、ぐれんさま」




　下着を手に試着室から声をかけてくる水葉の囁ささやきを聞く前に、素早く退散し。




「これだ。……気に入った、このシリーズをまとめてここへ届けてくれ」

『かしこまりました。……よろしいのですか？』

「当然だ。これはいい、俺の好みだ。見ろ、このわけのわからん柄の靴下。どこの世界に『ねりからし』をモチーフにした衣類なんて考える奴やつがいるんだ。天才の発想すぎる」

「……わからない。その、せんす……。でも、それが、いい？」

「俺好みではあるな。どうせ部屋着にする。外で履はくものじゃないからいいだろう」




　変な靴下をゾロゾロと山ほど買い込んでご満悦だったり──。

　恋人同士という設定だから、特別なことをするわけでもない。

　ただふたり並んで買い物をするだけの数時間。だが、その間、ずっと。




「……ふふ、ふふふ……♪」




　御み嶽たけ原ばら水みず葉はは、ずっと──笑っていた。





　　　　＊






「俺の好みで良かったのか？　……ＡＩが勧めたコーデの方が評価値は高かったが」

「いいの、これで。……目的は、わたしが似合う服を買うことじゃなく」

　アパレル店を出ると、制服を着替えた紅ぐ蓮れんと水葉は、そっとお互いに視線を送る。

　紅蓮は無難に、店員が勧める定番の品を一式と部屋着を買った。

　黒のスキニージーンズを中心に、夏らしいさわやかなＴシャツを合わせたスタイルで、目を惹ひくような魅力はないが、悪目立ちするようなちぐはぐさもない。

　無難で地味めな、学生らしいチョイス。着ていた制服はまとめて自宅に送ってもらい、手ぶらになった身軽さで、休日のショッピングモールを歩きながら。

「……あなた好みの服を、買うことだから。これが、いい」

「そうか。……なら、いいんだが」

　にっこりと笑む水葉の服は、涼しげで軽めの紅蓮とは対照的だ。

　身体からだの線を隠すようなロングスカート。薄手の生地を使っているとはいえ、豊かな身体のラインを覆うカーディガンと黒縁の伊だ達て眼鏡はこの季節、少し暑そうで──。

「名付けて『おしゃれを頑張った図書委員』コーデ。いいじゃないか、学生らしくて」

「としょいいん……したこと、ないけど。そういうものなの？」

「いいだろ、イメージの問題だから。可か憐れんもそうだし、水葉もそうだが……美人すぎて、時々心配になるからな。まあ、簡単にやられるようなお前らじゃないのは確かだが」

　妙な男に目をつけられて迫られたり、ストーカーがついたりする可能性もある。

　紅蓮の好みもあるが、地味な装いを選んだのはそうした事態を心配する親心もあった。

「……そうなったら、遊戯ゲームで解決したら、いいと思う。大丈夫。むしる。……内臓まで」

「そういうわけにもいかないさ。途上国なら、逆にそれでいいんだがな」

　さまざまな店先を冷やかすように、水みず葉はと並んで歩く。

　書店、雑貨屋、アクセサリーなどなど。客層は学生中心で、池いけ袋ぶくろ駅にほど近いおかげか人の出入りはかなり激しく、ガラの悪い若者も多いようだ。

　だが、そんなイキった若者たちすら、紅ぐ蓮れんにとっては微笑ほほえましい。武器どころか、それより遥はるかに危険なモノ──裏の遊戯ゲームで潰し合う、海外のスラムに比べればだが。

「水葉、海外へ行った経験はあるか？」

「……ない。紅蓮さまは……当然、あるよね？」

「まあ、それなりに。……基本的に先進国ほど、問題解決を遊戯で行う割合が低い。警察や司法が仕事をしてりゃ、わざわざ当事者間で決着をつける必要がないからな」

　だが先の大戦の爪痕が濃く残った地域、法の届かない途上国などは違う。

「国や警察、マフィア、大企業みたいな連中が群雄割拠してるような国じゃ、トラブルを血を流さずに裁く手段が遊戯しかない。必然的に触れることも多いが──」

　日本のような平和な法治国家では、その必要がない。

　遊戯による決着はほぼ社会の上層部や裏の世界でのみ行われ、一般的な人々の暮らしはごくありふれた法と秩序と常識によって、トラブルもなく回っているのだ。

　──平和に溺れた愚か者は、どこにでもいるが。

　こちらをコソコソと見ている他校の生徒はその典型例だろう。頭を変な色に染め、無頼を気取っているのだろう、崩した着方の制服姿でたむろしている少年たち。

　そんなささやかな犯行すら、可愛かわいらしい。

「……俺が『日常もの』が好きなのは、それもある。トラブルを当事者の殺し合いめいた遊戯で決着することなく、話し合ったり、許し合うことで穏やかに終わるのが」

　自分の置かれた闇の世界、裏社会の醜い奪い合いと違いすぎて……癒いやされる。

「海外の紛争地帯やスラム街じゃ、あんなのんきな顔した不良なんて存在しないからな。運よく十歳まで育つのは三分の一、それ以降の生きる道は、ほとんどすべて犯罪が絡む」

　そんな難易度ルナティックな、しかし確実に存在するクソゲーじみた世界より。

「……この世界は、いい？」

「悪くない。いや、それどころか……最高かもな」

　冗談めかして紅蓮は笑う。

「獅し子し王おう学がく園えんみたいな場所は例外だ。街を行くほとんどの人は幸福で、生まれた時から続く平和を疑うことなく生きていく。お前はくだらないと言うかもしれないが、悪くない」

　次代のエリート、表社会と裏舞台、両方に君臨する指導者を育てる教育機関にあるのは、容赦ない格付けで人生を決する競争社会と、陰謀と駆け引きの乾いた人間関係。

　そんな世界に疲れた紅蓮にとって、休日のショッピングモールのぬるい空気は、まるでぬるま湯のような温かさと、不思議な居心地のよさを感じさせていた。

「もうそろそろ昼過ぎだ。ついでだ、何か食べたいものはあるか？　水みず葉は」

「くりーむしちゅー。……ぶたがとろとろに煮えてるやつ、おいしい」

「ふむ、洋食か。たぶんレストラン街にあるだろう。手を洗ってから行ってみるか」

　靴下などの軽めの衣類が入った紙袋を水葉に渡すと、紅ぐ蓮れんは間近の手洗いを指差した。

「水葉も行くか？　それなら荷物は俺が持つが」

「いっしょに個室に入っていいなら、よろこんで。……しーしー、する？」

「しない。悪い冗談はよせ、幼児じゃあるまいし、なんでいい年した男女が同じトイレで用を足さなきゃならんのだ、意味がわからん」

「……なにごとも経験。やってみるときっと、キモチいいかも……ね？」

「無邪気な笑顔で変態プレイを要求するな。いいから、待っててくれ」

　まったく、と苦笑しつつ、トイレの前に水葉を残して手を洗う。

　新築されたばかりのショッピングモールだけあって設備は綺き麗れいで掃除も行き届いており、手早く済ませてしっかりと手を洗い、戻ってみると。

「ねえねえ君、可愛かわいいね。……どこの学校？　あんま遊んでなさそうだけど」

「俺たちバンドやっててさ。この辺じゃちょっと有名なんだぜ。お茶とかどう？」

「……？」

　ふたりの男に挟まれて、きょとん、と首を傾かしげている水葉。

　髪を茶色と黄色に染めた大学生風の二人組。いかにもチャラい空気を演出し、壁に背中をもたれて立っている水葉を両側から挟むように立って、にこやかに笑いかけていた。

（まさか、こいつは……!?）

　紅蓮はカッと靴音を立て、トイレから飛びだすように水葉のもとへ駆け寄った！

「おいっ！」

「は!?　何あんた、この子のカレシ？」

「今ちょっと俺たちお話ししてンだけど……ってお前、何だよ、デバイスこっち向けて！」

「すまない。だが、これはナンパというヤツだろう？　こうグレードの高い女の子が待ち合わせとかで立っている時、どこからともなく現れて踏み台になる感じの」

「は!?　……ふざけてんの？」

「ふざけてなどいない、俺は真剣だ。真剣に、非常に感動している。まさか現実にこんなアニメみたいな行動をとるチャラ男が存在するとは……。記念撮影、いいですか？」

「へ？　き、記念撮影？」

「お願いします。……はい、チーズ」

「えー……？　は、ちー……ず？」

　疑問符を頭に浮かべたまま、よくわからない笑顔を浮かべるナンパ男たち。

　その間に挟まって写真を撮ると、紅ぐ蓮れんは満足げにカメラロールを確認して。

「よし、いい写真が撮れた。それでは、我々はこれで。どうぞ今後も頑張ってください、日々殴られたり蹴られたりと、かませポジションを続けるのは大変でしょうが……」

「な、殴られねえって！　つーかさらっと帰んなよ、まだ話終わってねえぞ！」

　呆あつ気けにとられた男達の隣をすり抜けて立ち去ろうとする。

　が、ギリギリで我に返った茶髪の男に肩を掴つかまれ、止められた。

「まだ何か？　これから食事に行くので、よそを当たって欲しいんですが」

「さっきからかませかませって……。つーか、てめえその子の何なんだよ！」

「！」

　ぴくりと水みず葉はが反応し、わずかな期待のこもった視線を向けてくる。

　すると紅蓮は、部外者に対する丁重な態度、一応の敬語を崩さずに──。

「俺の同居人で、家族です。それが何か？」

「ふ～ん……。カレシってわけじゃないんだ。ならどうよ、キミ。俺らと行かない？」

「おごっちゃうからさ～。カラオケとかどう？　きっと楽しいと思うんだけどな！」

　敬語が裏目に出たのだろう。紅蓮の丁寧な態度を弱腰と勘違いしたのか、男二人は強引に身を乗り出すと、立ち去ろうとした水葉の手を強引に掴む。

　少女の肌に指が触れた、その刹那……！

「は？　……触らないで、ごみ」

　すっ、と穏やかだった眼めが細く、鋭く、スイッチが切り替わるように変化する。

「あなたごときが、紅蓮さまが選んでくれたこの服や、紅蓮さまのモノであるわたしに、触っていいとでも思ってるの？　……この、くず」

「は、はあっ!?　何だよその言い方、ンなクソ地味な服がどうしっ……」

　た、と茶髪の男が言い終える、その刹那。

　シュッと水葉の瞳が鋭さを増し、しなやかな腿ももが刃やいばのごとく──

　──ズムッ!!

「え……!?」

　驚きに満ちた水葉の声。茶髪の男の後頭部へ突き刺さるはずだった靴の、爪先が。

「……気は済んだか、水葉？」

「ちょっ……今、蹴りやがったな!?　てめえも、なんで、俺を……」

　水葉と茶髪の男の間に割って入った紅蓮は、避よけもせずに受けていた。

　肘を曲げ、上腕の筋肉を盾に直撃は防いでいる。容赦なき水葉の蹴りに、シャツの内側はさぞ大きな痣あざになっていることだろう。が、紅蓮はそんな痛みを決して表に出さず。

「え？　え……!?　ふぇ……!?　ぐ、ぐれん、さま……!?」

　困惑しきった様子で狼狽うろたえる水葉に、紅蓮は諭すように告げる。

「水みず葉は。──ここは、『日常』の場だ。暴力と遊戯ゲームでけりがつく、そんな世界じゃない」

　相手が遊戯に脳を茹ゆでられたような連中相手なら、先に手を出した方が悪い、で終わる。

　だが、ここは『日常』の場だ。理不尽に奪い、奪われることなどない世界において──その世界で生きていくのなら、その世界の法則、ルールに合わせなければならない。

「彼らの態度は悪い。が、だからといって、暴力はよせ。……いいな？」

「……っ！」

　恥ずかしそうに水葉は顔を真っ赤にし、泣きそうな顔でうつむく。

　蹴りの勢いにビビッていた男達、特に危害を加えられそうになった茶髪の男は、そんな少女のしぐさに対し、紅ぐ蓮れんと水葉、ふたりを交互に眺めながら──。

「い、いきなり蹴ってくるとか……。なんだよそいつ、イカれてんじゃねえの!?　うわっ、顔は超カワイイしスタイルいいのに、もったいね～……。クソダサ服以外完璧なのに！　髪の色もちょっとヘンだし、もしかして病気？　だったらゴメンねー、なあ！」

「！」

　心無い言葉に、ビクリと水葉は震え。

「……ごめん、なさい」

　搾り出すような声で、謝罪した。

　その視線の先は男たちではなく、紅蓮だが──茶髪の男にはそうは見えなかったらしく。

「は？　声ちっちゃくね？　もっとデカい声でさ、てか詫わびるつもりがあんなら誠意よ、誠意。いっそその場に土下座ってみてくんね？」

「お、おい。……そこまでしなくてもいいだろ」

「黙ってろよ、俺蹴られかけたんだぞ!?　そのくらいしてもバチは当たらね……！」

　深々と頭を下げた水葉の髪を、男は鷲わし掴づかみにしようと手を伸ばす。

　だが、その指が髪に触れる寸前……！

「水葉は、しっかり謝っている。お互い怪け我がもなかった。これ以上……」

「ひっ……い、痛、イテテテテテテッ!?　か、関節が……折れるぅ！」

「俺の家族に、理不尽を押し付けるのはやめてください。──これは、最後の警告だ」

　腕をネジ上げ、紅蓮は熾おき火びのように光る朱あかい瞳を茶髪に向けた。

　単純な力、腕力では年齢の分茶髪の方が上だろう。だが紅蓮は技術で巧みに関節を極きめ、動きを制圧している。素人ではないことがわかるのか、彼は怯おびえたように叫んだ。

「わ、わかった、わかりました！　ごめんなさい、ボク調子に乗っちゃいました！」

「っ！　お、おい！　やめろ、暴力とかサイテーだぞ！　警察呼ぶからな、てめえ！」

「そうですか。ところで」

　腕を押さえて半べそをかいている茶髪を、もうひとりの黄髪がかばう。

　端末を手に通報しようとするその手を押さえ、紅蓮はそっと男の耳に囁ささやいた。

「──余計なお世話かもしれませんが、恋人の手綱はしっかり握ってください」

「は!?　な、なに言ってンの、きみ……!?」

　狼狽うろたえる男に、紅ぐ蓮れんは自分のデバイスをそっと見せる。

　たった今撮ったばかりの記念撮影、ナンパ男たちの顔が認証され──通っている大学、所属ゼミから出身校、さらに所持しているＳＮＳの表と裏アカウントまでが。

「な……な、なっ、こ、これ、い、え？　なん、で……!?」

「素直に帰るなら、何もかも忘れる。秘密は守る──今すぐ、消えろ」

「は、はいっ……!!」

　黄色の髪をした男は、大慌てで茶髪の男を抱えて立ち去っていく。

　その後ろ姿を眺めながら、紅蓮は端末を操作。たった今、裏社会の情報ルートを通じて得た彼らの個人情報を削除し、閲覧したという記録と証拠を消しながら。

「髪が黄色い男の方は、茶髪の方と小学校からの同級生だ。隠しアカウントで茶髪と自分の夢小説というヤツを匿名で発表していた」

　内容まではさすがに読まなかったが、端末に紐ひもづけられたメールアドレスで創作サイトのアカウントを取っていたため、その内容を掠かすめ取られるハメになった。

「匿名とはいえ、自分の弱点を世界に発信する心理はわからん。だが、この手の脅迫は、あまりいい手段じゃない。……できれば、やらずに済ませたかったんだが」

　傷つき、怯おびえきって逃げ出した黄髪の男。

　怪物を見るような目は、紅蓮の胸に小さな棘とげとなって突き刺さり、軽く疼うずいていた。

「表の人間相手に、あまり手荒な真ま似ねはするな。……今、暴力は問題解決の手段としては下の下でしかない。いつものお前らしくないぞ、水みず葉は」

「……ごめん、なさい」

「謝ることはないさ。むしろすまなかったな、ひとりにして」

　うつむいたままの水葉に視線を合わせ、顔を覗のぞき込こむと。

「水葉、お前……!?」

「っ……！　ぐすっ、んっ……み、みない、で……！　ばかっ……！」

「……泣いてるのか。そんなに、あのナンパ男が怖かったのか？」

「ちがう。あんなの、こわくない。……どれだけいても、百人いても、こわくない」

　けど、と水葉はぐずりながら、端正な顔をくしゃくしゃに歪ゆがめて言う。

「……ださく、ないもん」

　それは決して譲れないモノ。

「紅蓮さまが選んでくれた服。私の、大事な、たからもの。……ださくなんか、ない」

「そんなに、気にしなくてもいいんだぞ。……俺のセンスも、普通とは言い難いしな」

「ううん。普通とか、どうでもいい……！　世間とか、滅びたってかまわない。あなたが……紅ぐ蓮れんさまが、わたしの基準だから。あなたがいいというものが、わたしの」

　すべてで、なによりも、大切なものだと言っていた。

　涙を浮かべた瞳が、捨てないでと言うかのように、服の裾すそをつまむ指先が。

「わたしの、大切なものだから。……あなたのために、変わりたいのに」

　うつむく姿は、あたかも枯れて萎しぼんだ花のように。

「変われなかった自分が、恥ずかしくて、情けなくて……涙が、出るの……」

　衰え、弱りながらも美しく涙する家族を前に、紅蓮は胸を突かれたような痛みを感じた。

「……そういうことか」

　水みず葉はは遊戯者としての自分を、紅蓮によって潰された能力開発機関による処置で得た、異形の精神や肉体を変えようとしている。紅蓮が望み、そして彼女が願うカタチ。

『日常』を生き、愛する妹や自分自身を傷つけることのない、平和なモノへ──。

「けど、わかんないの。『普通』って、なに？　『あたりまえ』って、どういうの？」

　まったく異なるルールのもとで、御み嶽たけ原ばら水葉は生きてきた。

　弱肉強食、暴力と謀略、駆け引きによって成り立つ世界。だがそのルールは日常という舞台では役に立たず、それどころか暴走をうながす悪癖となってしまう。

「どうしたらいいのか、わからない。……わたしは、きれいなの？　みにくいの？　この髪は、わたしの、おきにいり。けど──投薬と遺伝子処置で変わった、この色は」
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　そして水みず葉はは言葉を切り、自分の髪を何度も指で掴つかみながら。

「『ちょっとヘン』なの？　……わたしは、へん、なの？　わからない……よ……」

　うつむいて震える少女の、細い肩。ゆったりとした服の中に隠れた柔らかいハートが、心無い言葉で深く傷つき、痛みを感じて血と涙を流し続けているのだ。

（……しくじったな）

　こんなありさまでは、人の気持ちのわからない奴やつと言われても反論できない。

　もっと世慣れた人間──たとえば何事にもそつのない朝あさ人とや、人当たりのいい佐さ々さ木き。日常における立ち回りを知っている人間なら、誰も傷つけずに事態を収められたはずだ。

（いや、問題すら、起きなかったかもしれないな……）

　そう思うと、自分がしたことは結局、誰かを深く傷つけただけだ。

　あの茶髪や黄髪はもちろん、助けようとした水葉さえも、深く、深く──。

「変じゃない。お前の髪がおかしいのなら、俺の【眼め】も十分、おぞましい」

　それはカラダに刻み込まれ、決して消えない罪の烙らく印いん。

「俺は──俺たちは、怪物だ。この世界に紛れ込んだ、遊戯者という怪物なんだ、水葉。だから……人間たちの世界に紛れ込むには、この世界のルールを学ばねばならない」

　傷つけあい、殺し合い、騙だまし合い、奪い合う、そんな世界から脱出するために。

　穏やかで平和な、『日常』を手に入れるために──。

「だから、俺は学びたい。日常で生きる術すべを身につけて、【人間】になりたい」

　そう言いながら、紅ぐ蓮れんはそっと水葉の手をとる。

「お前が変なら、俺も変だ。変なものの同類同士、一緒に行こう。それと」

「……それ、と？」

「水葉は、可愛かわいい。それはあいつらも認めていた。俺の選んだ服は不評だったが……お前が可愛いという点で、俺とあいつらは同じ意見で、一致している」

　つまり、と紅蓮は言いながら。

「御み嶽たけ原ばら水葉。──お前は【普通】に可愛いんだ。それは、揺るぎない事実だよ」

「かわ、いい。……わたし、が？」

「ああ。これでひとつ、確かなことができた。……こうしてひとつずつ、わからないことをなくしていけばいい。それでもまだ怖いか、水葉？」

　ヒトは未知なるものを、最も恐れる。

　子供のように泣いていた水葉の恐怖。それもまた、『未知』に由来するモノだ。

【日常】という、これまでとはまったく異なる世界の法則。ルールのわからない遊戯ゲームを続けていくことへの恐怖が、彼女を不安定にさせていた、はずだ。

（──だと、思うが）

　そう分析した紅蓮だが。

「……うん」

　こくりと小さく頷うなずき、泣きはらした顔を微笑ほほえみに変えて。

「こわく、ないよ。……あなたと、一緒なら」

「……ああ」

　水みず葉はの手をとりながら、その結論は間違っていなかったのだと。

　そう考えつつ、紅ぐ蓮れんは彼女をエスコートするように立ちあがらせる。




「……さて。邪魔は入ったが、クリームシチューを食べに行くとするか」

「うん。……でも、その前に、お礼がしたい。助けてくれた、お礼……」

「家族を助けるのにお礼も何もいらないだろう。気持ちだけ受け取っておくよ」

「……お礼に、ナンパをしてくれて、いいんだよ？　あの男たちみたいな感じに、わたしを密室に連れ込んで、いろいろと……すごいことをしても、だいじょう──」

「大丈夫じゃない。そんな冗談が言えるとは、もうすっかり平気らしいな」

「うん、もうへいき。……冗談じゃ、ないけど……♪」




　ぎゅっと強く、恋人にそうするように腕にしがみついて喉を鳴らし、甘えに甘えて。




　──これは怪物の物語。




　日常を求め常識を学び、争いなき世界に憧れる。

　二匹の怪物の、束つかの間まの休日の物語だった。
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　──砕さい城じよう家、ある日の夕食。

　メニューはイタリアン。ニンニク、トウガラシ、春菊を炒いためてベーコンを加え、軽めにオリーブオイルを混ぜたオイルソースで和あえた生パスタだ。

　そのふんわりとした芳香を胸いっぱいに吸い込むと、いやがうえにも食欲が掻かき立てられる。すき焼きの脇役程度にしか思っていなかった春菊が、みごとメインを張っているのだ。

「こいつは美う味まそうだ……！　可か憐れんの料理は、いつも新しい世界を見せてくれるな」

「ふふふ。そんな、お恥ずかしい。全世界の美食を味わい尽くしたお兄様のようなお方に、お出しするのはとてもとても緊張します。今、お水をお持ちしますね？」

「頼む。世界の美食、ねえ。確かにまあ、よくわからん飯は食わされたが」

　襟をきつくネクタイで締め、誰とも知れぬ偉いオッサンオバサンと囲む食事は、ただの外交や接待、業務の一部でしかない。美味い不ま味ずいなど、感じる余裕がなかった。

　だが、こうして『生活の一部』として可憐が作る料理は、美味い。それだけで日常生活にぱっと華やかな色がつくようで、紅ぐ蓮れんは三度の食事を楽しむようになっていた。

「水みず葉ははいないのか？　いつもならそこで待ってるだろう」

「今は楓かえでさんの所です。……ＧＯＴを二時間ほど消費しましたので（ぼそっ）」

　……聞き捨てならない単語が耳に入ったが、食事が不味くなりそうなのでスルー。

（まだやってるのか、あの頭の悪い制度……）

　主に水葉、楓、そして可憐が遊戯ゲームの賭け代としてやりとりしている仮想通貨。

　紅蓮様おしゃべりタイム、略してＧＯＴ。要するにそれを消費している間はお互い手を出すことなく、ふたりきりの場を作るよう協力するというものなのだが──。

「別にいいが、この間まで桃もも貝がいだの楓だのがゾロゾロ顔を出してただけに、ふたりきりだと少しばかり寂しいな。動画サイトかＷＥＢ配信でも見るか？」

「いえ、お兄様。今はこのふたりきりの静寂を、楽しませてくださいません？」

「まあ、それはそれでいいんだが……って、何だ、その恰かつ好こう!?」

　すっと先のすぼまったシャンパン・グラスを手に現れた妹、可憐の姿に思わず突っ込む。

　見事にくびれた腰から伸びた豊かな太腿もも、脛すね、室内用のハイヒールを履はいた足までの極上ライン。それを包むのはタイトなドレス、そのまま政財界のパーティーに出ても違和感がまったくないような、黒く光沢のある流れがあらゆる雄の視線を釘くぎ付づけにする。

「飯時に化粧までして。……この間はウェディング・ドレスだったが」

「お兄様には一番美しい可憐を見て頂きたくて♪　……お気に召しませんか？」

「綺き麗れいだよ。綺麗だが、お前には少し早いな。……大人になってからも楽しめるスタイルを、子供のうちからする必要はないんじゃないか？」

　美しいとは思う。隣に座って微笑ほほえむ所作から漂う色気、妖艶さは大人と子供のはざま、少女の醸すそれとしては最高だろう。その趣味のある人間なら、我慢できないはずだ。

（……俺には正直、逆効果ではあるんだが）

　どれほど美しくとも、化粧の香りより汗ばむ人の臭いの方がいい。

　前者は嘘うそと見み栄えが混ざるが後者は正直だからだ。しかし、その感覚は紅ぐ蓮れん個人のもので、誰かに押しつけるものではない。だからこそ何も言わず、素直に美しさを褒めた。

　すると可か憐れんは、すっとグラスを紅蓮の前に置いた。そしてミネラルウォーターのボトルを捻ひねり、キャップから冷えた清浄な水を注ぎ、そして──




　──チンッ♪




　ガラスの底に金属がぶつかる、硬質な音が食卓に響き。




「おい、可憐!?」




　蒼あおいダイヤを豪ごう奢しやに飾った時価数億円の指輪。

　それをミネラルウォーターの底に沈めたグラスを兄に向けて──。




「お兄様。……結婚、しませんか？」




　砕さい城じよう可憐はほのかに頬ほおを赤らめて、しっとりとねだるようにそう言った。





　　　　＊






「……と、いう事が先日あったんだが、うちの妹は本気でヤバいかもしれない」

「うん。相談してくれたのは嬉うれしいけど、その判断かなり遅いと思うよ、紅蓮」

　翌日の放課後、教室にて。いつものごとくほとんどの生徒は昼には帰宅し、空になった教室で、紅蓮は帰宅しようとする朝あさ人とを呼び止め、相談を持ちかけていた。

　話題は当然、昨日受けたばかりのプロポーズ。後ろの席である朝人に合わせ、いつもと逆向きに座った紅蓮は、椅子の背もたれに顎あごを乗せながら癖のある髪をいじる。

「だよなぁ……。俺も年齢のわりにいろんな経験をしてきたつもりだが、さすがに実の妹にガチでプロポーズされる日が来るとは思わなかったぞ」

「というか、この国だと法的に不可能だと思うんだけど。どうするつもりなのさ」

「当然、そこは俺も突っ込んだんだが……」

　突然のプロポーズの直後、否いや応おうなく頭に焼きついた一連のやりとりを再生すると。
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『……落ち着け、可か憐れん。俺とお前は実の兄妹きようだいだ、オーケー？』

『はい、オッケーです♪　永遠に途切れぬ兄妹の絆きずな。これはもはや運命では？』

『運命かどうかは知らんが厳然たる事実だ。そして兄妹は結婚できない、イエスだろ？』

『ノーです♪　……法が問題なら法を変えれば問題ありませんよね？』

『独裁者かお前は。いや不可能とは言わんが……近親婚解禁なんぞやってるヒマがあったら、為政者にはもう少しマシな結論を出してもらいたいぞ、俺は』

『この国では少々難しいかもしれませんが、世の中には経営のアレな小国が多くあります。そのあたりにお金で話をつけ、私とお兄様の戸籍をこう……』

『おおっと、突然ブラックな香りがしてきたぞ……？　お前な、それは犯罪だぞ』

『バレなければ犯罪は成立しません。そもそも私達遊戯者は、表の世界では犯罪スレスレのグレーゾーンですから、今さらというものでしょう。つまり』




　そして可憐はキラリ☆と瞳を夢見るように輝かせ──。




『お金と少々の遊戯ゲームを以もつてすれば、法を変えることなどたやすい事。私とお兄様の戸籍を血のつながらぬ存在として作成させれば、まったく合法的に結婚が可能です♪』

『法の抜け道を探すんじゃない！　守れ、法を！　というか落ち着け、可憐！』

『いーえ、今日という今日は我慢できません！　ふふふふふふふ、お兄様……。永遠に、私と結ばれ、血の絆きずなを愛というクサリによって補強いたしましょう♪』

『待て、おい！　……迫ってくるな、可か憐れん！　正気に戻れ！』

『正気です、至って正気です。ふふふ……赤ちゃんの名前はどうしましょうか☆』

『──退却!!』

『ああっ、お兄様!?　お兄様、窓から飛び降りるなんて……お兄様[image: ][image: ][image: ]っ!?』




　と、そのような修羅場があり。




「水みず葉はがたまに夜中に出かける用のロープが、ベランダから地上へ降りてなかったら……今頃俺は子供の名前を考えてたかもしれん。そのくらい危険だったぞ」

「……そこまでくると笑えないね。どうするつもりなのさ、紅ぐ蓮れん。今日、帰れる？」

「キツい。……人間関係の変化に伴い、あいつにかまう時間が減ってるからな。可憐も、寂しがってるんだと思うんだが……どうしたもんかな」

「それで今日、授業に出なかったんだね。紅蓮がサボるとか珍しいとは思ってたけど」

「可憐と顔を合わせたら今度こそ捕獲されかねんからな。適当に避難してたんだよ」

　学園の裏に君臨した今、紅蓮の自由は未いまだかつてないほど広がっていた。

　生徒会の仕事、統治者としての義務は影武者である佐さ々さ木きや副会長の可憐に丸投げだし、かつては世話に多少の手間を食っていた楓かえでや桃もも花かといったお荷物シスターズも自立した。

　残ったのは水葉くらいだが、『お兄様とふたりきりの時間を過ごそうなど言語道断！』と称して可憐が生徒会の業務のために拉致ることが多く、ひとりの時間は劇的に増えて。

（正直、超満たされた……。その代償がこれだと思うと笑えんが）

　溜ため込こんだゲームを消化し、前々からやってみたかったプラモデルの製作や、電子書籍のコミックを堪能。おひとりさまで楽しめる娯楽を追求し、まさに至福のひとり暮らし。

　逃走中時間つぶしに入ったマンガ喫茶でのドリンクバー三昧やネトゲ体験に至るまで、これまでの闇に浸つかった暮らしでは考えられない自由と、喜びに満ちている。

　──が、その開放感はすべて可憐に責任を押し付けた結果であり、そのストレスから妹が暴走したのかと思うと、紅蓮の胸はチクチクと刺すような罪悪感に苛さいなまれていた。

「……いつもの可憐なら、こんなことはしない。仕事のしすぎだろう、可哀かわい想そうに」

「そうかなあ……かなりやりそうだよ、正直。今まで実行してなかったのが不思議だね」

「お前の見方は間違ってるんだ。可憐はいい子だぞ、実の兄の俺にはよくわかる」

「そこは否定しないけど、近すぎると視みえないものもあるんだよ、紅蓮」

「そういうもんか？」

　首を傾かしげる紅蓮に、朝あさ人とは邪悪に笑んで言った。

「──兄さんが健在だった頃、僕はこっそり何度も姫ひめ狐こ姉さんに接触してたよ？」

「不倫……って言うのかな、それ……」

「手は出してないよ。デートは全部断られたし、まったく相手にされなかった。けどその筋目を通すカッコよさにまた惚れ直したね。……はあ、姉さん……本当に素敵だ」

「相談に乗るフリして推しを語るのやめろ。お前ただのろけたいだけなら帰れよ……」

「呼び出しといてそれはないだろ、紅ぐ蓮れん。じゃ、結局どうしたいのさ？」

　朝あさ人とが聞き返すと、紅蓮はいつもの彼らしからぬ悩み顔をして。

「……俺は可か憐れんが好きだ。愛してる。『家族』としてな。今、俺は人間に戻ろうとしてる最中だ。正直男女のことなんてわからんし、当分恋愛する気はないんだよ」

　そもそも実の妹だしな、と続けてから、紅蓮は悩ましげに顎あごを掻かく。

「だから何とか、可憐にそのことを改めて教え、兄離れしてもらおうと思うんだ。その点、お前のような彼女持ちのリア充ならいい方法を思いつくかと思ってな」

「そう評価してもらえたのは光栄だけど、僕は姫狐姉さん以外の女性の評価は……そう、消しゴムのカスくらいにしか見えないからね。その点、普通じゃないかもしれないよ？」

「やっぱりまともじゃないな、お前も……。一歩間違えたらストーカーだぞ、それ」

「僕もそう思うよ。で、その『普通』じゃない僕としては」

　この場に女性が居れば、ほうっと見み惚とれてため息をつくだろう。

　それほど美しい白はく皙せきの貌かおに、妖しい笑みを薄く浮かべて、白しろ王おう子じ朝人は続ける。

「好きなんだ。本当に、大好きなんだよ。だから紅蓮のすべてがほしい。綺き麗れいなところも、醜いところも、汚いところも、なにもかも知りたい。離れていくのが怖いから、つながりを極限まで強くしたい。離れたくない、だから相手をつないでしまいたい──」

「……束縛、監禁系のヤンデレとしか思えないんだが……」

「一歩間違えたらそうなるだろうね。ただヘタな拒絶は相手を傷つけるだけだし、そうなれば保とうとしたつながりまで壊れてしまう。そういうのは、嫌なんだよね？」

「そりゃあ、そうだな。……何度も言うが、俺は可憐を愛してる」

　あくまでも『家族』として──。

「そのあたりの折り合いをつけずに、関係を爆破するようなマネは確かに嫌だな。その辺、マイルドに兄離れをうながす方法って無いもんか。……頼む、知恵を貸してくれ」

「僕は生あい憎にく七つ集めると願いが叶かなう魔法の玉とか、四次元ポケットを持つ居候じゃないよ。そんなマジックワードはないし、結果として可憐さんを傷つけるかもしれない」

「……それは、あるな。だが、治療には痛みを伴う。それは仕方ないだろ」

「その覚悟ができてるなら……じゃあ、偽彼女でも作ってみせたらどうかな？」

「偽彼女？　……なるほど！」

　言われてみれば確かに、と紅蓮は思う。

　実際の恋愛関係に至るのは正直ハードルが高すぎるし、何よりまだ自由でいたい紅ぐ蓮れんとしては却下だが。可か憐れんに結婚を諦めてもらうための架空の存在なら悪くない。

「よし、それでいこう。『偽彼女デコイ作戦』……開始だ！」

「男の子っぽいネーミングはいいと思うけど、行動自体はわりと最低じゃない？」

「冷静に言うな。……傷つくだろうが！」

　無理やりテンションを上げて言いながら、それから一時間ほどかけて作戦を練る。

　そして丁度夕食の時間、夜七時。丸一日ぶりに帰宅した紅蓮と可憐の『対決』──




　偽彼女を巡る『嘘うそつきゲーム』が幕を開ける！





　　　　＊






「──お兄様！　心配しました、ようやく帰ってきてくださったのですね♪」

　もうっ、と頬ほおを軽く膨らませ、私服姿で玄関先まで出迎えた可憐は。

「マリッジブルーは仕方ありませんけれど、まずは式場の手配が先ですよ？　南太平洋の小さな島に買収できそうな小国がありますので、まず政府にコンタクトを……！」

「……おお、もう……」

　玄関のドアをくぐったとたん炸さく裂れつする可憐節に、思わず紅蓮は絶句した。

　時間を空けて少しは冷静になったかと思えば、アクセルを踏み切って暴走している。

「何度も言うが、お前とは兄妹きようだいだ。法的にも倫理的にも感情的にも結婚はできん」

「ふふふ……わかりました。頑かたくななお兄様の心を溶かし、イエスと言って頂けるまで……じっくりとプレッシャーをかけていくことにいたしますね？」

「よせ、やめろ。……おい」

　玄関で靴を脱ぎ、リビングへ向かった時、これ見よがしに置かれたモノに頭痛がする。

「わかりやすい位置に結婚雑誌を置くんじゃない！　ハラスメントだろうが、これ！」

「素敵な式場のカタログ、もしくは育児雑誌と迷ったのですが……」

「迷うことなく全部没だ。……あのな、可憐。よく聞いてくれ」

　はあ、と深く息をし、覚悟を決める。後ろからついてきていた可憐に向き直ると、その肩を軽く掴つかみ、わずかに腰を屈かがめて視線を合わせてから、紅蓮は告げた。

「今日、彼女に告白してきた」

「……は？」

「告白の相手……『彼女』に俺との関係は伏せるように言ってある。表向きそうした空気は一切出さないようにするつもりだが、パートナーが決まったことに変わりない」

　だから、と紅蓮は一拍間を置き、可憐の瞳を覗のぞき込こむ。




「……は？」

（怖こえええええええええええええええっ!!）




　何の感情もこもらない『は？』。

　まるでリピート再生されたかのように同じ言葉を返す可か憐れんの眼め。ガラス玉のように焦点が合わない瞳で、怒りのかけらすら見せることなく、紅ぐ蓮れんをただ見つめている。

（マジでショックな出来事があると、人は凍りつく……）

　兆単位の損失を出した遊戯者や、破滅が確定した財界人。そうした者の絶望を、かつて紅蓮は間近で見てきた。その時にも劣らぬ絶望顔に、心がかなり痛むが……。

（これも可憐のためだ。……嘘うそは、最後まで、つき通す！）

「だから……可憐、お前とは結婚できないんだ。まあ、倫理的にも法律的にも感情的にも、そもそも無理ではあるんだが……。あくまで家族として、仲良く……」

　ごくりと喉仏を鳴らして唾を飲み、なんとか言葉を搾り出す、が。

「……誰ですか？」

「誰、とは」

「弱味に付け込み、お兄様の隣に座ろうとする泥棒猫──卑ひ怯きよう卑劣な女の屑くずは誰なのか。そう聞いているんです。お答えなき場合、可か憐れんにも考えがありますよ♪」

[image: ]

「考え、って。……暴力的なアレじゃなかろうな」

「暴力と財力と権力です」

「……ガチすぎる……！」

　本気で自分の握るすべてを使って排除せんとする可憐のガチぶりに、頭が痛い。

　だがこの反応は、ある意味予想通り。素直に通るとは思っていない……！

「やめろ、可憐。俺と『彼女』はあくまで真剣だし、これからゆっくり関係を進めていくつもりなんだ。いくらお前でも、これ以上の干渉は止やめてほしい」

「……そうですか。はい。お兄様が幸せならば、やぶさかではありませんが……」

「え？　そ、そうか？　……それなら助かるが」

　ひと悶もん着ちやくあると予想していたが、可憐はいともあっさりと首を縦に振った。

　もっと説得に手間取ると考えていたが、案外素直じゃないか。そんな風に考えて、紅ぐ蓮れんはわずかにほっとする。その弛し緩かん、一瞬の緩みに──！

「それじゃ、この話はここまでだな。……腹減った、晩飯はあるか？」

「はい、用意してあります、お兄様♪　上着の方、お預かりしますね」

「いつもすまないな、助かる。こんな話をした後で世話になるのは心苦しいんだが」

「いえいえ、お兄様のためですから。──で、『彼女』はどなたですか？」

「ああ、それは──……っ!?」

　自然な流れ。

　いつも通りの会話、ホッと弛緩した意識の隙をグサリと突く一言。

（……危ない……！）

　ギリギリで止められたが、タイミングを誤っていればペロリと喋しやべっていたかもしれない。

　遊戯ゲームの席なら絶対にしないミス。しかし紅蓮は日常という戦場では限りなく無力だった。

　紅蓮が脱いだ上着を持ちながら、ニコニコと微笑ほほえむ妹の眼めは微み塵じんも笑っていない。そう、この場でゴネれば紅蓮の心証を害する──そう理解して受け入れたふりをして。

（こいつ、まったく認めてないな……！）

　そう確信した時、可憐の唇くちびるから二の矢、三の矢が放たれる。

「どうかなさいましたか、お兄様。『妹』として、お兄様の『彼女』──その素性を知りたい、姉になるかもしれない方と良い関係を築きたいというのは、おかしいですか？」

「いや、それは……おかしくは、ないんだが」

「でしたら仰おつしやることもできますよね？　私を信じてくださらないのですか？　……ひどい。お兄様の幸せを願わないほど心が狭い女だと思われているなんて……よよよ」

（今時、演技以外でよよよって泣くヤツ見たことねえよ！）

　……と、突っ込めれば楽なのだが、そうもいかない。

（これ以上可か憐れんを傷つけたくない……かと言って、ブラコンをこじらせてたら可憐の将来がヤバい。いずれ可愛かわいい姪めいっ子や甥おいっ子が抱けるかもしれないわけだし……）

　もちろん、並大抵の男に可憐を委ねることなどできない。兄として厳しい眼めで審査するつもりではあるが、最低限可憐を幸せにし、一緒に生きてくれるのなら十分だ。

（過剰な成功も、失敗もいらない。この世界の片隅で、静かに……）

　幸せになってくれるのなら、これ以上の喜びはない。

　自分自身が幸せになれる自信が、紅ぐ蓮れんにはない。そう無邪気に信じるには、世界の闇を、醜いものを見過ぎてしまった。自分の意志ではないとはいえ、かつてあまりに多くの人を破滅させ、死よりなお辛つらい奈落へ突き落とした記憶がある以上──。

（自分の幸せなんて、望めるものか）

　そう思う。だからこそ、家族を得たり、恋愛したりといった感情は動かなかった。

　大切なものを得ることは容易たやすい。だが、それを守り続け、愛し続けるのは困難だ。特に、紅蓮のような生き方をしてきた者にとって、それはすべて弱点に成り得るのだから。

　そんな思いを秘めて、はあ……と深く紅蓮は息を吐く。

「お前を信じてる。けど、言えない。相手の了解を得てないし、万が一すぐに別れるようなことがあったら気まずいだろ。しばらくは秘密、ってことで同意したんだよ」

「なるほど。つまり告白の相手はお兄様の身近にいる存在、生活圏にいる女。それも日頃絡みがあり、関係の変化が周囲に影響を及ぼす相手……ということですね？」

「プロファイリングするな！　……言っておくが、探っても無駄だぞ」

　なんせ実在しないからな、と内心思う。存在しないものをいくら探っても無意味だ。

　可憐の洞察力や推理力を以もつてすれば、そういう探りを入れてくるのも予想通り。

　身内を疑わせるようで申し訳ないとは思うが……！

（この『嘘うそ』に踊ってもらうぞ、可憐）

　今の可憐は広い世界に飛び出し、その興奮と──自分という擁護者へ刷り込みにも似た好感を抱いているのだろう。女性の被害者が男性の誘拐犯に対して恋愛感情じみたものを抱くように、ただひとりの身内であり、信頼する兄への感情を恋愛と誤認するような。

（お前の自由を、解放するために。お前自身の、幸福のために）

　そのためについた『嘘』なのだから。

「……身内に『彼女』がいるとしたら、候補者は……旧生徒会は除外として。水みず葉はさん、桃もも花かさん、楓かえでさんに佐さ々さ木きさんが有力でしょうか。ふふふ、ふふふふふ……」

「か、可憐？　……どうした」

「いえ。『彼女』にぜひお会いしたくなりました。ふふふふ、ふふふふふ……そう、この気持ち。人じん狼ろうを探す狩人かりゆうどがこの世にいたとしたら、こんな気持ちなのでしょうね」

「例えが物騒すぎる……。まさか吊つるす気じゃないだろうな」

「いえ、まさか♪」

　兄の懸念に対し、可か憐れんはころころと笑って。




「──まずは『話し合い』からですよ？」

（結果次第では吊つるすつもりか……!?）




　微み塵じんも笑わない眼めをした可憐に、紅ぐ蓮れんの背筋が凍った。





　　　　＊






「さて、今日皆さんに集まって頂いたのは他でもありません。お兄様の証言によれば、この中にひとり──」

　翌日、放課後の生徒会室。大円卓に砕さい城じよう紅蓮、可憐、そして女子たちが集う。

「お兄様直々の告白を受け『彼女』となった者が……いるはずです！」

「ふえええええぇぇええええぇぇえぇぇえええええええぇぇぇぇぇぇっ!?」

　可憐の落とした『爆弾』に、真っ先に反応したのは桃もも貝がい桃もも花か。

　驚きよう愕がくのあまり椅子から転げ落ち、まるでお代官に直訴する農民のようなありさまで、大円卓に肘をつき、秘密結社のボスじみた冷酷さで女子を睨にらむ可憐にすがりながら。

「そ、そんな。誰、いったい誰なんですかぁ!?　あの、その、桃花じゃないですからー！　紅蓮さまは超カッコいいですけど、彼女になったら命の保証がないですし！」

「ええ、わかっています、桃花さん。貴女あなたの数少ないいいところは、己の分をわきまえて泥棒猫じみた行動をとらない謙虚さですから。ええ、無いですね。確信しています」

「はい！　わかってもらえて嬉うれしいです！　……けどなんでしょう、このモヤッとした、なんとな～く納得いかない気分は……風邪でしょうか？」

「バカにされてるんですわよ、冷静になりなさい。……いえ、理解できないままの方が幸福かもしれませんけれど……ふふふ♪」

　どこか腑ふに落ちない様子の桃花の隣で、パラリと扇子を広げた楠くすの木き楓かえでが口元を隠す。

「紅蓮様の『彼女』……さて、この場に集められた女子のうち、誰が『そう』なのか……あるいは、本当はそんなものは存在しないのかもしれませんわね？」

「その言い方だと俺が凄すごく痛いぼっちみたいだからやめろ。──『彼女』はいる」

　楓の言葉を否定する紅蓮。すかさずその言葉に続き、

「では、宣言いたしましょう。紅蓮さまの『彼女』は、私です♪」

「は……!?」

　真っ先に声を上げたのは、フラヴィア・デル・テスタ。

　隷徒に堕おちながらも修道女を模した改造制服を脱ぐことなく、敗者となりながらも未いまだ底知れぬ強者としての格を保つ異端の女教祖に、可か憐れんは警戒と怒りの眼めを向ける。

「【嘘うそ】ですね。お兄様にとって、貴女あなたのようなタイプはもっとも嫌う存在。たとえ嘘、偽者の『彼女』であろうとも、まず選ぶことはないでしょう」

「ふふふ、そうでしょうか？　それを証明する手立ては、どこにもないのでは？」

「ええ、確かに。ですが……この場で私が疑っている『彼女』は、他にいます」

　そう言うと、可憐は突き刺すような目で円卓の女性たちを流し見る。

「……佐さ々さ木きさん。その謎のマスクは何ですか？」

「ツッコミありがとうございまーす！　こちら、佐々木印のモブキャラマスクでして」

　影武者生徒会長、佐々木咲さき。ベーシックな制服姿に黒髪ロングの彼女は、肌色のマスクで顔全体をピッタリと覆っている。眼がん窩かや鼻の凹凸をのぞき、眼や唇くちびるなどのパーツ全てを肌色のテクスチャで塗りつぶすそれには、真っ赤な字で『モブ』と書いてあった。

「少女マンガなんかでよくいますでしょう、背景にいる輪郭だけに簡略化されたモブの方。そちらを見習おうと思いまして、グッズ系の業者さんに発注して今朝届きました！」

「……その例えはよくわかりませんが、逆に目立ちませんか？」

　肌色に塗りつぶされて見えない顔、デカデカと書かれた文字はかなり目立つ。

　だが名実ともに『モブ』顔となった佐々木は腰に手を当て、可憐にチッチと指を振る。

「それが動画の方で紹介してみたところ、意外な層にバズりまして量産決定です。やー、世の中意外なところに需要があるものですねー。顔出し不可的な？」

「まあ、動画配信者には伝統的に顔を隠す奴やつが多いしな。量販店で売ってる馬だの、白の石せつ膏こうマスクだのに比べればキャラが立ってると言えなくもないが」

「おや、さすが紅ぐ蓮れんさま、お詳しいっ♪　どうです、こちら『主役』マスクも作りましたので、一緒にカードゲームでデュエルったコラボ動画でもやりません？」

「デュエルは面倒だから嫌だ。というか俺もモブキャラがいい、そっちの方が……」

「はい、はい、はい！　……そこまでです、盛り上がらないでください！」

　パンパンと強めに手を叩たたき、紅蓮と佐々木の間に介入しつつ、可憐は戦慄した。

（やはり、この女。油断できませんね……！）

　野心なきモブキャラという迷彩に隠れつつ、紅蓮の好みにピッタリとハマッた話題や、謎のアイテムを提供することで見事に取り入る狡こう猾かつさは……！

「……最重要容疑者、１号としてマークするべきですね。会議終わり次第尋問しますので別室へ来なさい。大丈夫です、拷問はいたしませんので」

「ごーもん？　……スるの？　それとも……シてくれるの？　どっちも……イイ、よ？」

　異端審問官めいた顔つきで宣告する可憐に、思いがけない返事が届く。

　その人物、佐々木の隣でつまらなそうな顔をしていた御み嶽たけ原ばら水みず葉はは、好みの話題が出たとたん、おやつをチラつかされた猫のような眼めで可か憐れんにねだる。

「紅ぐ蓮れんさまの『彼女』……なら、当然、わたし。何をシテも、サレてもいい、隷徒の立場。秘密を守る、命令しやすい……そういうことなら、一番の容疑者だよね？」

「それは私も考えました。しかし、お兄様の性格と貴女あなたの個性を考えると──」

　ほとんどならず者国家に大義名分を与えるようなモノである。

　幼い頃からの遊戯者教育と薬物投与によっていささか常人とズレた思考回路、貞操観念を併せ持つ水みず葉はが『彼女』となれば、より紅蓮への性的アプローチが激化するのは当然で。

「そのようなリスクを聡そう明めいなるお兄様が冒すとは思えません。つまり、除外です」

「そう？　それも……貴女の思考を逆手にとったブラフ、トラップかも……ね？」

「……ハッタリを。そのように私を揺さぶって、どうするつもりですか」

　わざわざ自分を容疑者の列に加えようとする水葉の動きを訝いぶかしみ、可憐が言う。

　すると水葉はねっとりとした視線を、わざわざ離れて座らされた『恋人』へ──向けて。

「だって……貴女が迷えば迷うほど、紅蓮さまは幸せ。卑ひ怯きような嘘うそをついてでも、真実を隠してでも、貴女を傍そばに置きたくないって、そう言っているんだから……当然、でしょ？」

「……ッ!!」

　心臓を突かれたようなショックに、可憐はポーカーフェイスの裏で苦しむ。

　この場に集めた『容疑者』──紅蓮に近しい女生徒の中から、露骨にハズレと思える者を除外した五人、桃もも貝がい桃もも花か、楠くすの木き楓かえで、フラヴィア・デル・テスタ、佐さ々さ木き咲さき、御み嶽たけ原ばら水葉。

（誰が選ばれていたとしても……苦しい）

　それは、可憐より紅蓮に信頼されているという証あかし。

　可憐には決して敵かなわない──兄妹きようだいだから、そんな理不尽な生まれによって阻まれる壁。その向こうへ軽々と跳んでいくことができる、『彼女』という称号の印！

「あのな、水葉。そういう言い方はよせ」

「みゅっ」

　ぺち、と円卓の向こうからヘアゴムが飛び、水葉の髪に当たって落ちる。

　今飛ばしたばかりの指鉄砲で彼女を狙いつつ、紅蓮は真剣みを帯びた声で続けた。

「そもそも俺の『彼女』が誰であれ、それはプライバシーだ。あえてそれを明かすこと、イコール信頼の証なんて短絡的に考えるのはよせ」

「ですが、水葉さんの言葉は事実では。……『彼女』はつまり、紅蓮さまの隣に立つ権利、その選ばれし者たる証ですわ。憧れぬ者など、この場にはいないのでは……」

「その感覚が重いんだよ。少女マンガや日常アニメじゃ、一度恋愛したらゴールインまでルート確定は当然だが、現実とアニメの区別がついてないんじゃないか、楓？」

「……紅蓮さまにそれを言われると、強烈な違和感がありますわね!?」

「事実だろ。深くつきあってみたら合わなくて別れた、なんて話はよくあるって聞いたし、それで人間関係がこじれるリスクを考えれば、秘密にするのは『アリ』だ」

「ですが、お兄様……！」

　現にこじれそうになってるしな、と締めた紅ぐ蓮れんに、キッと可か憐れんは食い下がる。

「お兄様のお気持ちはわかりました。ですが、その『彼女』が実在するのでしたら……！　せめて、この私にだけは教えてくれてもいいではありませんか。妹ですよ!?」

「その妹としての境界線を越えようとしてるのがお前だろ、可憐。都合のいい時だけ家族枠になるのはダブスタだし、秘密は知らない人間が少ないほど強度が増すもんだ」

「……っ！」

　スッ、と滑るように向けられた鋭い眼めに、可憐はピクリと震える。

　強固な石組にすら滑り込む薄い刃やいば。カミソリのようなそれは、紅蓮が滅めつ多たに見せない、真剣な遊戯者としての貌かお。──裏の世界で生きた者の用心深さだった。

「人は嘘うそをつき、秘密は漏れ、自分自身すら過ちを犯す。──俺みたいな暮らしをしてると、家族や『彼女』を巻き込むリスクはでかい。そして、俺にとって……」

　護まもれるものは、防げるものは、自信を持ってそう言えるほど大切なのは。

「お前だ、可憐。お前ひとりなら世界を敵に回しても守ってやれる、だから宣言できる。お前は俺の妹だって言い切れる。だがもうひとり加わったら、それも困難だ」

「……そのお言葉は嬉うれしいですが、お兄様。全世界に公開せずとも、私だけに教えてくれてもいいではありませんか。誰です、『彼女』は。この場にいるのですか!?」

「さあな。そもそもこの場にいない人間の可能性もある。たとえば時とき任とうあたりなら、気はまるで合わないがいくら巻き込んでも良心が痛まないって点で適任だぞ」

「……お兄様、それは『彼女』の選択基準として最低では」

「まあ、俺もそう思う。あくまで例えだ。由ゆ留る木ぎも候補に入れていいだろう、何度も言うが性格は最低だがあいつの声は実にいい、俺好みだ。今期は主役を勝ち取ったしな」

　ほら、と電子生徒手帳のブラウザで検索した今季アニメのキャスト表を参照する紅蓮。

　提示された新たな可能性に、可憐はカードを手にした賭博師のごとく悩む。

（この場にいる者、いない者を含めて──誰かが嘘をついている）

　では、いったい誰が？

　わからない。それだけで胸に嫌な色の雲が渦巻くようで、可憐は唇くちびるを軽く噛かむ。

「……紅蓮様にしてはヤケに現実的な男女交際観ですけれど、ソースはどちらですの？」

（白々しい……！　そのしれっとした顔の裏で、まさか……!?）

　呆あきれ顔がおで言う楓かえでが怪しい。そのいつもと変わりない仕草が。

「人を二次元しか知らないみたいに言うなよ……。そこにいるだろ、モブキャラが」

「リアル女子はめんどくさいですからね。モブとしての地位を保つためには、常に半歩の距離を保つのがコツなんですよ。『誰くんが好きだったのにー！』『この泥棒猫！』的なトラブル回避は、目立つ女のテクニックです。アイドルに色恋はご法度なので」

「いつからアイドルになったんですの……。まあ似たようなものですけれど」

　ぺりぺりとモブ顔マスクを脱ぎながら言う佐さ々さ木きが、怪しい。

　その当たり前のようなほどよい距離感は、深まる関係ゆえの余裕かもしれない……！

「あいどる……。そういえば、紅ぐ蓮れんさまがよく見てるアニメに、よく出てた……？」

「日常系とは少々ジャンルが違うが、努力や友情、勝利みたいなツボが押さえてある作品が多くて好みなんでな。方向性が尖とがってるのも多くて面白いぞ」

「……つまり。わたしもあいどるになれば、紅蓮さまと、わんちゃん……？」

「あら、面白いお話ですね。お金の臭いがいたしますわ、ふふふふ……。アイドル、即すなわち偶像は教祖にも似て人気商売。プロデュースならお任せくださいませ」

「よせ、やめろ。……水みず葉はとフラヴィアのアイドルデュオとか、大惨事しか想像できん」

　人懐こい大型犬のようにすり寄る水葉と、不気味な存在感を発揮するフラヴィア。

（怪しい……。少なくともお兄様を狙う毒虫であることに違いはありません！）

　そして何よりも、誰よりも。

「とにかく、こんな犯人捜しみたいな真ま似ねはやめとけ。……何度も言うが、プライベートだ。たとえ兄妹きようだいとはいえ、踏み込んでもらいたくない部分はあるってことで──」

「──ありません!!」

　つまらなそうに言う兄が、最も怪しい!!

「は？　お、おい、どうした、可か憐れん。いきなり大声を出したりして……！」

「いきなりではありません。この世界において、私はお兄様より大切なものなどなく……いかなる恥も秘密もありません。お兄様にならば、どんな事でも明かせます！」

「……なんでも？　えっちなことでも？」

「当然です。余計な口を挟まないでください、水葉さん」

「よせ、やめろ。妹のそんな情報とか聞かされても微妙な気分になるだけだろ!?」

「どうしてですか！　興奮してください！　私はします！」

「するな!!　どうした可憐、様子がおかしいぞ！」

　おかしい？　確かにそうだ、と可憐は自覚している。

　いつも冷静な心が驚くほど乱れていた。引き裂かれたように散り散りになり、痛みにも似た感覚で、瞼まぶたがぎゅっと押されるような感覚がある。涙腺が刺激され、涙がこぼれる。

　熱い。心臓の痛みに釣られるように、体温まで上がっている気がして、可憐は──。

「私は、お兄様が好きです。男性として、家族として、いえ、それだけでは足りません！」

　自分の『好き』の重さ、大きさ、可憐のすべてを表すのに言葉では足りない。

「口だけではありませんよ？　私はお兄様が望むなら、この場で死ねます。お兄様以上に大切なものなどありませんし、これからも永遠にそのままでいられる自信があります！」

「だから重い、というか圧が強すぎる。押してダメなら引いてみろ、と言うだろ!?」

「引く？　ありえません、その間にせっかく詰めたお兄様との距離が開いてしまう……。そんなことになるくらいなら、いっそ……いっそ……！」

　それこそ、死ねと言われる方が、どんなにか……楽だろう。

　その想おもいがあふれ、可か憐れんは涙のにじむ瞳で紅ぐ蓮れんをじっと見つめる。

「……お命じください、お兄様」

「命令しろ、って言うのか？」

「はい。……詮索をやめろ、と。可憐を見つめて、そう仰おつしやってください」

「──………！」

　円卓を、張りつめたような沈黙が支配する。

　見つめ合う紅蓮と可憐。兄妹きようだいの間に見えないガラスが張り巡らされたような空気の中で、




「それで気が済むのなら、そうしよう。可憐」

「……はい、お兄様」

「命令だ。この事については、これ以上──詮索するな」

「ッ!!」




　──弾丸に撃ち抜かれた瞬間が、見えるようだった。




　苦渋をにじませた紅蓮がそう命じた瞬間、可憐は胸を押さえてよろめき、唖あ然ぜんとした顔で、兄を見上げて──一瞬の沈黙のあと、全力で頬ほおを膨らませ、涙目になりながら。

　言葉には出さない、身体からだ全体で不満と不服を表現しつつ……！

「わ・が・り・ま・ぢ……だっ……！　お…に……い……ざ……まっ……!!」

「お、おい！　可憐、血が！　血が出てるぞ、おい！　唇くちびる！　どこの血!?　歯茎か!?」

「どこだろうとかまいません！　可憐は……可憐はっ……もう、お兄様なんかっ……！」

　円卓を立ち、彼女はクルッと背を向ける。噛かみしめた唇からひとすじの血を流しつつ、思い切り拗すねた態度でツカツカと出口に向かって歩きながら。

「嫌いだなんて言えませんけど……！　やっぱり、大好きですけれど……！　それでもっ、兄妹だから……お兄様の一番になれないのなら……私は、わたし、はっ……！」

　悔しげに膨れた頬、握り拳に謎の怒りと熱をこめて。




「私も、『彼氏』を──作ってみせます!!」

「……はあっ!?」
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　きっぱりと言い切り、彼女は堂々と退場した。





　　　　＊






　そんな『命令』から数日経たった昼下がり──。




「あれ、紅ぐ蓮れん。今日は一人でお昼かい？」

「ああ……可か憐れんのやつ、生徒会の仕事で忙しいそうなんで、な」

　獅し子し王おう学がく園えんの学生食堂、ファストフード・エリア。今日もバイトに励む楓かえでの様子を見るついでに昼食をとる紅蓮の隣に、白しろ王おう子じ朝あさ人とがすっと腰を下ろした。

　面白くもなさそうにかじっていたハンバーガーをトレイに置き、砂糖抜きのコーヒーで流し込む。カロリーとカフェインに偏った食事に、朝人はわずかに眉をひそめた。

「おかしいね。いつもなら紅蓮を優先するのに。そんな重要な仕事、あったかな？」

「さあな。……他の連中も可憐の指示で飛び回ってるし、身辺が静かでいい」

「ふぅん。ところで隣、座っていいかい？」

「言う前に座ってるくせに、今さら何言ってる。……ポテト食うか？」

　Ｌサイズのポテトをとり、昔の映画でタバコを勧めるような仕草で朝人に差し出す。

　すると彼もまたニッと微笑ほほえみ、あえて手を使わず──飛び出た一本を器用にくわえて。

「ふふっ。塩気があって、たまにはいいね。僕は姫ひめ狐こ姉さんのお弁当なんだけど」

「弁当？　……へえ、聖せい上じよう院いんも器用だな。料理とか、できるのか」

「ほぼ全部冷凍食品さ。バレてないと思ってるから、内緒にしておいてくれるかな？」

「……そういうあたり、今時の女子っぽいな」

　隣り合って座った朝あさ人とが、素っ気ない紺色の包みを開く。

　ぱかっと開かれた弁当箱の中身は、なるほど手作りと言うには妙に整ったおかずと、俵型のご飯が詰まっており、既製品らしい調和を感じる。だが、その中に……。

「卵焼きだけ、妙に焦げてないか？　それ」

「うん。これだけは手作りみたいだね。……一品だけは、こういうのが混じっててね」

「なるほど。せめてそれだけは、ってことか。泣かせるじゃないか」

「もちろん。で、君はどうなんだい、紅ぐ蓮れん？」

「どう、とは」

「『彼女』がいるんだろう？　お弁当とか、作ってもらえないのかい？」

　ぐっ、と紅蓮は喉に何か詰まらせたような声をあげ。

「お前な……！　『偽彼女デコイ作戦』の発案者のくせに、それはないだろ!?」

「その名前まだ続けてたんだ……。そういうディティールもちゃんとしないと、あの可か憐れんさんを騙だますのは不可能だと思うけどな。いっそ業者に発注しようか？」

「それも考えた。が……どうも最近、おかしくてな」

「へえ。まあ、言わなくてもわかるけど」

　言うなり、朝人はポケットから取り出した生徒手帳、スマートデバイスを開く。

　中に記録されていた動画や写真、映像ファイルを呼び出す。

　それは学校内の監視カメラ、生徒の位置情報を記録する生徒会の管理アプリ。いじめや隷徒の虐待などの不正行為、校則違反摘発のためのシステム、なのだが。

「ここ最近、君が可憐さんと接触してる時間が極端に減ってるよね？　例の会議前は一日平均五時間、学校にいる間はほぼ一緒に行動してた計算なんだけど」

「いちいちそんなことまで調べたのか。ストーカーの面目躍如だな」

「生徒会副会長の可憐さんと『裏会長』である紅蓮の不仲。そんな動きが噂うわさになったら、良からぬ輩やからが動き出すからね。正直、アプリで裏付けを取らなくても……ほら」

　言いながら朝人は画面を切り替える。

　学内ＳＮＳのタイムライン、フォロワー数は７７７と少ないものの──。

『スクープ！　砕さい城じよう可憐、砕城紅蓮、兄妹きようだいの確執！　→詳細はコチラ！』

『今日、砕城紅蓮が学食でぼっち飯してた。……ハリウッドの俳優とかが公園で鳩はとにエサやりながら飯食ってる画像見たことあるけど、あんな感じ。ガチで引く』

『ウチのトップがアレってどうなんだ……。ぼっち過ぎるっつーか、友達いなそう』

『なんか仲良くなれそうな気がする』

『けどあいつ生徒会の女ほぼ全員独占してるってウワサのモテモテ王国だぞ』

『やっぱ気のせいだったわ。モテ男、死ね』

「死ねはないだろう、死ねは！」

　──そんなわけのわからないトークが流れる画面に、紅ぐ蓮れんは思わず突っ込んだ。

「友達いないとか……ぼっちとか……いや一面の事実だが、言うなよ。泣くぞ！」

「ははっ、君、遊戯ゲームの時は絶対泣かないのに。こんなことで泣いていいのかな？」

「それとこれとはカテゴリが違うんだよ……。つーかどうせこんなんだろうと思ったから学内ＳＮＳ見ないようにしてたってのに、鬼畜かお前は」

　じっと非難を込めた眼めで朝あさ人とを見上げる。

　そんな紅蓮の視線を受け、美び貌ぼうの少年はフフッと楽しそうに笑った。

「心配してるんだよ。ちなみに僕は、代表なんだ」

「代表？　誰のだよ」

「生徒会および隷徒一同、かな。最近可か憐れんさんが休み時間から放課後までずっと生徒会室に詰めててね、容赦なく仕事を振ってくるから何とかしてくれってＳＯＳが」

「来てるのか？」

「まあね。特に女性陣……水みず葉はさんやフラヴィアや楓かえでさんは動けない感じかな？」

「そりゃいいな。俺としてもひとりで静かに過ごせるのは悪くない」

　そう言ってそっぽを向く紅蓮。その手がトレイを探り、コーヒーの紙コップを取ろうとする。だがその指先はカップに触れると、ビクッと跳ねて中身をこぼす。

「あちっ!?　……つつつつ……！　おい、そっちにかかってないか？」

「大丈夫だよ、紅蓮。はい、紙ナプキン。トレイにこぼれた分を拭くといいよ」

「ああ、助かる。けど……何だ朝人、妙に近いぞ」

　トレイを浸していくコーヒー溜だまりを渡された紙ナプキンで掃除していると、すすっと身を寄せてきた朝人が、彼の耳元数センチまで迫り、誰にも聞こえない声で囁ささやいた。

「最近、可憐さんと話したかい？」

「……すれ違ってばかりでな。兄離れできたんだと思えば、いいことだろ」

「無理しちゃって。寂しいんじゃないんかい？」

「そりゃ、そうだが」

　今朝、朝食の席で交わした会話を思い出す。

　ここ数日躱かわされてばかり。毎朝、紅蓮がまだ寝ている時間にやって来てはその日食べる朝食と夕食の支度だけしていく可憐と話すため、目覚ましをかけて早起きして──。




『……おはよう、可か憐れん。いつもすまないな、ありがとう』

『はい、お兄様。どういたしまして』

『……』

『……』

『……最近、どうだ？』

『そうですね。素敵な「彼氏」と毎日楽しく過ごしています♪』

『……そ、そうか。……あの、ところで、どんな奴やつなんだ？』

『まあ。私のプライベートを詮索なさるのですか？　私には禁じたのに？』

『……そうだな。すまなかった』

『……お兄様の、ばか』




「……と、そこで終わった。そう言われるとぐうの音も出ない」

「うん、紅ぐ蓮れん。君、バカだよね？」

「言うな。……俺もちょっとは自覚があるからな……」

　我ながら間抜け極まる。『偽彼女』によって可憐に兄離れを促す、その作戦そのものは見事にうまくいったのに、『詮索するな』という命令を出す形になってしまったために、兄妹きようだい間の関係に致命傷と言っていいダメージを与えてしまった。

　正直、キツい。

（……考えてみれば、はじめてだな）

　兄離れしてほしかったが、思った以上に自分にもダメージが来た。

　家族との距離感が、わからない。可憐のプロポーズは明らかに接近しすぎだ。だが今の状況は、間違いなく離れすぎている。どの程度が『普通』なのだろう？

　それに、問題は兄妹の距離感だけではない……！

（可憐に彼氏……!?　いや、そんなはずはない。ハッタリ……ブラフだろう）

　冷静に考えればそのはずだ。

　可憐が交流のある男子生徒など、せいぜい自分と朝あさ人としかおらず──。

「朝人。お前、聖せい上じよう院いん一筋だったな。浮気とかそんな可能性はありえない、そうだろ？」

「もちろん」

「なら、可憐の『彼氏』は何者だ？　……いや、当然ハッタリ、非実在彼氏だろうが」

「そうかなあ。僕、先日『彼氏』と可憐さんの会話を聞いたんだけど」

「……マジか!?」

　聞き捨てならない重要証言に、思わず紅蓮は身を乗り出す。

「ち、近いよ、紅蓮……。うわ、僕の方から近づいてばかりだったから凄すごく新鮮……！」

「頬ほおを赤らめるな変な反応するんじゃない。というか、それはどうでもいいから、相手との会話とやらを説明しろ。どんなことを話してた、というか本人を見たのか!?」

「見てないよ。生徒会執務室で話してるのを聞いただけだからね。端末越しにスピーカーモードで話してたみたいだから、相手の声は聞こえたんだけど……」

　いささか意地悪く、至近距離にある紅ぐ蓮れんの眼めを透かすように視みながら。

「──気が強いオラオラ系。けど芯は純粋な感じって言うか、素直でお人ひと好よしなところがあって身内に優しい。目の届く範囲で不幸になる人を放っておかない……」

「なんだそりゃ。……気に喰くわないタイプだな」

「そうなのかい？　君に似たタイプだと思うんだけど」

「バカ言うな、似てるもんか。オラオラ系？　身内に優しい？　絵に描いたような偽善、たまにいいことをするからいいやつっぽく見えるだけの悪党だろ、それ」

　砕さい城じよう紅蓮は悪党だ。少なくとも、自分が善人だなどと言えるほど厚顔にはなれない。

（俺自身の意志じゃ、なかったけれど）

　数えきれない人間を破滅させ、莫ばく大だいな金を奪い、集め、人生を狂わせた過去がある。

　そして今もそうだ。自分の周辺環境を好みの形にするために、大勢の運命を捻ねじ曲まげた。結果として救われた桃もも花かや楓かえでがいたとしても、それは紅蓮が勝手にやったことで。

（──優しさから出たことじゃない。優しくなんか、ない。お人好し？　ありえない）

　桃もも貝がい桃花を拾ったのは、そのやたらとしつこい押しに負けたから。

　時とき任とうミミを叩たたき潰つぶし、破滅させたのは人身売買まがいの隷徒制が気に喰わなかったから。

　楠くすの木き楓を救済したのは、後ろの席でしくしくいつまでも泣かれるのがうざかったから。

　生徒会選せん賭きよに挑んだのは、可か憐れんを取り戻すため。自分達の幸せのために、勝ち組だった連中を何人も地獄へ叩き落とし、破滅させたのだから。

「可憐のヤツ、騙だまされてるんじゃないだろうな……。そういう外面のいいタイプに限って、いざつきあいだすとＤＶとかやりそうだ。信用できん」

「ははは。そうなんだ？　へえ……？」

「なんで俺の顔を見ながら言う。……一般論だ、そういうこともあるだろうって話だよ」

　まさか可憐に限って、妙な男に騙されるということはないだろう。

（あいつはしっかり者だからな。だが、この学園の特殊な事情を考えるとな……）

　たとえばＳランクの座を狙うＡランク、Ｂランクの上位ランカー。彼らの中に旧生徒会や紅蓮に匹敵するような逸材が隠れており、可憐を騙して成り上がりを狙ったとしたら？

（人間は、脆もろい。動揺してる時は特に、後で思うとどうしようもなくつまらない嘘うそや詐欺にひっかかることがある……。人間はミスをする。常にそれは疑うべきだ）

　砕城紅蓮は、絶対ということを信じない。

　ヒトがヒトであるかぎり、エラーは必ず起きるのだ。

　可憐ほど努力を重ね、技術を学んでいようと。紅蓮のように異能を持ち、用心深く立ち回ったとしても、必ずいつか失敗し、今でなくとも未来に必ず敗北が訪れる。

「……凄すごい顔してるよ、紅ぐ蓮れん。汗もビッショリだね」

「そう、か？　……いかんな、風邪でもひいたかな……？」

「とてもそうは見えないよ。素直に様子を見に行ったらどうだい」

「……くっ……！」

　優しく諭すような言い方が、紅蓮の胸に突き刺さる。

（詮索するなと命令しておきながら、俺の方は気になってしかたないなんて──）

　ダブルスタンダードにもほどがある。今さらどの面下げて言えばいいのか。恥ずかしい。

　今が遊戯ゲームの場でないことが恨めしい。ここが学生食堂ではなく闇カジノのテーブルなら、一切紅蓮は動じることなく今の状況を解析し、適切な答えを導けただろう。

　しかし、今は違う。周囲にはファストフードをパクつく生徒たちの平和そうな話し声、目の前にはニヤつきつつ圧をかけてくるイケメン。冷徹な判断力、遊戯モードとでも言うべき意識のスイッチが入らないまま、紅蓮の心は掻かき回まわされる。

（……もし、万が一、ハッタリじゃなく……）

　電光石火。ほんの数日すれ違っている隙に、自分の冷たい態度が原因で傷ついた可か憐れんに、その身内に優しいオラオラ系とかいう野郎が近づいていたとしたら。




『──っべーじゃん。その兄貴マジクソじゃね？　っかー！』

『そ、そんな。……お兄様は決して、そのような……！』

『そのような、何。お前泣かせてることに変わりねージャン。俺ならねーよ。お前を絶対、幸せにしまくるからヨ。そこんとこ、ヨロシク！　……な、いいだろ？』

『ああっ……！　オラオラって……距離を詰めてこられると、断れません……！』

『へへへ、オレのモンになれ……！　これから一生オレとだけ、な!?』




　脳裏に一瞬で思い浮かぶ。

　顔だけはいい軽い感じの男に迫られほだされる可憐の姿が。

　微妙に台詞せりふに違和感はあったものの──。




「……うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……!?」

「ど、どうしたのさ、紅蓮!?　ものすごい汗だけど!?」

「いや……。その、想像しただけで、胃が……。全身が……怖い。つーか、ダメだ。今、可憐の気持ちが心底よく理解できた。キツい。正直最悪だな、偽彼女作戦……！」

「うん、すすめた僕が言うのも何だけど、まさか本当にやるとは思わなかったよ」

「認識してたんなら止めろよ!?」

「止めたよ。『行動自体はわりと最低じゃない？』って確かに言った覚えがあるけど」

「……言ってたな、確かに。くそ……それは俺が悪かった」

　あっけなく論破されてしまった。だが、それはリセットのための必要な手順である。

（まず、ミスを認めること。……すべてはそこから始まる）

　ミスをミスと認めきれず、ズルズルと誤った条件に固執するのは最悪手。

　必要なのは仕切り直しだ。失敗を認め、過ちを正し、犠牲を払ってでも正しい方向へと修正すること。この場合、戻るべき地点……正すべき過ちとは、すなわち。

「……ちょっと、行ってくる」

「どこへだい？」

「可か憐れんのところ。……『彼女』は嘘うそだって詫わびを入れて謝るしかないだろう。それから、あいつの『彼氏』とやらが実在しなければよし、もしするようなら……」

　悔しいし寂しいし苦しくはあるが。

「──その野郎をしっかり、兄として確かめてやらないとな。本当に可憐を任せられる奴やつだったとしたら、それこそ手を退ひくしかないだろうが……それでも」

　このまま手をこまねいているのは、何もせずに可憐を喪うしなうのは。

「知らないままでいるほうが、百倍キツい。……兄の威厳は壊れても、やりなおすさ」

「素直にミスを認められるあたり紅ぐ蓮れんは凄すごいよ。大人でもできない人、多いのにね」

「多いな。そして、そういう奴は、真っ先に遊戯ゲームで潰れて消える。負けを認められずに、悪い流れのままズルズルと勝負し続けてな。そんな見えてる地雷、踏んでたまるか」

　それよりはまだ、カッコ悪くても謝った方が傷は浅くて済む。

「それで、可憐は今どこにいるかわかるか？　その管理アプリとやらでわかるだろ」

「まあね。今はお昼休みだし、生徒会管理棟にいるみたいだよ？　学内ＳＮＳは──」

　す、と手慣れた手つきで朝あさ人とはデバイスを操作し、可憐の学内ＳＮＳを呼び出す。

　丸く切り抜かれた可憐の肖像。頻繁につぶやいている近況、そのもっとも新しいものは。




『今日は【彼氏】とランチデート♪　ふふふふふ、おいしいですか？　あぁっ……幸せです♪』

「は……!?」

　朝人が展開した管理アプリ画面によれば、可憐のデバイスの反応は生徒会管理棟。

　それも生徒会権限で封鎖されており、現時点では誰も立ち入れない状態になっている。

「許可を出せるのは会長か副会長……佐さ々さ木きさんか可憐さん、かな」

「佐々木か。……あいつ、学校に来てるのか？」

「残念ながら今日はまだ見てないね。もともと彼女は授業の前後に遊戯を挑まれる危険を可能な限り減らすため、リアルタイム授業には出てないから」

「クラウドに保存された動画とオンラインでの指導か。……便利ではあるんだがな」

　この場合、連絡がとりにくいという点ではいささか問題だ。

「電話も留守電だな。あいつ、どこで何してるんだか……」

「学内ＳＮＳを見る限り、昨日は深夜アニメの実況で四時まで起きてたみたいだね」

「爆睡か……。あいつ生徒会長以前に女子としてどうなんだ、そのあたり」

　自ら選んだ影武者ながら頭が痛い。

　とはいえ、表向きＦランクの紅ぐ蓮れんの権限では、当然今の管理棟には入れない。つまり、可か憐れんの『ランチデート』とやらを阻む手段はどこにも残されていないわけで……！

（……待てよ？）

　瞬間、紅蓮に閃ひらめき──奔はしる！

「つまり、今管理棟は可憐と例の『彼氏』がふたりきり……!?　密室にか!?」

「そうなるね。実在したとしたら、だけど」

「……嫁入り前の娘が、何という軽率なっ……！　可憐ほどの美人が獣じみたオラオラ系と閉鎖された密室で密着とか、緊急事態の臭いしかしないぞ、それは……！」

　紅蓮の脳内に数々観みてきたさまざまなアニメのピンチシーンが再生された。

　油断しているヒロイン、迫る男、たいていは間一髪で気づいた主人公が乱入する事で被害は未然に防がれるのだが、中には間に合わずとんでもない展開になる事もあり……！

「……ちょっと、行ってくる。朝あさ人と、悪いが、インチキ親父おやじに連絡しておいてくれ」

「理事長にかい？　何て伝えればいいのかな」

「そう難しい話じゃない。生徒会管理棟のセキュリティチェックをやってやる……とでも伝えてくれればいいさ。この手の『作業』は、初めてじゃないからな」

　鍛え抜かれた遊戯者として、闇の世界の住人としての断ちがたい感覚が紅蓮にはある。

　警戒厳重な施設、侵入困難なポイント、警備システムの裏にルールの隙。そういった、システムの急所とでも言うべきモノを常に想定し、いつでも突けるよう準備する。

　実行することはほとんどない。

　が、99が無駄になったとしても、１の場面で役立つならば、それは有用な投資だ。

（情報はある。監視システムの仕様、センサーの配置、トラップの有無、発動キー）

　内部の人間として知り得る限りの情報が頭に入っている。ましてや紅蓮は生徒会管理棟に何度も出入りし、ルートを体で覚えているのだ。──攻略法は、すでに頭にある。

「昼休みが終わるまで、あと二十分か」

　──長すぎる。

「五分もあれば、十分だ」

　傲慢な確信をこめて言い、砕さい城じよう紅蓮は生徒会管理棟へ続く廊下を渡って行った。





　　　　＊






　それから、およそ五分後。

　獅し子し王おう学がく園えん生徒会管理棟、衆愚と隔絶した上位者のみが立ち入りを許された聖域。

　中でも最も警戒厳重な執務室、学園の中枢とも言えるここは、クオリアシステム直轄のＡＩによる完全警備のもと、小国の国会議事堂や大統領府以上に堅く守られている。

　そんな閉鎖空間に、愛にあふれた少女の囁ささやきがほのかに響いていた。

「──様。どうですか、おいしいですか……？」

『ああ、もちろん最高だ。けど……弁当より、お前の唇くちびるの方が美う味まそうだ』

「そ、そんな！　もうっ、ここは神聖な生徒会執務室ですよ？　……いけません……！」

『フッ、言葉で嫌がってるわりに……何だ、その態度は。身体からだを擦こすりつけておねだりか？　まったくはしたない奴やつだ……もう一生、俺から離れられないな』

「そ、そんな……。でも、私は……もし、そうしてもらえるのなら……」

『嬉うれしいんだろう？　──素直になれよ、可か憐れん』

　嘲りを含んだ男の声と、困惑しつつも蕩とろけた女の声が交互に響く。

　生徒会長用の大机から伸びる黒い影。直立したそれにしなだれかかる少女の姿。

　黒いシルエットは強引に重なり合い、抱き寄せられていく。

　まるで禁断の花園、美しい薔ば薇らを手折るように。少女の細い腰は逞たくましい腕に抱かれて、すっと自ら望んだかのように、その胸へ飛び込んでいっ──……！

「──……だああああああぁぁぁああああぁぁぁ───っ!!」

「きゃああああああああっ!?」

　ズバンッ……!!

　すさまじい音をたてて執務室の扉を蹴り飛ばし、乱入する長身の影。

　癖のある髪や制服のあちこちを泥や埃ほこりで汚した姿は、管理棟の監視システムを掻かい潜くぐるためにスパイ顔負けのアクションをしてきたその成果だ。ミリ単位のステルスアクション、あらゆる監視システムの配置を知っていたとはいえ、完全クリアは厳しかったが──。

「黙って聞いていれば……!!　可憐、まず禁止令は俺が悪かった、謝る。確かにコレは、実の家族に彼氏彼女というのはっ……気になる!!　超、気になるっ!!」

　グッと瞼まぶたが熱くなり、乱入してきたばかりの砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは俯うつむきながら声をあげる。

「だが……だがっ!!　何だその男は！　えげつない喋しやべり方、気持ち悪い態度、露骨に体が目当てかのような嫌らしさ、どう考えてもクズだろう!?　正気に戻れ、かれ……!!」

　執務室のドア越しに聞いた声により、紅蓮の首筋から指先まで鳥肌が立っていた。

　なぜだろう、自分でも理解できないほどの拒否感と嫌悪感。その声の主が可憐と絡んでいることが絶対に許せず、想像するのもおぞましくて、ついつい飛び込んでしまった。

（どうせ最悪にいやらしい面をしたチャラ男に違いない……！）

　眼めが朱あかく煌きらめく。こうなれば禁じていた遊戯ゲームを挑んででも、チャラ男と可か憐れんを引き離す。愛する妹は、絶対に俺が守る。たとえこの手を汚してでも……！

　決意を込め、勇気を振り絞って顔を上げる。

　真っ先に目に入るのは、執務室の高級机。マホガニーの一枚板で作られた時価数千万の工芸品と、それにふさわしい革張りの椅子に、見慣れぬモノが座っていた。

「……あれ？」

「……あ、あの、お兄様……こ、これは……そのっ……！」

　かっ、と可憐が耳まで赤くなったのが視みえた。

「……可憐。その、妙な……抱き枕に俺の服を着せたようなモノは、何だ？」

「っ[image: ][image: ][image: ]───……っ！」

　息を飲み、可憐が顔を伏せる。そう、執務室のデスクに座っているのは──砕さい城じよう、紅ぐ蓮れん。

　正確には、その姿を模した人形だ。低反発の抱き枕に、紅蓮の姿をプリントしたものにどことなくヨレた制服を着せた案山子かかしを、ムードたっぷりに抱きしめながら……！

「お、お兄様の、ばかあああああああああああああっ！」

「す、すまんっ!!　取り込み中か!?　あ、痛っ！　痛い痛い、みかんを投げるな！」

「嫌ですっ！　お兄様ったら……！　私をあんな風に捨てておいて、何ですか今さら！」

「捨ててないっ！　あのだな、騙だまして本当にすまなかった。彼女はいない、嘘うそつきは俺だ。この通り、その件については本当に謝る。……けど、今ここで何をしてたんだ？」

　弁当のおやつらしい、冷凍みかんをポカポカとぶつけられつつ紅蓮が謝る。

　すると可憐は謎の等身大抱きまくらをダンスパートナーのごとく抱きしめながら。

「……紹介します、お兄様。私の『彼氏』です」

「お、おう……？」

「名前は『エアお兄様オラついて来たＶｅｒ．～お前は永遠に俺のものだ、可憐～』です！」

「ぎゃああああああああああああああっ!?」

　完璧としか言いようのない声色に、紅蓮の全身に怖おぞ気けが走る。

　特に後半、『可憐は永遠に俺のものだ』部分。どうも嫌な感じの声だと思えば、コレは、先日のカラオケで聞いた自分の声。砕城紅蓮の声色をほぼ完全再現したモノだった。

「お、お前な、可憐……！　いつそんな芸を……！　俺の声をコピーしたのか!?」

「はい♪　最初は由ゆ留る木ぎさんの『完全摸倣』を真ま似ねたのが始まりでしたが、隷徒となった彼女にコツを教わり、磨きをかけ、お兄様の声のみを完璧に修得しました！」

「やめろ……頼むからやめてくれ……。うわあ、クオリティ高すぎて怖すぎる……」

「ああっ、お兄様がこんなに弱って……！　こんなお姿、見たことがありません！」

「人生初のショックだよ！　世界クラスの遊戯者と対戦するよりキツいぞ……！」

　腰が抜けそうなダメージを負いつつ、紅ぐ蓮れんは頭を抱えながら想おもう。

（あの野郎……朝あさ人とめ、知ってたな!?）

　というか、知らないはずがないのだ。自分がいない間、恐らく可か憐れんはずっとエア彼氏と一緒にいたはずで、その様子は当然、他のメンバーも知っているだろう。

「わざと要点をボカして、俺に見せつけたってことか。あの腹黒イケメン野郎……！」

　がっくりと肩を落としてそう呟つぶやいた瞬間、胸ポケットのデバイスが震動した。

「メッセージアプリ？　……誰からだ？」

　マナーモードのデバイスを反射的に起動すると、表示されたメッセージは──。




『保護者として責任とってくださいまし。正直イタ過ぎて見ていられませんわ』

『仲直りしたほうがいいですよー？　家族がモメるのは遺産相続だけで十分なので。冷蔵庫に冷凍みかん作っておきましたから、食べてくれてもいいので』

『可憐様のあのスキルでバーチャル紅蓮様配信計画とかやろうと思うんですけど、紅蓮様軽く承認とかしてもらえませんかね？　あのイケボなら絶対バズりますよ！』

『可憐、かわいそう。……だから。レッツ、いちゃいちゃ？　わたしもまぜてもおｋ』




　楓かえで、桃もも花か、佐さ々さ木き、水みず葉は。そして。




『いい感じに頭が冷えただろ？

　そろそろ素直になったらどうかな、紅蓮』

「……あいつめ……！」




　悔しいが、一本取られた。

　そんな思いで朝人のメッセージを受けとり、デバイスを切る。

　エア紅蓮様に抱き着きつつ、自分をじっと震えて見ている可憐。その姿は大きくなっても、昔のままだ。自分を、家族の、心許せる温ぬくもりを求めてやまない寂しがり屋の姿。

（──いや、それは、俺も一緒か）

　兄離れできていないと可憐を責める、その前に。




「……俺自身が妹離れ、できてなかったんだな。そこを自覚するべきだった」

「お兄様……？」

「もう一度言う。……すまなかった、可憐。『彼女』はいない、俺の嘘うそだ。それと、例の命令は撤回させてくれ。あれは間違いだった、お前の気持ちを考えきれていなかった」

　ガキみたいなこと言ってるな、と内心紅蓮は自嘲する。

　だが、その通りなのだ。遊戯ゲームを外れた自分、素顔の『砕さい城じよう紅ぐ蓮れん』はそれこそ小学校すらろくに通っておらず、友達や、家族や、あらゆる他人との適切な距離を作る術すべを学べず、コミュニケーション能力が著しく低く、敬語もうまく使えないようなガキに過ぎない。

（それなのに、可か憐れんだけを一方的に責めて。……兄離れしろだと？　笑わせる）

　一方的な通告で済ませようなどと思いあがった自分が、情けなかった。

「……お兄様と、ひとつになりたい」

　そんな風に打ちひしがれる紅蓮に対し、エア紅蓮様を握りしめたまま。

　ひしっと抱き枕を抱きしめて、可憐は顔半分をクッションに隠して言う。

「その気持ちは、罪なのでしょうか？　……お兄様を愛しては、いけないのですか？」

「心の愛なら、いくらでもくれてやる。俺の愛は、永遠にお前のものでいい」

　──だが。

「体の愛は、与えられないと思う。俺とお前は兄妹きようだいだ。これ以上ないほど強い血の絆きずなだ。それを恋愛なんてあやふやなものに落としたくない。結婚したなら離婚できるだろ？」

　だが、兄と妹なら。

「兄妹だからこそ、俺たちは永遠だ。良くも悪くも、これからの人生を共に生きるんだ。すれ違いや、今回みたいなミスもたくさんあると思う。何せ、ルールがよくわからん」

　法則も把握できない遊戯に挑むなど、本来の紅蓮なら絶対にしない。

　だが、人生というゲームに限ってそれはない。正解はない。絶対の決まりなどない。

　だからこそ難しくて、絶対の勝利も約束できず──条件は、あまりにもフェアすぎて。

（面白い……！）

　この不条理な『人生』こそ、砕城紅蓮が唯一、最も楽しむことができる遊戯なのだ。

「許してくれとは言えないけど。……もう一度、やり直さないか？」

「はい。……はい、わかりました、お兄様。でも……ひとつだけ、お願いがあります」

「何だ？　何でも言ってくれ。償いの意味でも、聞くぞ」

「はい。では」

　いそいそとエア紅蓮様を椅子に座らせると、可憐は歩み寄ってくる。

　愛いとしい兄を見上げ、その『右手』をそっと取ると──。

「えい」

「ちょっ……!?　おい、何だこの指輪は!?　とっ……取れない!?」

　右手の小指にすっと差し込まれたのは、あの日のブルーダイヤの指輪だった。

　サイズを直させたのだろう。ピッタリと吸い付くように指にハマッたそれは、不快感はないものの、フィットしすぎていて違和感しかない。

「指輪ははめる位置によってそれぞれ意味があります。右手小指のそれは──」

　──『貫く想おもい』。

「幸せを逃がさず、一いち途ずに添い遂げる願い。結婚がだめなら、せめて……これを」

「……つけろ、ってことか。……学校じゃ外すぞ、校則に違反するだろうし」

「十本指にじゃらじゃらとつけて堂々としていた金髪ゴリラという前例がいる以上、小指にひとつくらい何も問題ありません、お兄様。ちゃんと確認済みですから♪」

「……外堀を埋めてきたか。けど、俺だけなのか？」

　差し出された学校側、つまり理事長の特別許可証を一いち瞥べつし、苦笑して紅ぐ蓮れんが言うと。

「もちろん、私の分は、こちらに」

　可か憐れんの手が紅蓮のそれに重なり、体温で温まった金属の感触を悟る。

　紅蓮がそれを確認すると──それは大きなピンクダイヤをあしらった女性の指輪だ。

（……ハメられたか、こりゃ？）

　どこまでが作戦だったのか、正直わからない。

　可憐のことだ、もしかしてあの『命令』の後、生徒会から紅蓮が遠ざかっている間に他のメンバーに根回しして、自分がここに飛び込んでくるよう誘導した可能性が高い。

　結婚というインパクト。落としどころは、何の約束もない。だがお互いの想おもいを確認し、永遠にするためのアクセサリ。誓いの指輪を、交換するというふたりきりの儀式──。




「──どこまで、作戦だったんだ？　狡ずるくなったな、可憐」

「まあ。そんなことはありません、お兄様。……ずっとずっと、本気ですから」

「本気だからこそ、狡くもなる。卑ひ怯きようでも、邪悪でも、手に入らないよりずっといい」

　気持ちはわかる。責める気持ちもある。だが、それ以上に。

「困ったもんだ。……悪い気がしない」

「では、お兄様……お願いします♪」

「ああ。傍そばにいてくれ、可憐。ただし──結婚じゃない、婚約でもないからな？」




　そう、これは。




「『兄』と『妹』として。──永遠に絆きずなを誓う、制約の指輪だ」

「はい。……喜んで、お請けいたします」




　震える妹の小指に、ピンクダイヤの指輪を通す。

　ふたつの色、ふたつのダイヤを掲げた指が絡まり合って、指切りに誓う絆の儀式。

　砕さい城じよう紅蓮と砕城可憐。改めて結ばれた誓いは──きっと、永遠だろう。





　　　　＊
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　──それはそれで、いいとして。




「兄妹きようだいとして改めて誓いを結んで以来、可か憐れんのスキンシップが激化したんだが……」

「それを僕に相談されても困るよ、紅ぐ蓮れん。で、何があったのさ？」

「風呂入ってたら『お背中お流しいたします♪』って突撃されてな……。追い返してたら、シャンプーハットまで装備した水みず葉はも乱入して、危うく押し倒される寸前だったぞ」

「もう流された方が楽なんじゃないかな。風呂だけに」

「上う手まいこと言ったつもりかお前!?　……とにかく、兄離れの方法を何か考えてくれ」

「そう言われてもね。無駄な努力って知ってるかな、紅蓮？」

「無駄じゃない……絶対無駄じゃない。諦めてたまるか、俺は、俺はっ……！」




　かくも『普通』への道は険しく、遠く。

　遊戯ゲームですべてが評価される学園の日常は、今日も騒がしく続いていくのだった。






あとがき






　いつも『自称Ｆランクのお兄さまがゲームで評価される学園の頂点に君臨するそうですよ？』を読んでいただきありがとうございます。作者の三み河かわごーすとです。

　さて読者の皆さん、日常編、日常編でございます。前巻のあとがきで「キャラが増えてきたため、日常的な場面を書くシーンや一人一人の出番が減ってきたからどこかで日常編をやりたい」といったことを書いた記憶があるのですが、早くも実現してしまいました。

　表紙は日常の象徴ということで佐さ々さ木きに担っていただきました。このシリーズ初の可か憐れんと紅ぐ蓮れん以外の表紙です！　可憐の怨念光線が飛んできそうで怖いですが、短編だから許せ。

　中の構成はヒロイン勢ぞろいで紅蓮とのイチャイチャをかけたラブコメ頭脳戦、楓かえでがメインのラブコメ、水みず葉はがメインのラブコメ、可憐がメインのラブコメとなっています。どいつもこいつも本編では尺が足りない可愛かわいさがぎゅっと詰め込まれてるんでお楽しみに！




　謝辞です。

　イラスト担当のねこめたる先生。いつも素敵なイラストをありがとうございます。表紙の佐々木を最初に見せていただいたとき、あまりの正統派美少女っぷりに「何やこのメインヒロイン」と思わず可憐にぶっ●されそうなことをつぶやいてしまいました。これからも引き続き、自称Ｆランクを一緒に盛り上げていければと！

　コミカライズ担当のsorani先生。毎月連載を楽しく拝読しています。１巻の内容を終え、ついに人気の２巻のエピソードへ……みんな大好き水葉も登場して、ますます盛り上がっていきそうで原作者としてもワクワクしています。今後ともどうぞよろしくお願いします。

　担当の編集Ｏさん。「日常編やろうぜ日常編」「表紙は佐々木にしようぜ」という思いつき企画を秒でＯＫしてくださったり、王様ゲームのお馬鹿頭脳バトル感を盛ろうと提案してくださったり、今回もめっちゃお世話になりました。これからも一緒に頑張っていきましょう。お互い忙しくなりすぎない程度にほどほどに。

　この本の出版、販売に関わってくださっているすべての関係者の皆様。いつも本当にお世話になっております。皆様のおかげでこの本は多くの読者さんの手に渡っています。これからも手を取り合い、この作品を広げていければと。

　そして最後に読んでくださっている読者の皆様。本当に本当にありがとうございます。すこしでも楽しい時間を過ごすお手伝いができたら、それに勝る喜びはありません。これからも自称Ｆランクをどうぞよろしくお願いいたします。

　次は本編７巻。アルセフィア王国を舞台に新たなゲームルールのもと運営される学園、新たな強敵、今までのキャラ達の新たな一面と盛りだくさんでお届けしますので、楽しみにお待ちください。以上、三河ごーすとでした。














電子書籍特典　書き下ろし短編

『木漏れ日の約束　～腹黒王子と眼帯姫～』





「姫狐姉さんって……声フェチだよね？」

　とある放課後、獅子王学園Ｓランク寮の喫茶ブース。

　湯気をたてるコーヒーを片手に、白王子朝人は恋人へ告げた。

「……──……そんなことは──ない……───……！」

「汗かいてるよ、汗。いつも以上に声が掠れてるし。はぁ……」

　ミルクを入れ、軽く混ぜて黒い液面に渦を作りながら、朝人はからかうように続ける。

「冷たいのにどこか暖かい、ああいう声。兄さんに似て、違う声。……大好物だよね？」

「……──……あなたが、いちばん。だから……──」

「知ってる。そこは疑ってないよ。兄さんは微妙にツボを外してると思ったし」

　隔絶した実力と孤高の気配は共通していた。が……それ以外に、違いがある。

「紅蓮は暖かくて。おっかなびっくりで子猫を触る巨人みたいな、不器用さが……」

　そういう面を愛しく感じ、朝人は微笑みながら言う。

「だから好きだよ。紅蓮の声。僕もそう感じてるから……気持ち、わかるな」

「……ごめん、なさい……」

「謝らなくていいよ。僕は兄さんから姉さんを奪おうと、ずっと企んでた。……けど」

「……気づいても、いなかった。透夜にとって、私と、あなたの感情なんて──……」

「どうでもいいからね。けど、紅蓮は違う。……言葉で拒絶しても、彼は目線で、仕草で、微笑みで、人間として僕を受け入れてくれてるって……そう感じるから」

　だから、白王子朝人は砕城紅蓮が気になって、たまらない。

「紅蓮に、惹かれるよ。兄さんとは似て違う彼が、人として、友達として……」

　でも、それはそれ、これはこれで。

「けど、姉さんにとっての一番は、僕だから。──いつか、忘れさせてみせるから」

　これだけは譲れない。

「あ……──！」

「その時まで……待ってて、くれるかな。姉さん」

　彼女が喘ぎ、そのたおやかな手の甲にキスをしながら、朝人がねだる。

　手を暖めるようにさする朝人の指。その優しさに痺れながら──姫狐は、想う。

（……あの人は、砕城紅蓮は素敵だと思う。けど）

　それは否定できない。朝人自身が認めたように、姫狐にも彼への憧れはある。

　だが、それは純粋な『美しいもの』『強いもの』への敬意と憧れだ。

　言わばヒーローに捧げる想いと、今手を握ってくれる彼への想いは。

（……違うって、言いたいよ。あなただけが、大好きだって──……言い、たいよ）

　けど、今そう伝えたとしても、朝人はそれを信じないだろう。

　朝人にあるのは透夜への憧れ、紅蓮への憧れ、そして拭えぬ劣等感だ。

　姫狐が愛を囁いても、彼はそれを信じ切れないだろう。自分の価値を認めていないから。

　そこまで冷静に解析しながら、真逆の熱さで姫狐は誓う。

（──あなたが、あなた自身を、信じられるようになるまで）

　姫狐は待ち、尽くす。十年、二十年、いや、命尽きてもなお。

　朝人が信じてくれたように、自分も彼を信じる。ただそれだけのこと……！

（私では、だめだから。私の言葉では、届かないから。救えるのは……）

　姫狐の優しさでも強者の慈悲でもなく、ただ。

（救えるのは──……あなた、だけだから）

　笑顔に隠した劣等感。砕城紅蓮への劣等感。兄、透夜への愛憎。

「……うん。──……待ってる……」

　朝人がすべてを乗り越えて、愛していると言えるまで。

　結ばれる時を超えて、命の終わりに、死がふたりを別つまで。




「ずっと。……──ずっと。約束……──！」

「……ありがとう。姉さん」




　恋人達は自然と指を絡め、誓約を交わす。

　とある休日の昼下がり、カフェで結ばれたそれを、ただ木漏れ日だけが祝福した。
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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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